
序

説
略
語
表

第

一

部

総

則

第
一
節
法
の
適
用
範
囲

第
二
節
武
力
紛
争
と
自
衛
に
関
す
る
法

第
三
節
安
全
保
障
理
事
会
が
行
動
を
と
っ
た
武
力
紛
争

第
四
節
海
戦
の
区
域

第

五

節

定

義

第
二
部
作
戦
海
域

第
一
節
内
水
、
領
海
お
よ
ぴ
群
島
水
域

第
二
節
国
際
海
峡
と
群
島
航
路
帯
通
航

（
バ
ラ
グ
ラ
フ

14ー

22)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

23ー

33)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

1
1
2
)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

3
1
6
)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

7
1
9
)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

10112)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

13)

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

真岩安竹

一
六 山本保本

ー
人
道
法
国
際
研
究
所
が
招
集
し
た
国
際
法
学
者
と
海
軍
専
門
家
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
起
草
|
|
＇

（
一
五
五
―
―
-
）

誠公正

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・

全吾 人幸

マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）



第
三
節
排
他
的
経
済
水
域
と
大
陸
棚

第
四
節
公
海
と
国
家
管
轄
を
越
え
る
海
底

第
一
一
一
部
基
本
的
規
則
と
攻
幣
目
標
の
区
分

第
一
節
基
本
的
規
則

第
二
節
攻
撃
に
際
し
て
の
予
防
措
置

第
三
節
攻
繋
を
免
除
さ
れ
る
敵
国
の
船
舶
と
航
空
機

第
四
節
そ
の
他
の
敵
国
の
船
舶
と
航
空
機

第
五
節
中
立
国
の
商
船
と
民
間
航
空
機

第
六
節
民
間
航
空
機
に
関
す
る
予
防
措
置

第
四
部
海
上
に
お
け
る
戦
闘
の
方
法
と
手
段

第

一

節

戦

闘

の

手

段

（

パ

ラ

グ

ラ

フ

78192)

第

二

節

戦

闘

の

方

法

（

パ

ラ

グ

ラ

フ

931108)

第

三

節

欺

晰

、

奇

計

お

よ

び

背

信

行

為

（

パ

ラ

グ

ラ

フ

暉

Illl)

第
五
部
攻
散
に
至
ら
な
い
措
間
（
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
、
臨
検
、
捜
索
、
針
路
変
更
お
よ
び
拿
捕
）

第

一

節

船

舶

と

航

空

機

の

敵

性

決

定

（

パ

ラ

グ

ラ

フ

1121117)

第

二

節

商

船

の

臨

検

と

捜

索

（

パ

ラ

グ

ラ

フ

1181124)

第
三
節
民
間
航
空
機
の
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
、
臨
検
お
よ
び
捜
索
（
パ
ラ
グ
ラ
フ

1251134)

第

四

節

敵

国

の

商

船

と

そ

の

貨

物

の

拿

捕

（

パ

ラ

グ

ラ

フ

1351140)

第

五

節

敵

国

の

民

間

航

空

機

と

そ

の

貨

物

の

拿

捕

（

パ

ラ

グ

ラ

フ

W
1
1
4
5
)

第

六

節

中

立

国

の

商

船

と

そ

の

貨

物

の

拿

捕

（

パ

ラ

グ

ラ

フ

1461152)

第

七

節

中

立

国

の

民

間

航

空

機

と

そ

の

貨

物

の

拿

捕

（

パ

ラ

グ

ラ

フ

邸

1158)

第
六
部
被
保
護
者
、
衛
生
輸
送
手
段
お
よ
び
衛
生
航
空
機

一
般
規
則

第
一
節
被
保
護
者

第
二
節
衛
生
輸
送
手
段

第
一
二
節
衛
生
航
空
機

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

34
ー
35)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

3
6
!
3
7
)
〔
以
上
、
第
四
五
巻
五
号
〕

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

38!45)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

46)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

47
ー
58)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

5
9
!
6
6
)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

67
ー
71)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

72
ー
77)

〔
以
上
、
本
号
〕

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

1591160)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

1611168)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

1691173)

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

1741183)

一
六

（
一
五
五
四
）



38 ． 
2 

J

の
基
本
的
規
則
の
起
源
は
、

38 . 
1 

注
解 第一＿一部

基
本
的
規
則
と
攻
撃
目
標
の
区
分

基
本
的
規
則

一
六

38．
い
か
な
る
武
力
紛
争
に
お
い
て
も
、
紛
争
当
事
国
が
戦
闘
の
方
法
ま
た
は
手
段
を
選
ぶ
権
利
は
、
無
制
限
で
は
な
い
。

陸
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
一
般
原
則
が
、
海
上
に
お
け
る
敵
対
行
為
に
も
関
連
を
持
つ
と
明
確
に
述
べ
る
条
約
規
定
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
般
原
則
が
海
上
の
武
力
紛
争
法
に
し
っ
か
り
と
定
着
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
全
体
の
法
体
系
か
ら
論
理
的
に
そ
う
い

う
結
論
に
な
る
。
さ
ら
に
、
国
際
連
合
総
会
は
、

一
九
六
八
年
―
二
月
一
九
日
の
決
議
二
四
四
四

(xx皿
）
で
、
武
力
紛
争
法
の
基
礎
に
あ
る
若
干
の

原
則
を
全
会
一
致
で
確
認
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
パ
ラ
グ
ラ
フ
38
と
39
の
要
求
事
項
も
含
ま
れ
て
い
る
。

一
九
世
紀
に
行
な
わ
れ
た
諸
会
議
と
議
論
に
見
ら
れ
る
。
本
原
則
は
、

け
る
武
力
紛
争
法
の
文
書
（
第
―
二
条
）
に
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
。
そ
の
後
、

一
九

0
七
年
の
ハ
ー
グ
陸
戦
規
則
で
そ
れ
が
条
文
化
さ
れ
た
（
第
二
二
条
）
。

本
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
第
一
追
加
議
定
書
第
三
五
条
一
項
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
条
文
は
第
一

追
加
議
定
書
第
四
九
条
三
項
の
範
囲
外
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
海
戦
に
も
す
で
に
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
原
則
の
重
要
性
を
強
調
す
る
た
め
本
書
に

(57) 

挿
入
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
規
則
の
詳
し
い
注
釈
は
、
既
存
の
解
説
書
の
中
に
見
い
出
せ
る
。
第
一
追
加
議
定
書
の

新
兵
器
に
関
す
る
第
三
六
条
は
、
本
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
実
効
的
な
履
行
に
関
係
が
あ
る
。
武
力
紛
争
法
に
も
と
づ
い
て
紛
争
当
事
国
が
負
う
義
務
に
関
連
し

て
、
新
し
い
戦
闘
の
手
段
と
方
法
の
適
否
を
判
断
す
る
義
務
は
、
本
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
述
べ
ら
れ
た
選
択
の
自
由
が
な
い
こ
と
か
ら
論
理
的
に
結
論
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
第
一
追
加
議
定
書
の
第
三
六
条
は
、
同
議
定
書
の
当
事
国
で
は
な
い
国
家
を
も
拘
束
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
規
定
は
、

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

第
一
節

（
一
五
五
五
）

一
八
七
四
年
の
プ
ラ
ッ
セ
ル
会
議
に
お



.
2
 

，
 

3
 

パ
ラ
グ
ラ
フ
39
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
四
八
条
に
類
似
し
て
い
る
が
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
39
は
軍
の
保
護
さ
れ
る
人
お
よ
び
免
除
さ
れ
る
物
に
言

そ
れ
が
好
ま
し
い
発
展
で
あ
る
と
見
る
法
学
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

•1 ，
 

3
 

39．
紛
争
当
事
国
は
、
文
民
ま
た
は
他
の
保
護
さ
れ
る
者
と
戦
翼
員
と
を
、
ま
た
、
民
用
物
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
物
と
軍
事
目
標
と
を
、
常
に
区
別
し
な

区
別
原
則
が
海
戦
法
規
に
適
用
さ
れ
る
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
条
約
規
定
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
。
他
方
、
国
際
連
合
総
会
は
、

九
六
八
年
―
二
月
一
九
日
の
決
議
二
四
四
四

(xxm)
に
お
い
て
、

が
、
そ
の
中
に
は
「
敵
対
行
為
に
参
加
す
る
者
と
文
民
た
る
住
民
の
構
成
員
と
の
間
を
、
後
者
を
可
能
な
限
り
多
く
助
命
す
る
た
め
に
常
に
区
別
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
要
求
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
は
、
こ
の
要
求
が
海
戦
法
規
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
合
意
し
た
。
実
際
に
、

海
上
作
戦
を
ど
の
よ
う
に
行
な
う
べ
き
か
を
規
律
す
る
た
め
の
武
力
紛
争
法
が
存
在
す
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
か
に
不
完
全
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の

法
体
系
の
不
可
欠
の
要
素
は
、
識
別
原
則
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
区
別
原
則
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
体
系
の
存
在
は
、
攻
撃
し
て
も
よ
い
物
ま
た
は
人
と
、

攻
撃
し
て
は
な
ら
な
い
物
ま
た
は
人
と
の
間
を
区
別
す
る
要
求
を
前
提
と
す
る
。
現
代
の
い
く
つ
か
の
紛
争
で
全
犠
牲
者
に
対
す
る
文
民
犠
牲
者
の
比
率

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
く
人
か
の
研
究
者
を
し
て
区
別
原
則
は
我
々
の
世
紀
に
は
不
鮮
明
に
な
っ
た
と
示
唆
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、

注
解 け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
に
合
意
し
た
。

.
3
 

8
 
3
 

海
戦
に
お
け
る
手
段
と
方
法
の
選
択
に
お
い
て
も
同
様
に
適
用
で
き
る
。

(57) 
I
C
R
C
の
追
加
議
定
書
注
釈
書

C
o
m
m
塁
t
a
0
目
the
A
d
d
i
t
i
o
n
a
l
 Protocols o
f
 8
 J
u
慈
1
9
7
7

to 
the 
G
e
n
e
v
a
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
蕊
o
f
1
2
 A
u
g
u
s
t
 

1
9
4
9
 (eds.) Y
v
e
s
 S
a
n
d
o
s
,
 C
h
r
i
s
t
o
p
h
e
 S
w
i
n
a
r
s
k
i
,
 B
r
u
n
o
 Z
i
m
m
e
r
m
a
n
n
,
 1
9
8
7
 ,
 pp. 3
9
0
-,
 39
9
.
 

ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
は
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
起
草
に
際
し
て
、
大
量
破
壊
兵
器
、
特
に
核
兵
器
の
使
用
に
関
連
す
る
問
題
を
討
議
し
な
い
こ

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
般
に
武
力
紛
争
法
全
体
の
基
礎
に
あ
る
若
干
の
原
則
を
全
会
一
致
で
確
認
し
た

一
六
四

（
一
五
五
六
）



.
2
 ゚

4
 
40 ． 
1 

注
解

方
が
、
よ
り
完
全
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
六
五

及
し
て
い
る
の
で
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
第
一
追
加
議
定
書
第
四
八
条
に
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
同
条
は
、
文
民
た
る

住
民
と
民
用
物
の
保
護
の
み
に
関
す
る
部
（
敵
対
行
為
の
影
響
に
対
す
る
一
般
的
保
護
）
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
39
の
記
述
の

40．
軍
事
目
標
は
、
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
、
位
置
、
用
途
ま
た
は
使
用
が
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
す
る
物
で
、
そ
の
全
面
的
ま
た
は
部
分
的

な
破
壊
、
奪
取
ま
た
は
無
効
化
が
そ
の
時
点
に
お
け
る
状
況
の
下
に
お
い
て
明
確
な
軍
事
的
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
に
限
ら
れ
る
。

当
初
、
参
加
者
の
議
論
は
、
海
戦
に
お
け
る
軍
事
目
標
の
一
般
的
な
定
義
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
攻
撃
で
き
る
船
舶
も
し

く
は
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
船
舶
の
ど
ち
ら
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
含
む
リ
ス
ト
か
ら
始
め
る
の
か
、
い
ず
れ
が
適
切
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
集
中
し
た
。

「
リ
ス
ト
方
式
」
は
、
特
別
に
保
護
さ
れ
る
船
舶
の
種
類
を
基
準
に
す
る
か
攻
撃
さ
れ
る
船
舶
の
種
類
を
基
準
に
す
る
か
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、

海
上
戦
闘
の
状
況
で
一
般
的
定
義
が
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
疑
問
視
す
る
者
と
、
海
軍
の
指
揮
官
に
は
「
明
確
な
戦
列
規
則
」

(
b
r
i
g
h
t
line 
rules)

と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
。
他
の
参
加
者
は
、
リ
ス
ト
の
価
値
を
ま
る
で
疑
う
か
、
そ
の

方
式
に
内
在
す
る
困
難
さ
を
指
摘
し
た
。
リ
ス
ト
に
反
対
す
る
者
は
、
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
海
軍
の
指
揮
官
は
脅
威
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る
理

由
が
あ
る
場
合
に
の
み
攻
撃
を
行
な
う
で
あ
ろ
う
か
ら
、

一
般
的
な
定
義
で
十
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
船
舶
を
軍
事
目
標
と
み
な
す
に
十
分
な
軍

事
的
必
要
性
の
根
拠
が
あ
る
か
否
か
に
関
す
る
個
々
の
海
軍
指
揮
官
の
懺
か
れ
た
状
況
お
よ
び
（
ま
た
は
）
認
識
の
い
か
ん
に
よ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
伝

統
的
な
海
戦
法
規
の
下
で
特
別
に
保
護
さ
れ
る
船
舶
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
例
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
イ
ム
作
戦
で
は
、
小
型

沿
岸
漁
船
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
統
合
さ
れ
て
い
た
た
め
に
合
法
な
軍
事
目
標
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
。
「
リ
ス
ト
方
式
」
に
関
し
て
困

難
を
予
測
す
る
者
は
、
リ
ス
ト
が
少
な
く
と
も
一
般
的
定
義
を
説
明
す
る
の
に
は
役
立
つ
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
状
況
に
回
答
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
は
な
く
、
疑
わ
し
い
場
合
が
残
る
、
と
論
じ
た
。
彼
ら
の
考
え
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
船
舶
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
示
す

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

（
一
五
五
七
）
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一
般
的
定
義
に
合
致
し
た
適
当
な
交
戦
規
定
そ
の

一
般
的
定
義
を
支
持
す
る
者
は
、
海
軍
の
指
揮
官
に

（
一
五
五
八
）

包
括
的
な
リ
ス
ト
は
、
多
数
の
国
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
船
舶
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
示
す
リ
ス
ト
は
、
そ
れ
に
含
ま
れ

な
い
船
舶
が
何
ら
の
法
的
抑
制
も
な
く
攻
撃
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
保
護
さ
れ
る
船
舶
に
つ
い
て
の
単
一
の
リ
ス
ト
を
作
る
こ
と
は
、

既
存
の
国
際
法
の
下
で
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
船
舶
に
異
な
る
程
度
の
免
除
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、

沿
岸
漁
船
と
病
院
船
に
平
等
な
待
遇
を
与
え
て
保
護
さ
れ
る
船
舶
の
リ
ス
ト
を
拡
大
す
れ
ば
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
の
下
で
現
在
病
院
船
に
与
え
ら
れ

4
0
.
3

「
一
般
的
定
義
方
式
」
の
主
唱
者
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
五
二
条
二
項
に
規
定
さ
れ
た
軍
事
目
標
の
定
義
を
出
発
点
と
す
る
よ
う
に
主
張
し

た
。
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
と
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
国
家
実
行
を
強
調
し
過
ぎ
て
は
な
ら
ず
、

行
な
わ
れ
て
き
た
作
業
の
成
果
と
恩
恵
、
特
に
一
九
七
四
年
か
ら
一
九
七
七
年
ま
で
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
外
交
会
議
の
結
果
を
利
用
す
べ
き
で
あ
る
。
問
題
の

核
心
は
、
攻
撃
さ
れ
る
船
舶
ま
た
は
特
別
に
保
護
さ
れ
る
船
舶
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な
く
て
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
支
配
的
状
況
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状

況
は
一
般
的
に
、
か
つ
、
事
前
に
特
定
化
で
き
な
い
の
で
、

一
般
的
定
義
が
必
要
で
あ
る
。
も
し
、
第
一
追
加
議
定
書
第
五
二
条
二
項
が
海
戦
法
規
に

と
っ
て
も
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
同
議
定
書
第
五
二
条
三
項
に
規
定
さ
れ
た
無
害
性
の
推
定
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
も
異
論
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
五
二
条
二
項
の
定
義

は
曖
昧
す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
「
明
確
な
戦
列
規
則
」
の
必
要
性
が
、
再
び
強
調
さ
れ
た
。
軍
艦
の
艦
橋
に
立
つ
指
揮
官
は
、
戦
闘

場
面
で
使
用
で
き
、
ま
た
、
目
標
と
交
戦
す
る
か
否
か
を
即
座
に
判
断
で
き
る
明
瞭
な
指
示
を
必
要
と
す
る
。
他
の
者
は
、
全
面
的
に
定
義
ア
プ
ロ
ー
チ

に
反
対
で
は
な
か
っ
た
が
、
現
代
の
海
戦
で
、
特
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
状
況
で
は
、
無
害
性
の
推
定
を
実
効
的
で
な
く
か
つ
実
施
不
可
能
で
あ
る
と
批

判
し
た
。
い
く
人
か
の
者
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
海
軍
の
指
揮
官
は
そ
の
定
義
の
み
を
み
て
、
海
上
の
輸
送
手
段
を
す
べ
て
軍
事
目
標
と
簡
単
に
み
な
す
で

あ
ろ
う
と
主
張
し
た
。
無
害
性
の
推
定
を
挿
入
す
る
こ
と
は
、
戦
闘
状
況
で
は
無
意
味
と
な
る
の
で
、
実
効
性
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

曖
昧
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
第
一
追
加
議
定
書
第
五
二
条
二
項
の
表
現
に
関
し
、

も
っ
ば
ら
そ
の
定
義
の
み
を
与
え
よ
う
と
す
る
つ
も
り
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
む
し
ろ
、

.
4
 ゚

4
 

一
九
六
九
年
以
来

て
い
る
保
護
を
危
う
く
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
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巻
き
込
ん
だ
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
状
況
で
は
、
軍
艦
の
安
全
に
つ
い
て
は
実
施
で
き
な
い
か
、
逆
効
果
に
さ
え
な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
無
害
性
の
推
定
原
則
が
非
常
に
有
益
で
あ
り
得
る
大
半
の
事
態
で
は
、
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
原
則
が
法
の
一
部

を
構
成
し
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
機
能
し
て
い
た
な
ら
ば
、
ル
シ
タ
ニ
ア
号
は
撃
沈
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
あ
る
者
は
、
第
一
追
加
議
定

書
第
五
二
条
の
体
系
的
な
文
脈
を
指
摘
し
た
。
第
三
項
は
、
あ
る
物
が
第
二
項
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
十
分
な
根
拠
が
な
い
場
合
に

の
み
機
能
す
る
、
と
述
べ
た
。
他
の
者
は
、
疑
わ
し
い
場
合
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
件
は
、
す
で
に
第
一
追
加
議
定
書
第
五
二
条
二
項

議
論
の
進
め
方
の
問
題
に
関
す
る
討
議
の
終
り
こ
ろ
に
、
参
加
者
に
現
れ
た
傾
向
は
、
ま
ず
一
般
的
な
定
義
か
ら
始
め
、
次
に
攻
撃
を
免
除
さ

れ
る
船
舶
の
リ
ス
ト
で
補
足
す
る
と
い
う
結
合
方
式
に
つ
い
て
の
合
意
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
定
義
の
内
容
に
つ
い
て
確
固
た
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス

は
ま
だ
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
多
数
の
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
に
適
用
さ
れ
る
基
本
的
で
包
括
的
な
規
定
を
作
る
た
め
に
は
、

必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
参
加
者
の
多
く
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
五
二
条
を
使
用
す
る
気
に
な
っ
た
。
そ
の
点
で
、
区
別
原
則
が
相
当
に
重
要
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
同
原
則
に
照
ら
し
第
一
追
加
議
定
書
を
使
用
す
る
試
み
は
、
そ
の
表
現
を
海
戦
法
規
に
適
合
さ
せ
る
か
そ
れ
と
も
そ
の
ま
ま
に
で
き
る
か

を
知
る
た
め
広
範
な
分
析
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
原
文
の
提
案
は
、
起
草
グ
ル
ー
プ
に
委
ね
ら
れ
た
。
保
護
さ
れ
る
船
舶
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
リ
ス
ト
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
定
義
を
明
確
化
す
る
手
段
と
し
て
、
ま
た
、
法
的
な
明
快
性
か
ら
も
有
益
と
み
な
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、

そ
の
リ
ス
ト
は
、
海
軍
の
指
揮
官
が
あ
る
特
定
の
船
舶
を
攻
撃
で
き
る
か
否
か
を
判
断
す
る
の
を
可
能
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
船

舶
に
す
で
に
付
与
さ
れ
て
い
る
異
な
る
程
度
の
免
除
に
つ
い
て
は
、
無
害
性
推
定
の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
結
論

を
ま
と
め
る
際
に
保
護
の
程
度
が
異
な
る
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
解
決
す
べ
き
か
は
、
未
解
決
の
ま
ま
残
っ
た
。
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大
部
分
同
時
に
扱
わ
れ
た
も
う
―
つ
の
論
点
は
、
い
く
人
か
の
参
加
者
が
大
規
模
な
戦
争
と
制
限
戦
争
の
事
態
と
で
は
、
後
者
の
場
合
に
は
前

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

.
6
 ゚

4
 
他
の
指
示
を
一
定
の
状
況
に
つ
い
て
作
成
す
る
の
は
各
国
政
府
の
義
務
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。

一
六
七

無
害
性
の
推
定
を
挿
入
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
主
張
さ
れ
た
論
拠
は
、
か
な
り
く
わ
し
く
論
じ
ら
れ
た
。
無
害
性
の
推
定
は
、
軍
用
航
空
機
を

（
一
五
五
九
） 一

般
的
定
義
が
絶
対
に



事
目
標
よ
り
も
、
ず
っ
と
多
く
の
物
を
含
む
。
そ
の
時
点
に
お
け
る
状
況
の
下
で
（
仮
定
の
将
来
の
時
点
で
は
な
く
）
、
物
が
こ
の
二
股
の
基
準
を
満
す

場
合
に
は
、
例
え
ば
、
輸
送
お
よ
び
通
信
シ
ス
テ
ム
、
鉄
道
、
飛
行
場
、
港
湾
施
設
な
ら
び
に
武
力
紛
争
の
遂
行
に
と
っ
て
基
本
的
な
重
要
性
を
も
つ
産

業
の
よ
う
な
、
軍
事
作
戦
に
対
し
て
管
理
的
及
び
後
方
的
な
支
援
を
提
供
す
る
活
動
も
軍
事
目
標
に
含
ま
れ
る
。

軍
事
目
標
は
、
「
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
」
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
戦
闘
行
動
と
の
直
接
的
な
関
係
を
要
求
す
る

—
（
訳
注
）

も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
民
用
物
が
、
戦
闘
行
動
へ
の
結
ぴ
付
き
が
単
に
間
接
的
で
あ
っ
て
も
、
紛
争
当
事
国
の
全
体
的
戦
争
遂
行
努
力
の
う
ち

の
軍
事
的
部
分
に
効
果
的
に
貢
献
す
る
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
軍
事
目
標
と
な
り
、
故
意
の
攻
撃
か
ら
の
免
除
を
失
う
。
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル

は
、
「
軍
事
活
動
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
例
え
ば
戦
争
遂
行
努
力
ま
た
は
戦
争
支
援
努
力
の
よ
う
な
代
替
の
表
現
を
用
い
る
べ
き

か
を
検
討
し
、
最
終
的
に
、
代
替
表
現
は
あ
ま
り
に
も
意
味
が
広
す
ぎ
る
と
判
断
し
た
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
59
、
60
、
62
、
63
、
67
お
よ
び
70
に
関
す
る
討
議

40 . 
12 

40 ． 
11 

者
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
の
法
的
制
限
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
た
め
に
、
両
者
を
区
別
し
た
後
で
出
て
き
た
。
法
規
則
は
大
規
模
な
戦

争
と
制
限
戦
争
の
両
者
に
同
じ
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
た
だ
し
、
規
則
を
実
際
に
適
用
す
る
際
に
は
、
制
限
戦
争
に
お
け
る
攻
撃
目
標
の
選
定
は
よ
り
制
限

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
る
べ
き
こ
と
、
が
最
終
的
に
合
意
さ
れ
た
。

最
終
的
に
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
五
二
条
二
項
の
本
文
を
パ
ラ
グ
ラ
フ
40
と
し
て
採
用
し
、
こ
れ
を
海
戦
に
適
用

す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、
海
戦
で
は
事
実
上
す
べ
て
の
軍
事
目
標
が
移
動
可
能
な
の
で
、
位
置
に
関
す
る
重
要
性
は
し
ば
し
ば
低
く
な
る
と
の
意
見

の
一
致
を
み
た
。

パ
ラ
グ
ラ
フ
40
は
、
二
股
の
基
準
を
課
し
て
い
る
。
軍
事
目
標
は
、
そ
の
性
質
、
位
置
、
用
途
又
は
使
用
に
よ
っ
て

そ
の
全
面
的
ま
た
は
部
分
的
な
破
壊
、
奪
取
（
捕
獲
）
ま
た
は
無
効
化
（
無
力
化
）
が
そ
の
時
点
に
お
け
る
状
況
下
に
お
い
て
明
確
な
軍
事
的

利
益
を
も
た
ら
す
、
物
で
あ
る
。

こ
の
定
義
で
軍
事
目
標
と
分
類
さ
れ
る
物
は
、
た
と
え
ば
軍
艦
、
軍
用
車
両
、
兵
器
、
弾
薬
、
燃
料
貯
蔵
所
お
よ
び
要
塞
の
よ
う
な
厳
密
な
軍

(
b
)
 

(a 
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
し
、
か
つ

40 ． 
10 
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(
i
)
 
特
定
の
軍
事
目
標
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い
か
、
向
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
、
も
し
く
は
、

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

b
)

次
の
点
で
無
差
別
な
も
の
、

(a) 
性
質
上
、
過
度
の
揚
害
も
し
く
は
不
心
要
な
苦
痛
を
与
え
る
も
の
、
ま
た
は

一
六
九

（
一
五
六

42
．
紛
争
当
事
国
を
拘
束
す
る
特
定
の
禁
止
事
項
の
ほ
か
、
次
の
戦
國
の
方
法
ま
た
は
手
段
を
用
い
る
こ
と
は
、
禁
止
す
る
。

（
訳
注
）

構
成
す
る
の
で
は
な
い
。
い
か
な
る
戦
闘
の
方
法
ま
た
は
手
段
も
、

一
般
に
、
投
射
物
が
狙
っ

41 ． 
1 

41
．
攻
撃
は
、
厳
に
軍
事
目
標
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
商
船
お
よ
び
民
閾
航
空
機
は
、
こ
の
文
書
に
規
定
す
る
原
則
お
よ
び
規
則
に
よ
っ
て
軍

「
攻
繋
」
、
「
商
船
」
お
よ
び
「
民
間
航
空
機
」
と
い
う
用
語
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
1
3
で
定
義
さ
れ
て
い
る
。
「
軍
事
目
標
」
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
4
0

に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
攻
繋
は
暴
力
行
為
で
あ
る
。
攻
撃
は
、
軍
事
目
標
に
対
し
て
、
ま
た
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
6
6
と
7
0
に
定
め
ら
れ
た
中
立
国
の
船
舶
と
航

空
機
で
、
軍
事
目
標
で
あ
る
敵
国
の
船
舶
と
航
空
機
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
任
務
と
機
能
的
に
区
別
の
つ
か
な
い
任
務
に
従
事
す
る
限
ら
れ
た
部
類
の
も
の

に
対
し
て
、
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
軍
事
目
標
を
外
れ
た
か
、
ま
た
は
命
中
し
た
が
そ
の
効
果
が
軍
事
目
標
を
超
え
て
広
が
っ
た
か
ど
ち
ら
か

の
理
由
で
、
軍
事
目
標
に
向
け
ら
れ
た
攻
撃
が
他
の
人
ま
た
は
物
に
付
随
的
な
死
傷
ま
た
は
損
害
を
引
き
起
こ
し
た
場
合
、
自
動
的
に
こ
の
法
の
違
反
を

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
正
確
に
機
能
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
訳
注
）

た
目
標
に
正
確
に
命
中
す
る
確
率
は
、
か
な
り
低
い
。
付
随
的
損
害
が
起
り
う
る
こ
と
は
、
攻
撃
を
違
法
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
で
は
、
こ
こ
に
「
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
」
の
語
句
が
入
っ
て
い
る
。

注
解 事
目
標
と
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
民
用
物
で
あ
る
。

を
参
照
せ
よ
。

（
訳
注
）

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
で
は
、
「
戦
闘
能
力
」
と
な
っ
て
い
る
。



に
、
議
定
書
の
そ
の
条
項
は
、
海
戦
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
本
文
書
に
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
挿
入
す
る
こ
と
は
、
区
別
原
則
の
適
用
可
能
性
か
ら
論
理
的

に
導
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

3
9
|
4
1
の
注
解
が
参
考
に
な
る
。
区
別
原
則
と
無
差
別
攻
繋
禁
止
は
と
も
に
、
戦
闘
の
特
定
の
手
段
と
方

法
に
関
す
る
規
則
を
含
む
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
第
四
部
で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

42 
． 
3 

の
で
、
こ
の
原
則
は
、
海
戦
に
お
い
て
相
対
的
に
価
値
が
小
さ
い
。
し
か
し
な
が
ら
参
加
者
は
、
こ
の
原
則
に
基
づ
い
て
将
来
議
論
す
る
の
を
排
除
し
な

い
た
め
に
、
本
原
則
を
こ
の
文
書
に
含
め
る
の
が
有
益
で
あ
る
と
考
え
た
。

パ
ラ
グ
ラ
フ

42(b)
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
五
一
条
四
項
に
相
当
す
る
海
上
の
規
則
で
あ
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ

38
お
よ
び

42(a)
と
は
対
照
的

の
規
定
も
、
す
で
に
海
戦
に
適
用
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
て
い
る
。
こ
の
表
現
も
、
主
と
し
て
第
一
追
加
議
定
書
第
三
五
条
二
項
に
由
来
す
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
ブ
ル
グ
宣
言
の
前
文

や
一
九

0
七
年
の
ハ
ー
グ
規
則
第
二
三
条

e
項
の
よ
う
な
そ
れ
以
前
の
条
文
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ

38
の
よ
う
に
、
第
一
追
加
議
定
誉
の
こ

•2 2
 
4
 （
訳
注
）

パ
ラ
グ
ラ
フ

42
に
含
ま
れ
る
規
則
は
、
不
必
要
な
苦
痛
／
過
度
の
傷
害
と
区
別
に
関
す
る
基
本
原
則
が
一
般
的
に
適
用
で
き
る
こ
と
を
示
し
て

（
訳
注
）

い
る
。
そ
の
導
入
文
は
、
一
八
六
八
年
の
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
ブ
ル
グ
宣
言
、
一
八
九
九
年
の
ダ
ム
ダ
ム
弾
に
関
す
る
ハ
ー
グ
宣
言
、
一
九
二
五
年
の

（
訳
注
）

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
議
定
書
お
よ
び
一
九
八

0
年
の
特
定
通
常
兵
器
条
約
第
一
議
定
書
に
含
ま
れ
る
検
出
不
可
能
な
破
片
を
利
用
す
る
投
射
物
の
使
用
禁
止
の
よ

う
な
禁
止
が
、
海
戦
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
文
は
、
追
加
的
な
一
定
の
禁
止
事
項
が
将
来
合
意
さ
れ

る
可
能
性
を
も
示
し
て
い
る
。

42 ． 
1 

注
解 ~") 

こ
の
文
書
に
示
さ
れ
た
国
際
法
が
要
求
す
る
よ
う
に
、
戦
闘
の
方
法
ま
た
は
手
段
の
効
果
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
。

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
で
は
、
前
者
は
「
開
展
弾
」
、
後
者
は
「
第
一
義
的
に
傷
害
を
与
え
る
兵
器
」
と
な
っ
て
い
る
。

パ
ラ
グ
ラ
フ

4
2
(
a
)
は
、
性
質
上
過
度
の
傷
害
ま
た
は
不
必
要
な
苦
痛
を
引
き
起
こ
す
手
段
と
方
法
の
使
用
禁
止
に
関
す
る
長
年
の
規
則
を
示

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
般
に
海
戦
で
は
、
戦
闘
の
手
段
お
よ
び
方
法
は
優
先
的
に
物
的
目
標
に
向
け
ら
れ
る

一
七

0

（
一
五
六



た
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
、
海
上
に
お
け
る
傷
者
、
病
者
お
よ
び
難
船
者
の
腺
重
な
ら
び
に
保
護
と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
。
実
際
、
先
に
な
さ
れ

た
不
心
要
な
苦
痛
に
関
す
る
規
則
の
説
明
に
照
ら
し
て
、
こ
れ
は
、
性
質
的
に
戦
闘
員
よ
り
も
主
に
物
に
対
し
て
影
響
を
及
ぽ
す
海
上
作
戦
の
遂
行
に
直

接
適
用
さ
れ
る
原
則
と
し
て
よ
り
も
、
傷
者
、
病
者
お
よ
び
難
船
者
を
保
護
す
る
義
務
の
一
部
と
し
て
見
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
で
き
よ
う
。
こ

た
敵
の
殺
傷
禁
止
も
対
象
と
し
た
第
一
七
条
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

43 . 
3 

一
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
現
在
の
テ
キ
ス
ト
は
、

一
九
一
三
年
の
海
戦
に
関
す
る
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
助
命
拒
否
の
禁
止
は
、
降
伏
し

海
上
の
敵
対
行
為
に
お
い
て
本
規
則
が
引
き
続
き
妥
当
す
る
こ
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
結
果
生
じ
た
い
く
つ
か
の
有
名
な
裁
判
判
決
の
中

(58) 

で
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
て
き
た
。

(
5
8
)特
に
、
W
.
J
•Fe
n
r
i
c
k
,
 I
n
t
r
o
d
u
c
t
o
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y
 R
e
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o
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 p
u
b
l
i
s
h
e
d
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W
o
l
f
f
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e
i
n
t
s
c
h
e
l
 v• 

H
e
m
e
g
g
 (ed.) 
T
h
e
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i
l
i
t
a
r
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b
j
e
c
t
i
v
e
 a
n
d
 t
h
e
 P
r
i
n
 ,
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 D
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こ
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t
h
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 L
a
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 o
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 N
a
v
a
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 W
a
r
f
a
r
e
,
 p
p
.
 
11ー
1
7

山
＇
の
デ
ー
ニ
ッ
ツ
、
レ
ー
ダ
ー
お
よ
び
フ
ォ
ン
・
ル
シ
ュ
テ
シ
ェ
ル
の
裁
判
へ

の
言
及
を
参
照
。

44．
戦
闘
の
方
法
お
よ
び
手
段
は
、
国
際
法
の
関
連
規
則
を
考
慮
し
つ
つ
、
自
然
環
境
に
妥
当
な
考
慮
を
払
っ
て
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。
軍
事
的
必
要
性

「
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
(
―
-
）

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

が
と
ら
れ
た
の
は
、

43 . 
2 

43．
生
存
者
を
残
さ
な
い
よ
う
命
令
す
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
命
令
で
敵
を
威
嚇
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
生
存
者
を
残
さ
な
い
方
針
で
敵
対
行
為
を
行
な

助
命
に
関
す
る
こ
の
規
定
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
四

0
条
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
文
害
に
挿
入
し
た
趣
旨
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
38
と
4
1
(
a
)
の

場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
当
該
規
定
が
す
で
に
海
戦
に
適
用
で
き
る
こ
と
を
単
に
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

43 ． 
1 

注
解 う
こ
と
は
、
禁
止
す
る
。

一
七

（
一
五
六

こ
の
規
定
に
は
、
長
い
歴
史
的
発
展
過
程
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
い
か
な
る
助
命
も
許
さ
れ
な
い
と
い
う
宜
言
に
確
固
と
し
て
反
対
す
る
立
場

一
九

0
七
年
の
ハ
ー
グ
規
則
第
二
三
条

(
d
)
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ



（
い

11)

(
i
 

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
特
に
次
の
こ
と
を
提
案
し
た
。

と
の
結
論
に
達
し
た
。
し
か
し
、

44 ． 
4 

4
4
.
3

海
戦
法
規
に
お
け
る
環
境
保
護
の
題
目
は
、

考
慮
を
払
っ
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
た
。

に
よ
り
正
当
化
さ
れ
ず
、
ま
た
抑
制
な
く
行
な
わ
れ
る
自
然
環
境
に
対
す
る
損
害
ま
た
は
破
壊
は
、
禁
止
す
る
。

一
九

一
九
八
七
年
六
月
一
五
日
し
一
七
日
）
の
専
門
家
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
は
、
「
海
戦
の
新
し
い
技
術

と
方
法
、
武
力
紛
争
法
と
海
洋
法
の
新
展
開
な
ら
び
に
海
上
武
力
紛
争
の
結
果
と
し
て
環
境
に
対
す
る
重
大
な
害
が
増
大
す
る
可
能
性
…
…
」
が
、
特
に

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぽ
す
海
上
武
力
紛
争
を
研
究
す
る
正
当
な
理
由
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
海
上
武
力
紛
争
法
の
研
究
の
た
め
の
「
マ
ド
リ
ッ
ド
行
動
計
画
」
は
、
取
組
む
べ
き
課
題
の
一
っ
と
し
て
環
境
の
保
護
を
挙
げ
な

一
九
八
九
年
の
ツ
ー
ロ
ン
会
期
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
の
結
論
で
あ
る
テ
キ
ス
ト
草
案
は
、
こ
の
問
題
を
パ
ラ
グ
ラ

フ
37
で
表
わ
し
、
括
孤
で
括
っ
た
。
そ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
「
軍
事
的
条
件
が
許
す
限
り
、
戦
闘
の
方
法
お
よ
び
手
段
は
、
自
然
環
境
の
保
護
に
妥
当
な

九
三
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
期
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
の
た
め
の
合
意
議
題
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
期
中
に
武
力
紛
争
中
の
環
境
保
護
に
関
す
る
特
別
報
告
者
は
、
平
時
に
は
海
洋
環
境
を
害
さ
な
い
義
務
が
国
家
に
存
在
す
る
、

一
九
七
七
年
の
環
境
改
変
技
術
の
軍
事
的
使
用
そ
の
他
の
敵
対
的
使
用
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
（
環
境
改
変
条
約
）
お

よ
び
第
一
追
加
議
定
害
の
第
三
五
条
と
第
五
五
条
に
示
さ
れ
た
限
度
を
越
え
て
、
こ
の
義
務
が
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
な
お
曖
昧
で
不

確
実
で
あ
る
。
他
方
、
特
別
報
告
者
は
、
湾
岸
戦
争
(
-
九
九
一
年
）
の
経
験
は
、
少
な
く
と
も
、
海
上
武
力
紛
争
中
に
戦
闘
の
道
具
と
し
て
海
洋
環
境

を
用
い
る
こ
と
、
ま
た
は
、
そ
れ
を
攻
撃
目
標
と
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
規
則
が
出
現
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
非
常
に
明
白
に
示
し
て
い
る
、
と
強
調
し

テ
キ
ス
ト
草
案
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
37
に
付
さ
れ
た
括
孤
を
取
り
除
く
こ
と
、

海
洋
環
境
を
武
力
紛
争
中
に
戦
闘
の
道
具
と
し
て
、
ま
た
は
、
直
接
の
目
標
ま
た
は
対
象
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
違
法
化
す
る
新
傾
向
を
反
映

か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

.
2
 

4
 
4
 .

1
 

4
 
4
 
注
解

予
備
会
期
（
イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
レ
モ
、

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
九
九
一
年
の
ペ
ル
ゲ
ン
会
期
と
一
九
九
二
年
の
オ
タ
ワ
会
期
の
予
備
的
な
議
論
を
経
て
、

一
七

（
一
五
六
四
）



環
境
問
題
が
提
出
さ
れ
た
こ
の
会
期
に
お
け
る
議
論
の
主
導
者
は
、
「
海
上
武
力
紛
争
中
の
環
境
保
護
問
題
を
扱
う
〈
ハ
ー
ド
〉
ロ
ー
(
〈
h
a
r
d〉

l
a
w
)

は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
」
と
述
べ
て
、
「
妥
当
な
考
慮
」
表
現
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い

に
し
て
も
法
が
「
妥
当
な
考
慮
」
表
現
に
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
テ
キ
ス
ト
案
の
元
の
パ
ラ
グ
ラ
フ

37
に
次
の
よ
う
な
修
正
を
提
案
し
た
。

「
海
上
武
力
紛
争
に
従
事
す
る
国
家
は
、
自
然
環
境
に
妥
当
な
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
条
約
で
あ
れ
そ
の
他
の
法
源
で
あ
れ
、
国
家
は
、

海
上
武
力
紛
争
の
事
態
に
特
に
適
用
さ
れ
る
自
然
環
境
を
保
護
す
る
す
べ
て
の
国
際
法
規
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

こ
の
提
案
者
の
観
点
で
は
、
「
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
利
点
は
、
永
続
性
で
あ
る
。
新
し
い
規
則
が
出
現
し
て
き
て
い
る
の
で
「
妥
当
な
考
慮
」
と
い
う

4
4
.
8
 

な
革
新
の
一
っ
と
し
て
同
条
約
中
に
広
範
に
表
明
さ
れ
、

4
4
.
7

実
際
に
は
、
「
妥
当
な
考
慮
」
と
い
う
用
語
は
、

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
期
で
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
た
結
果
、
元
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
付
さ
れ
て
い
た
括
孤
を
取
り
除
き
、
ま
た
、
「
軍
事
的
必
要
性
に

よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
ず
、
ま
た
抑
制
な
く
行
な
わ
れ
る
自
然
環
境
に
対
す
る
損
害
ま
た
は
破
壊
は
、
禁
止
す
る
。
」
と
述
べ
た
新
し
い
文
で
そ
れ
を
完
全

な
も
の
に
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
後
者
の
追
加
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
特
別
報
告
者
が
行
な
っ
た
提
案
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
、
ま
た
、
多

く
の
参
加
者
が
表
明
し
た
関
心
事
、
す
な
わ
ち
草
案
は
軍
事
的
必
要
性
の
原
則
の
範
囲
内
で
海
上
武
力
紛
争
の
戦
闘
の
道
具
ま
た
は
攻
撃
の
直
接
目
標
も

し
く
は
対
象
と
し
て
海
洋
環
境
を
用
い
る
こ
と
を
違
法
化
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
関
心
事
に
答
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
期
で
、
海
洋
環
境
保
護
に
関
す
る
義
務
を
履
行
す
る
に
当
っ
て
、
海
上
武
力
紛
争
当
事
国
に
と
っ
て
有
効
な
基
準
は
、
「
妥
当

な
考
慮
」
か
そ
れ
と
も
「
尊
重
」
で
あ
る
か
相
当
議
論
さ
れ
た
。
最
初
は
「
妥
当
な
考
慮
」
と
い
う
表
現
が
参
加
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う

の
は
、
そ
れ
が
す
で
に
一
般
海
洋
法
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
海
洋
区
域
で
敵
対
行
為
を
行
な
う
海
上
武
力
紛
争
当
事
国
の
権
利
と
、
海
洋
環

境
を
保
護
し
保
存
す
る
義
務
と
の
問
に
存
在
す
べ
き
バ
ラ
ン
ス
を
反
映
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
八
九
年
の
ツ
ー
ロ
ン
会
期
で
登
場
し
た
。
そ
れ
は
、
海
洋
法
条
約
が
も
た
ら
し
た
重
要

一
九
八
九
年
以
降
海
上
武
力
紛
争
法
と
の
関
係
で
重
要
性
を
増
し
て
き
た
環
境
に
対
す
る
関
心

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

4
4
.
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44 ． 
5 
し
た
新
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
テ
キ
ス
ト
に
加
え
る
こ
と
。

一
七
三

（
一
五
六
五
）



案
し
た
い
く
人
か
の
参
加
者
も
い
た
。

44 . 
10 

(59)

環
境
の
保
護
に
役
立
つ
国
際
人
道
法
に
つ
い
て
の
一
般
的
概
観
は
、
例
え
ば
、

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 o
f
 t
h
e
 R
e
d
 C
r
o
s
s
,
'
P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
 

o
f
 
t
h
e
 
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
 in 
T
i
m
e
 o
f
 
A
r
m
e
d
 C
o
n
f
l
i
c
t
 
:
 Re
p
o
r
t
 s
u
b
m
i
t
t
e
d
 b
y
 t
h
e
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 
of 
the 
R
e
d
 C
r
o
s
s
 to 
t
h
e
 

F
o
r
t
y
 ,
 Ei
g
h
t
h
 S
e
s
s
i
o
n
 o
f
 t
h
e
 U
n
i
t
e
d
 N
a
t
i
o
n
s
 G
e
n
e
r
a
l
 A
s
s
e
m
b
l
y
 
(1993)~~, 

昭
符

討
議
中
に
、
「
妥
当
な
考
慮
」
を
「
尊
重
」
に
置
き
換
え
よ
う
と
い
う
提
案
が
現
れ
た
。
多
く
の
参
加
者
は
、
海
上
武
力
紛
争
の
当
事
国
に
対

し
て
は
、
よ
り
重
い
負
担
が
課
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
意
味
を
示
す
た
め
に
は
「
尊
重
」
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
。
「
妥
当
な
考
慮
」
表
現

を
支
持
す
る
者
は
、
相
対
的
な
表
現
文
言
で
あ
る
「
妥
当
な
考
慮
」
の
方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
。
特
に
、
そ
れ
は
海
洋
法
条
約
で
す
で
に
確
立

さ
れ
、
ま
た
、

一
方
で
海
上
紛
争
に
参
加
し
て
い
る
国
家
が
戦
闘
の
方
法
と
手
段
を
用
い
る
権
利
と
、
他
方
で
当
該
国
が
海
洋
環
境
を
保
護
す
る
義
務
と

の
間
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
バ
ラ
ン
ス
を
よ
り
適
切
に
表
現
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

リ
ヴ
ォ
ル
ノ
の
最
終
会
期
で
、
こ
の
問
題
は
、
再
び
十
分
に
議
論
さ
れ
た
。
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
第
一
文
を
次
の
文
章
に
置
き
換
え
る
よ
う
提

「
戦
闘
の
方
法
お
よ
び
手
段
は
、
そ
の
法
源
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
海
上
武
力
紛
争
の
事
態
に
適
用
さ
れ
る
自
然
環
境
の
保
護
と
保
存
に
関
す

る
国
際
法
の
す
べ
て
の
規
則
に
従
っ
て
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

彼
ら
の
眼
に
は
、
こ
の
提
案
は
、
よ
り
明
確
で
回
り
く
ど
く
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
そ
れ
は
武
力
紛
争
に
お
け
る
環
境
保
護
に
適
用
さ
れ

る
法
の
将
来
的
発
展
に
道
を
開
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
の
参
加
者
は
、
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
「
国
際
法
の
関
連
規
則
を
考
慮
し
て
」
に
言
及
す

る
こ
と
は
、
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
そ
う
し
た
規
則
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
適
切
に
規
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
「
妥
当
な
考
慮
」
の
基

準
を
そ
れ
に
追
加
し
て
維
持
す
る
こ
と
は
、
よ
り
効
果
的
な
保
護
に
貢
献
す
る
と
考
え
た
。
そ
の
理
由
は
、
今
日
、
武
力
紛
争
中
の
環
境
保
護
に
直
接
言

及
す
る
規
則
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
妥
当
な
考
慮
」
の
表
現
は
、
個
々
の
特
定
の
場
合
に
対
立
す
る
利
害
を
評
価
す
る
の
に
柔
軟
性
を

•9 4
 
4
 

ン
セ
ン
サ
ス
は
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

表
現
は
、
例
え
ば
本
問
題
に
関
す
る
条
約
の
明
確
な
規
則
に
自
動
的
に
道
を
譲
る
こ
と
と
な
ろ
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
を
支
持
す
る
コ

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
七
四

（
一
五
六
六
）



.
3
 

5
 
4
 
ン
条
約
第
二
二
条
に
、
ま
た
、
同
条
約
の
終
了
に
よ
り
、

一
七
五

一
九
三
六
年
の
ロ
ン
ド
ン
議
定
書
に
受
け
継
が
れ
た
。

.
2
 

5
 
4
 

与
え
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
「
妥
当
な
考
慮
」
と
い
う
用
語
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
1
2
の
注
解
を
も
参
照
せ
よ
。

45．
水
上
艦
、
潜
水
艦
お
よ
び
航
空
機
は
、
同
一
の
原
則
お
よ
び
規
則
に
拘
束
さ
れ
る
。

海
戦
に
潜
水
艦
と
航
空
機
が
出
現
し
て
以
来
、
武
力
紛
争
法
の
原
則
と
規
則
の
遵
守
に
関
す
る
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
き
た
。
臨
検
と
捜
索
に
関

す
る
伝
統
的
な
規
則
の
履
行
は
、
潜
水
艦
に
よ
っ
て
は
非
常
に
限
ら
れ
た
範
囲
で
し
か
実
施
で
き
ず
、
固
定
翼
航
空
機
で
は
ま
っ
た
く
で
き
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
船
舶
を
沈
め
て
し
ま
っ
た
か
、
こ
れ
か
ら
沈
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
船
舶
の
乗
員
と
乗
客
に
安
全
を
提
供
す
る
義
務
の
遵
守
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
潜
水
艦
に
と
っ
て
は
困
難
で
あ
り
、
航
空
機
に
と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
イ
ギ
リ
ス
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前

の
い
く
つ
か
の
機
会
に
海
戦
に
お
け
る
潜
水
艦
の
使
用
を
禁
止
し
よ
う
と
努
力
し
た
。

（
一
五
六
七
）

既
存
の
条
約
規
定
は
、
潜
水
艦
が
水
上
艦
の
行
動
を
規
律
す
る
規
則
に
従
う
義
務
に
関
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
一
九
二
二
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン

条
約
第
一
条
一
項
は
、
商
船
は
臨
検
捜
索
に
積
極
的
に
抵
抗
す
る
か
、
拿
捕
の
後
に
指
示
に
従
っ
て
進
航
し
な
い
の
で
な
け
れ
ば
、
攻
撃
し
て
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
慣
習
法
規
に
言
及
し
て
い
る
。
と
も
か
く
、
以
前
か
ら
の
文
書
で
示
さ
れ
た
、
船
舶
の
乗
員
と
乗
客
を
安
全
な
場
所
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
規
則
は
、
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
続
い
て
第
二
項
は
、
潜
水
艦
も
そ
う
し
た
規
則
に
拘
束
さ
れ
、
も
し
特
定
の
状

況
の
下
で
従
え
な
い
場
合
に
は
、
商
船
を
無
傷
の
ま
ま
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
則
は
、
後
に
、

一九――

1
0年
の
ロ
ン
ド

第
一
次
と
第
二
次
の
両
世
界
大
戦
で
は
、
既
存
の
法
が
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
合
致
し
な
い
潜
水
艦
戦
が
広
範
に
見
ら
れ
た
。
そ
の
実
行
の
合
法

性
は
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
で
審
理
さ
れ
た
。
戦
争
に
お
け
る
特
殊
な
状
況
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
商
船
が
実
施
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
た
役
割
と
イ
ギ
リ

ス
商
船
が
武
装
さ
れ
た
事
実
に
よ
り
商
船
が
実
際
に
軍
事
目
標
に
変
え
ら
れ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
国
際
軍
事
裁
判
所
は
デ
ー
ニ
ッ
ツ
提
督
と
レ
ー
ダ
提

督
と
を
敵
国
商
船
の
攻
撃
禁
止
に
違
反
し
た
理
由
で
は
有
罪
と
認
定
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
同
裁
判
所
は
、
中
立
国
商
船
に
関
す
る
無
制
限
戦
は
違
法
で

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
j

(二）
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注
解



(
d
)
 

(
C
)
 

b
)
 

(a) 速
や
か
に
攻
撃
を
取
り
消
し
、
ま
た
は
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
す
べ
て
の
予
防
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
り
、
ま
た
乗
客
と
乗
員
に
安
全
な
場
所
を
与
え
る
義
務
が
侵
犯
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
た
。
そ
れ
ゆ
え
裁
判
所
は
、
特
定
の
紛
争
に
お
い
て
関
係
規
則
が

無
力
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
規
則
自
体
の
効
力
の
継
続
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
を
認
め
、

水
上
艦
を
同
じ
規
則
に
従
わ
せ
る
こ
と
に
反
対
し
て
伝
統
的
に
示
さ
れ
て
き
た
懸
念
は
、
商
船
と
民
間
航
空
機
を
攻
撃
で
き
る
条
件
に
関
す
る

規
定
が
発
展
し
た
こ
と
で
解
消
さ
れ
た
（
パ
ラ
グ
ラ
フ

60
、
63
、
67
お
よ
ぴ

70)
。
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
は
じ
め
て
航
空
機
に
も
同
様
に
そ
の
規
則
を

適
用
し
て
い
る
。
参
加
者
は
、
こ
の
発
展
は
海
上
武
力
紛
争
で
航
空
機
が
演
ず
る
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
た
こ
と
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と

考
え
た
。

攻
撃
を
計
画
し
、
決
定
し
ま
た
は
実
行
す
る
者
は
、
軍
事
目
標
で
な
い
物
が
攻
撃
区
域
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
際
に
助
け
と
な
る

情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
実
行
可
能
な
す
ぺ
て
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

攻
撃
を
計
画
し
、
決
定
し
ま
た
は
実
行
す
る
者
は
、
自
己
が
利
用
で
き
る
情
報
に
照
ら
し
て
、
攻
撃
が
軍
事
目
標
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
確
保

す
る
た
め
に
実
行
可
能
な
す
べ
て
の
こ
と
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

45 ． 
4 

持
し
た
。

さ
ら
に
、
付
随
的
な
死
傷
も
し
く
は
損
害
を
回
避
し
ま
た
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
、
方
法
お
よ
び
手
段
の
選
択
に
あ
た
っ
て
実
行
可
能

攻
撃
全
体
か
ら
予
期
さ
れ
る
具
体
的
か
つ
直
接
的
な
軍
事
的
利
益
と
の
比
較
に
お
い
て
、
過
度
の
付
随
的
な
死
傷
ま
た
は
損
害
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
な
ら
ば
、
攻
撃
は
開
始
し
て
は
な
ら
な
い
。
付
随
的
な
死
傷
ま
た
は
損
害
が
過
度
と
な
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

46
．
攻
撃
に
つ
い
て
は
、
次
の
予
防
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
攻
撃
に
際
し
て
の
予
防
措
置

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
九
＿
―
-
六
年
の
ロ
ン
ド
ン
議
定
書
の
基
本
的
規
則
を
支

一
七
六

（
一
五
六
八
）



46 . 
2 
（
訳
注
）

60 

前
掲
注

(57

46 . 
1 

注
解 こ
の
部
の
第
六
節
は
、
民
閻
航
空
機
に
関
す
る
追
加
の
予
防
措
置
を
規
定
す
る
。

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
文
言
は
、
陸
戦
と
空
戦
に
関
す
る
第
一
追
加
議
定
書
第
五
七
条
二
項
の
義
務
を
反
映
し
て
い
る
が
、
よ
り
単
純
な
形
と
（
訳
注
）

な
っ
て
い
る
。
ボ
ッ
フ
ム
会
期
で
、
攻
撃
の
際
の
予
防
措
置
に
関
す
る
基
本
的
規
則
を
採
用
し
た
後
、
参
加
者
は
、
軍
事
目
標
の
定
義
に
関
連
し
て
、
戦

闘
の
手
段
と
方
法
か
ら
み
て
可
能
な
一
層
の
予
防
措
覆
を
分
析
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
。
ポ
ッ
フ
ム
で
合
意
さ
れ
た
記
述
、
す
な
わ
ち
、

「
攻
撃
を
計
画
し
、
決
定
す
る
者
は
、
文
民
の
生
命
お
よ
び
他
の
保
護
さ
れ
る
人
の
生
命
の
損
失
な
ら
び
に
民
用
物
へ
の
損
害
を
回
避
す
る
た
め
、
実
行

可
能
な
す
べ
て
の
予
防
措
置
を
と
る
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
五
七
条
四
項
に
示
さ
れ
た
規
則
の
意
図
を
よ
り
正

(20) 

確
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ツ
ー
ロ
ン
会
期
で
進
め
ら
れ
た
こ
の
拡
充
は
、
海
上
に
お
け
る
文
民
、
他
の
保
護
さ
れ
る
者
お
よ
び
免
除
さ

（
訳
注
）

れ
る
物
の
保
護
を
高
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
会
期
へ
提
出
さ
れ
た
予
備
報
告
は
、
攻
繋
に
際
し
て
の
予
防
措
置
が
軍
事
の
「
経
済
性
」
理
論
に
も
反
映

（
訳
注
）

さ
れ
る
必
要
性
と
均
衡
性
の
一
般
原
則
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
あ
げ
て
い
る
。
最
初
に
、
陸
上
の
軍
事
目
標
に
対
す
る
攻
漿
は
議
定
書
の

関
連
規
定
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
例
え
ば
対
陸
上
艦
砲
射
幣
に
関
す
る
攻
撃
お
よ
び
防
御
の
両
面
で
の
予
防
措
置
は
、
議
定
書
第
五

七
条
と
第
五
八
条
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

I
C
R
C
 C
o
m
m
e
n
t
a
r
y
,
 p
p
.
 6
8
7
 ,
 6
8
9
~
~
\
\

昭
唸

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
で
は
、
前
者
は
削
除
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
「
海
戦
に
お
け
る
戦
闘
の
方
法
と
手
段
に
関
す
る
特
別
報
告
者
は
、
ツ
ー
ロ
ン

会
期
へ
提
出
し
た
彼
の
報
告
の
中
で
、
…
…
事
実
を
あ
げ
た
。
」
と
な
っ
て
い
る
。

一
七
七

（
一
五
六
九
）

攻
繋
時
の
予
防
措
岡
に
関
す
る
基
本
的
規
則
は
、
基
本
的
な
区
別
原
則
お
よ
び
軍
事
目
標
の
み
に
対
し
交
戦
す
る
義
務
に
関
係
す
る
。
こ
れ
ら

の
義
務
は
、
目
標
識
別
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
じ
め
て
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
現
代
の
海
戦
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
義
務
が
関
連
を
有
し
て
い
る
こ
と
を

過
少
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。
発
見
次
第
行
な
う
射
撃
と
無
制
限
攻
漿
区
域
の
実
行
が
、
不
幸
に
も
、
大
き
な
海
上
紛
争
で
は
広
範
に
行
な
わ
れ
て
き
た
。

世
界
の
た
い
て
い
の
国
が
容
易
に
入
手
で
き
る
ミ
サ
イ
ル
の
よ
う
な
現
代
技
術
の
出
現
は
、
海
戦
に
適
用
で
き
る
規
則
を
作
成
す
る
必
要
性
を
た
だ
強
調

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）



46 
． 
5 
（
訳
注
）

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
で
は
、
「
報
告
者
の
報
告
書
」
と
な
っ
て
い
る
。

パ
ラ
グ
ラ
フ

4
6
(
d
)
は
均
衡
性
の
原
則
を
述
べ
、
そ
れ
を
海
戦
法
規
に
適
用
し
て
い
る
。
「
付
随
的
死
傷
」
ま
た
は
「
付
随
的
損
害
」
と
い
う

の
ど
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
も
起
草
さ
れ
な
か
っ
た
。

46 ． 
4 

と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
。

七
年
の
第
一
追
加
議
定
書
お
よ
び
一
九
八

0
年
の
特
定
通
常
兵
器
条
約
の
批
准
に
際
し
諸
国
が
行
な
っ
た
い
く
つ
か
の
了
解
宣
言
に
よ
れ
ば
、
「
人
道
的

考
慮
と
軍
事
的
考
慮
を
含
め
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
す
べ
て
の
状
況
を
考
慮
し
て
、
実
際
的
で
現
実
に
可
能
な
こ
と
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

「
自
己
が
利
用
で
き
る
情
報
に
照
ら
し
て
」
攻
撃
を
軍
事
目
標
に
限
定
す
る
義
務
は
、
数
ヵ
国
に
よ
る
了
解
表
明
（
「
あ
と
知
恵
規
則
」

h
i
n
d
s
i
g
h
t
r
u
l
e
 

と
通
常
言
わ
れ
る
）
を
引
き
出
し
た
第
一
追
加
議
定
書
の
欠
陥
の
一
っ
を
補
っ
て
い
る
。
導
入
文
は
、
計
画
者
と
指
揮
官
が
、
決
定
時
に
自
己
に
利
用
で

き
た
と
実
際
の
状
況
で
合
理
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
に
基
づ
い
て
誠
実
に
決
定
を
下
し
た
場
合
に
は
、
本
規
則
違
反
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
陸
戦
に
お
け
る
事
前
警
告
の
要
求
に
匹
敵
す
る
も
の
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
先
に
ふ
れ
た
海
戦
の
特
殊
性
に
照
ら
し
て
適
切

（
択
注
）

参
加
者
は
、
予
備
報
告
中
の
次
の
説
明
に
完
全
に
同
意
し
た
。
す
な
わ
ち
攻
撃
時
の
予
防
措
罹
に
関
す
る
規
定
と
は
対
照
的
に
、
陸
戦
の
た
め

に
作
ら
れ
た
第
一
追
加
議
定
書
第
五
八
条
で
列
挙
さ
れ
た
防
御
時
に
お
け
る
予
防
措
罹
の
規
定
（
「
攻
撃
の
影
椰
に
対
す
る
予
防
措
置
」
）
は
、
海
上
の
環

境
で
は
容
易
に
適
用
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
陸
戦
と
空
戦
で
適
用
で
き
る
攻
漿
の
影
響
に
対
す
る
予
防
措
置
は
、
軍
事
目
標
と
、
文
民
た
る
住
民
、

個
々
の
文
民
お
よ
び
民
用
物
と
の
間
を
、
後
者
の
保
護
を
高
め
る
た
め
に
物
理
的
に
引
き
離
す
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
海
戦
の
経
済
戦
的

性
格
と
、
軍
事
努
力
の
支
援
に
商
船
と
民
間
航
空
機
を
広
範
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
正
当
化
す
る
。
そ
の
結
果
、
ボ
ッ
フ
ム
で
到

達
し
た
結
論
と
、
攻
撃
免
除
お
よ
び
後
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
述
べ
る
保
護
の
喪
失
に
関
し
て
採
用
さ
れ
た
制
限
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

105
か
ら
108

で
列
挙
さ
れ
る
区
域
の
使
用
基
準
の
発
展
と
同
様
に
、
よ
り
有
益
な
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
防
御
に
お
け
る
予
防
措
置
に
関
し
て
は
本
書

46 . 
3 

可
能
な
限
り
既
存
の
テ
キ
ス
ト
に
近
づ
け
る
た
め
、
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
「
実
行
可
能
な
」
と
い
う
語
句
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
七
八

（
一
五
七

0
)

一
九
七



.
6
 

6
 
4
 
も
た
ら
し
た
の
で
、
明
ら
か
に
均
衡
を
失
し
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。

表
現
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
1
3
(
C
)
で
、
文
民
そ
の
他
の
被
保
護
者
の
死
亡
ま
た
は
傷
害
、
お
よ
び
自
然
環
境
も
し
く
は
そ
れ
自
体
軍
事
目
標
で
は
な
い
物
に

対
す
る
損
傷
ま
た
は
破
壊
を
い
う
、
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
40
に
よ
れ
ば
、
軍
事
目
標
に
対
す
る
攻
撃
は
、
「
明
確
な
」
軍
事
的
利
益
を
も

た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
40
の
「
明
確
な
」
と
い
う
用
語
は
、
こ
の
サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
「
具
体
的
な
」
と
お
そ
ら
く
同
義
語

で
あ
る
。
サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

46(d)
の
「
直
接
的
」
と
い
う
表
現
は
、
軍
事
的
利
益
の
評
価
に
一
層
の
条
件
を
つ
け
て
い
る
。
「
直
接
的
」
は
、
「
付
随
的

な
条
件
ま
た
は
媒
介
が
な
い
こ
と
」
を
意
味
す
る
。
将
来
の
あ
る
時
点
に
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
間
接
利
益
は
、
均
衡
性
の
方
程
式
に
含
め
る
べ
き
で
は

な
い
。
「
過
度
の
」
と
い
う
表
現
は
、
少
な
く
と
も
ぎ
り
ぎ
り
の
場
合
に
は
、
多
少
主
観
的
と
な
る
。
す
べ
て
の
関
連
す
る
要
素
を
考
慮
し
た
と
き
に
、

軍
事
目
標
に
損
害
を
も
た
ら
す
た
め
よ
り
、
む
し
ろ
付
随
的
な
損
害
を
引
き
起
こ
す
た
め
に
行
な
わ
れ
る
攻
撃
は
、
明
ら
か
に
禁
止
さ
れ
る
。
あ
と
知
恵

で
考
え
る
と
、

一
九
一
五
年
に
ド
イ
ツ
が
ル
シ
タ
ニ
ア
号
を
撃
沈
し
た
こ
と
は
、
同
船
が
四
二

0
万
個
の
小
銃
弾
倉
、

ケ
ー
ス
お
よ
び
一
八
個
の
非
爆
発
性
の
信
管
の
ケ
ー
ス
を
含
む
貨
物
を
明
ら
か
に
輸
送
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
最
後
の
文
は
、
民
間
航
空
機
の
予
防
措
置
に
関
し
て
第
六
節
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
77
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
を
考
慮
し
て
、

リ
ヴ
ォ
ル
ノ
の
最
終
会
期
で
導
入
さ
れ
た
。
当
該
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
次
の
文
を
挿
入
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
軍
隊
が
い
か
な
る
方
法
で
も

自
己
の
行
動
で
民
間
航
空
機
を
危
険
に
さ
ら
さ
な
い
と
し
て
も
、
同
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
定
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
行
動
を
一
日
二
四
時
間
を
基
準
と
し
て
必
ず

と
る
べ
き
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
形
で
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
維
持
す
る
方
が
、
「
軍
隊
が
攻
撃
開
始

前
に
」
予
防
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
用
語
の
挿
入
よ
り
も
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
77
の
規
則
が
民
間
航
空
に
危
険

を
も
た
ら
す
軍
隊
の
行
動
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

46
に
こ
の
一
文
が
加
え
ら
れ
た
。

前
置
き
の
説
明

第
三
節

攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
敵
国
の
船
舶
と
航
空
機

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

一
七
九

―
二
五

0
個
の
楷
散
弾
の
空
の

―
―
九
八
名
の
乗
客
と
乗
組
員
の
死
亡
を

（
一
五
七
一
）



(
d
)

特
別
の
保
護
下
に
あ
る
文
化
財
の
輸
送
に
従
事
す
る
船
舶

に
従
事
す
る
船
舶
を
含
む
。
）

人
道
的
任
務
に
従
事
す
る
船
舶
（
文
民
た
る
住
民
の
生
存
に
不
可
欠
な
支
給
品
を
輸
送
す
る
船
舶
な
ら
び
に
救
済
活
動
お
よ
び
救
助
作
業

i
)
 

(
C
 

交
戦
国
問
の
合
意
協
定
に
よ
り
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
船
舶
で
、
次
の
も
の
を
含
む
。

カ
ー
テ
ル
船
、
例
え
ば
、
捕
虜
の
輸
送
に
指
定
さ
れ
た
か
、
そ
の
輸
送
に
従
事
す
る
船
舶

b
)

沿
岸
救
助
作
業
に
使
用
さ
れ
る
小
舟
艇
お
よ
び
そ
の
他
の
衛
生
輸
送
手
段

(a 

病
院
船

47
．
次
の
種
別
の
敵
国
船
舶
は
、
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
。

攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
船
舶
の
種
別

61 

パ
ラ
グ
ラ
フ

3
8
|
4
2
お
よ
び
46
と
そ
の
注
解
を
参
照
。

（
一
五
七
二
）

本
節
は
、
船
舶
と
航
空
機
が
従
う
必
要
の
あ
る
一
定
の
条
件
に
違
反
し
な
い
限
り
、
攻
撃
で
き
な
い
も
の
の
種
別
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て

の
条
件
を
尊
重
し
な
い
場
合
に
お
い
て
さ
え
も
、
必
ず
し
も
直
ち
に
、
ま
た
自
動
的
に
、
当
該
船
舶
ま
た
は
航
空
機
を
攻
撃
し
得
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ

の
た
め
本
節
は
、
免
除
さ
れ
る
船
舶
ま
た
は
航
空
機
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
免
除
の
条
件
と
最
終
的
に
攻
喉
に
移
行
す
る
前
に
従
う
べ
き
手

列
挙
さ
れ
た
船
舶
お
よ
び
航
空
機
は
、
条
約
も
し
く
は
慣
習
法
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
一
定
の
人
道
的
も
し
く
は
環
境
的
な
任
務
に
一
層
大
き
な
保
護
を

与
え
る
た
め
の
漸
進
的
発
達
の
方
法
に
よ
っ
て
、
攻
撃
か
ら
保
護
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
な
い
船
舶
ま
た
は
航
空
機
が
存
在
す
る
と

い
う
事
実
は
、
そ
れ
ら
を
攻
撃
し
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
軍
事
目
標
の
定
義
に
合
致
す
る
船
舶
ま
た
は
航
空
機
の
み
を
攻

(61) 

岐
の
対
象
と
し
得
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
場
合
で
さ
え
、
均
衡
性
の
原
則
が
考
慮
さ
れ
た
後
に
し
か
攻
撃
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

順
お
よ
び
考
慮
す
べ
き
要
素
も
、
示
し
て
い
る
。

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
八
〇



(62) 

(63) 

(64) 

(65) 

海
洋
環
境
の
汚
染
事
故
へ
の
対
処
に
も
っ
ば
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
か
、
改
造
さ
れ
て
い
る
船
舶

降
伏
し
た
船
舶

救
命
ラ
フ
ト
お
よ
び
救
命
ポ
ー
ト

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
船
舶
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

1
3
(
e
)
の
注
解
で
示
さ
れ
て
い
る
。

病
院
船
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
二
二
条
に
よ
っ
て
攻
撃
か
ら
免
除
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
保
護
を
享
受
す
る
。

(62) 

・
病
院
船
は
拿
捕
で
き
な
い
。

（田）

•
敵
国
の
権
力
内
に
陥
っ
た
港
に
あ
る
病
院
船
は
、
そ
の
港
か
ら
出
港
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

(m) 

・
病
院
船
は
、
港
に
お
け
る
停
泊
に
関
し
て
は
軍
艦
と
同
一
視
さ
れ
な
い
。

(65) 

・
病
院
船
に
対
す
る
復
仇
は
、
禁
止
す
る
。

•2 7
 
4
 

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
二
二
条
。
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
136
と
そ
の
注
解
を
参
照
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
二
九
条
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
三
二
条
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
四
七
条
。

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

•1 7
 
4
 

(a) 
病
院
船

(.J) 

(
i
)
 

(
h
)
 官
が
発
す
る
規
則
お
よ
び
検
査
に
従
う
。

(g) 

(
f
)
 

(e) 

一
八

文
民
旅
客
の
輸
送
に
の
み
従
事
し
て
い
る
閻
の
旅
客
船

宗
教
、
非
軍
事
的
学
術
ま
た
は
博
愛
の
任
務
を
帯
び
る
船
舶
。
軍
事
的
応
用
が
な
さ
れ
そ
う
な
学
術
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
船
舶
は
保
護
さ
れ
な

小
型
の
沿
岸
用
漁
船
お
よ
び
地
方
的
沿
岸
通
商
に
従
事
す
る
小
型
船
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
、
当
該
海
域
で
作
戦
行
動
中
の
交
戦
国
海
軍
指
揮

（
一
五
七
三
）



病
院
船
の
識
別
の
助
け
に
な
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

72
と
そ
の
注
解
を
参
照
せ
よ
。

•7 7
 
4
 

(67) 

病
院
船
は
、
国
籍
に
よ
っ
て
差
別
す
る
こ
と
な
く
傷
者
、
病
者
お
よ
ぴ
難
船
者
を
救
助
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
病
院
船
に
改
装(68) 

さ
れ
た
武
力
紛
争
当
事
国
の
商
船
は
、
敵
対
行
為
が
継
続
す
る
期
間
中
は
、
他
の
い
か
な
る
使
用
に
も
当
て
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
三

0
条。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
一
＿
―
―
―
一
条
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
二
六
条
は
、
少
な
く
と
も
病
院
船
は
総
ト
ン
数
二

0
0
0ト
ン
で
あ
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
義
務
的

最
後
に
、
病
院
船
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
四
一
＿
一
条
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
表
示
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

・
全
て
の
外
面
を
白
色
と
し
、
最
大
限
の
可
視
度
を
確
保
す
る
よ
う
に
塗
装
さ
れ
た
大
き
な
濃
色
の
赤
十
字
を
付
す
。
メ
イ
ン
・
マ
ス
ト
に
は
、
白
地

•
国
旗
を
掲
げ
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
病
院
船
が
中
立
国
に
属
す
る
場
合
に
は
、
指
揮
を
受
け
る
紛
争
当
事
国
の
旗
を
掲
げ
る
。

こ
の
要
求
事
項
を
遵
守
し
な
い
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
そ
の
船
舶
が
病
院
船
と
し
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
権
利
を
法
的
に
有
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
こ
の
要
求
は
、
む
し
ろ
実
際
的
な
識
別
目
的
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
の
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
参
加
者
の
間
で
意
見
は
分
か
れ
た
が
、

表
示
し
て
い
な
い
船
舶
は
、
原
則
問
題
と
し
て
も
、
ま
た
識
別
の
見
地
か
ら
も
、
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
一
追
加
議
定
書
の
第
一
附
属
書
は
、
追
加
的
な
識
別
手
段
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
任
意
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
今
日
的
な
状
況
に
お
い
て

赤
十
字
へ
の
言
及
は
、
赤
新
月
に
も
適
用
さ
れ
る
。

に
赤
十
字
の
旗
を
で
き
る
限
り
高
く
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.
6
 

7
 
4
 
な
要
求
事
項
で
は
な
い
。

.
5
 

7
 
4
 (67) 

(68) 
.
4
 

7
 
4
 (66) 
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
二
二
条
。

病
院
船
は
、
こ
の
保
護
を
享
受
す
る
た
め
に
、
船
名
お
よ
び
細
目
を
少
な
く
と
も
使
用
の
一

0
日
前
に
紛
争
当
事
国
に
対
し
、
通
告
し
な
け
れ

(66) 

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
169
と
そ
の
注
解
を
参
照
せ
よ
。

.
3
 

7
 
4
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(71 

前
述
の
と
お
り
。

47 
． 
12 70)

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
二
七
条
お
よ
び
第
二
四
条
。

69 
ヽ

し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
意
図
的
に
攻
撃
で
き
な
い
。

病
院
船
が
攻
撃
か
ら
保
護
さ
れ
る
条
件
で
、
無
害
な
使
用
に
関
連
す
る
も
の
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
4
8
の
注
解
で
扱
う
。

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
船
舶
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

1
3
(
e
)
の
注
解
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

4
7
.
1
0

沿
岸
救
助
作
業
に
使
用
さ
れ
る
小
舟
艇
は
、
「
作
戦
上
の
要
求
が
許
す
限
り
尊
重
し
、
且
つ
保
護
さ
れ
る
」
と
規
定
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条

(69) 

約
第
二
七
条
に
よ
っ
て
、
原
則
と
し
て
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
。
こ
の
文
言
は
、
同
舟
艇
の
小
さ
な
サ
イ
ズ
と
、
軍
事
作
戦
の
区
域
の
中
に
存
在
す
る
と
い

う
事
実
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
舟
艇
が
直
面
す
る
不
可
避
的
危
険
を
考
慮
し
て
、
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、
交
戦
者
が
船
舶
を
救
助
用
舟
艇
で
あ
る
と
認
識

第
一
―
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
第
四
七
条
は
、
復
仇
の
方
法
と
し
て
こ
れ
ら
の
船
舶
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。

47 . 
11 

ま
た
、
そ
れ
ら
は
原
則
と
し
て
拿
捕
を
免
除
さ
れ
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ

136(a)
を
参
照
。

こ
れ
ら
の
舟
艇
は
、
ぎ
装
中
お
よ
び
発
航
の
際
に
、
そ
の
監
督
下
に
あ
っ
た
9

日
を
記
載
す
る
責
任
の
あ
る
当
局
が
発
給
し
た
証
明
書
を
備
え
な

(70) 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(71) 

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
四
二
条
は
、
救
助
用
舟
艇
が
病
院
船
と
同
じ
方
式
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
救
助
用
舟
艇
は
、
平
時
に
最

大
限
の
可
視
度
を
確
保
す
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
橙
色
の
よ
う
な
明
色
で
全
体
を
塗
装
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
武
力
紛
争
時
に

は
、
ほ
と
ん
ど
の
救
命
ボ
ー
ト
の
協
会
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
の
規
定
に
従
う
必
要
性
を
認
め
、
ま
た
、
赤
十
字
ま
た
は
赤
新
月
を
付
し
た
白
色
で

ボ
ー
ト
を
塗
装
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
協
会
は
、
ボ
ー
ト
を
明
色
で
塗
装
す
る
も
の
の
、
表
面
の
一
部
に
赤
十
字
ま
た
は
赤

新
月
を
付
し
た
白
色
と
す
る
こ
と
で
妥
協
し
、
そ
の
政
府
は
こ
れ
も
許
さ
れ
る
と
主
張
し
て
き
た
。

(72) 

ま
た
、
救
助
用
舟
艇
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
一
附
属
書
が
規
定
す
る
現
代
的
な
識
別
手
段
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）
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(
b
)
 
沿
岸
救
助
作
業
に
使
用
さ
れ
る
小
舟
艇
お
よ
び
そ
の
他
の
衛
生
輪
送
手
段

•8 7
 
4
 

一八―――

（
一
五
七
五
）



慈
善
心
か
ら
、
傷
者
、
病
者
も
し
く
は
難
船
者
を
船
内
に
収
容
し
、
ま
た
は
死
者
を
収
容
す
る
中
立
国
船
舶
は
、
そ
れ
が
一
紛
争
当
事
国
の
要

請
の
結
果
で
あ
る
か
、
自
ら
が
率
先
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
ニ
―
条
と
第
四
七
条
に
基
づ
い
て
、
攻
撃
、
拿
捕
ま
た

は
復
仇
か
ら
保
護
さ
れ
る
。
第
ニ
一
条
は
、
そ
れ
ら
の
中
立
国
船
舶
が
作
業
を
実
施
す
る
た
め
に
特
別
の
保
護
と
便
益
を
享
受
す
る
と
規
定
す
る
。
こ
れ

は
、
赤
十
字
ま
た
は
赤
新
月
の
標
章
も
、
ま
た
第
一
追
加
議
定
書
第
一
附
属
書
に
規
定
さ
れ
る
識
別
手
段
を
用
い
な
く
て
も
、
そ
の
航
海
の
継
続
を
可
能

47 . 
17 
(74 

パ
ラ
グ
ラ
フ
136(b)
と
そ
の
注
解
を
参
照
。

47 ． 
16 
(73) 

し
て
い
る
。

47 ． 
15 

パ
ラ
グ
ラ
フ
172
お
よ
び
そ
の
注
解
を
参
照
。

そ
の
他
の
衛
生
輸
送
手
段
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
船
舶
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

1
3
(
e
)
の
注
解
で
示
さ
れ
て
い
る
。

病
院
船
の
救
命
艇
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
二
六
条
の
下
で
攻
撃
ま
た
は
拿
捕
を
免
除
さ
れ
、
ま
た
、
第
四
七
条
は
そ
れ
ら
に
対
す
る
復

衛
生
設
備
を
輸
送
す
る
た
め
に
傭
船
さ
れ
た
船
舶
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
三
八
条
の
下
で
攻
撃
と
拿
捕
を
免
除
さ
れ
、
ま
た
、
同
第
四

七
条
の
下
で
復
仇
か
ら
免
除
さ
れ
る
。
当
該
船
舶
は
、
こ
の
保
護
の
利
益
を
受
け
る
た
め
、
敵
国
に
航
海
に
関
す
る
細
目
を
通
告
し
、
承
認
を
受
け
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
承
認
に
関
す
る
こ
の
要
求
は
、
航
海
に
関
す
る
細
目
、
す
な
わ
ち
予
定
の
航
路
、
日
時
そ
の
他
の
要
素
に
の
み
関
す
る
も
の

(73) 

で
あ
る
。
そ
の
航
海
自
体
の
存
在
に
つ
い
て
、
敵
国
は
異
議
を
差
し
は
さ
め
な
い
。
航
海
の
無
害
性
に
関
す
る
条
件
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
48
の
注
解
で
検
討

前
掲
注
(
1
)

「
そ
の
他
の
衛
生
船
舶
及
び
衛
生
舟
艇
」
は
、
追
加
議
定
書
第
二
三
条
に
よ
っ
て
攻
撃
か
ら
保
護
さ
れ
、
同
議
定
書
第
二

0
条
に
よ
っ
て
復
仇

か
ら
も
保
護
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
船
舶
は
通
告
さ
れ
、
ま
た
、
何
ら
か
の
特
別
の
方
法
で
塗
装
さ
れ
る
こ
と
は
必
要
と
さ
れ
な
い
が
、
追
加
議
定
書
第
二

三
条
四
項
と
そ
の
一
項
に
基
づ
い
て
こ
れ
ら
の
予
防
措
置
を
と
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る
。

(74) 

こ
れ
ら
の
船
舶
は
、
若
干
の
制
限
は
あ
る
が
、
拿
捕
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

仇
を
禁
止
し
て
い
る
。

47 ． 
14 

47 ． 
13 
(72 

I
C
R
C
 C
o
m
m
e
n
t
a
r
y
 G
e
n
e
v
a
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 II, 
p. 2
1
4
を
会
品
庶
゜
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限
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
が
通
常
の
使
用
法
で
あ
る
と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

(77) 

4
7
.
2
1

現
代
的
な
通
信
が
行
な
わ
れ
る
今
日
で
は
、
公
式
の
通
信
文
を
輸
送
す
る
重
要
性
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
が
、
カ
ー
テ
ル
船
を
通
信
目
的
の
た

(78) 

め
に
依
然
使
用
で
き
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
捕
虜
に
関
し
て
は
、
今
日
で
は
法
は
、
実
際
の
敵
対
行
為
の
終
了
と
と
も
に
す
べ
て
の
捕
廃
の
送
還
を

(79) 

要
求
し
平
和
条
約
ま
た
は
他
の
取
極
の
締
結
に
依
存
し
な
い
の
で
、
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
、
用
語
を
伝
統
的
な
「
捕
慮
の
交
換
」
か
ら
「
捕
虜
の
輸

47 ． 
20 

カ
ー
テ
ル
船
の
概
念
は
、
何
ら
か
の
交
戦
国
間
の
通
信
ま
た
は
公
的
輸
送
に
使
用
さ
れ
る
船
舶
に
関
す
る
も
の
な
の
で
、
捕
虜
ま
た
は
通
信
に

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

76)

例
え
ば
、
前
掲
注

(50

47 ． 
19 

な
ら
し
め
る
安
導
券
の
形
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
保
護
は
、
船
舶
が
こ
の
任
務
を
実
施
し
て
い
る
期
間
に
限
り
継
続
し
、
そ
の
後
は
、
中
立
国
船

(
C
)
交
戦
国
問
の
合
意
協
定
に
よ
り
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
船
舶
で
、
次
の
も
の
を
含
む
。

一
八
五

カ
ー
テ
ル
船
、
例
え
ば
、
捕
虜
の
輸
送
に
指
定
さ
れ
た
か
、
そ
の
輸
送
に
従
事
す
る
船
舶

人
道
的
任
務
に
従
事
す
る
船
舶
（
文
民
た
る
住
民
の
生
存
に
不
可
欠
な
支
給
品
を
輸
送
す
る
船
舶
な
ら
び
に
救
済
活
動
お
よ
び
救

安
導
券
は
、
交
戦
国
が
付
与
し
た
書
面
に
よ
る
許
可
で
、
敵
国
民
ま
た
は
他
の
者
が
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
特
定
の
場
所
に
行
く
こ
と
を
許
す
も
の
で

あ
る
。
安
導
券
の
受
領
者
が
課
さ
れ
た
条
件
に
従
い
、
ま
た
、
安
導
券
が
交
戦
国
間
ま
た
は
交
戦
国
と
中
立
国
の
間
の
調
整
の
結
果
で
あ
る
限
り
、
安
導

(75) 

券
は
、
関
連
の
船
舶
に
対
し
、
攻
撃
ま
た
は
拿
捕
か
ら
の
免
除
を
与
え
る
。

(75)

前
掲
注
(
4
)
ア
メ
リ
カ
の
指
揮
官
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
para.
8. 
2
.
 
3., 
前
掲
注
(
8
)
ド
イ
ツ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

para.
1
0
4
3
,
 
お
よ
び
前
掲
注

(
8
)
カ

ナ
ダ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
s
e
c
t
i
o
n

718. 1. 
d. 
pp. 7
 ,
 2
4
を
参
照
。

伝
統
的
に
カ
ー
テ
ル
船
は
、
交
換
さ
れ
る
捕
虜
を
敵
国
か
ら
自
国
に
海
上
輸
送
す
る
た
め
に
、
ま
た
は
敵
国
へ
お
よ
び
敵
国
か
ら
の
公
式
の
通

(76) 

信
文
を
輸
送
す
る
た
め
に
、
使
用
さ
れ
る
交
戦
国
の
船
舶
と
定
義
さ
れ
る
。

L. 
O
p
p
e
n
h
e
i
m
,
 International L
a
w
 V
o
l
u
m
e
 II 
W
a
r
,
 D
i
s
p
u
t
e
s
 a
n
d
 Neutrality, para. 2
2
5
 -l{<li¥¥昭
唸

助
作
業
に
従
事
す
る
船
舶
を
含
む
。

i
)
 

47 ． 
18 

舶
に
適
用
さ
れ
る
通
常
の
規
則
が
適
用
さ
れ
る
。

（
一
五
七
七
）



47 ． 
24 

す
る
こ
と
は
あ
り
そ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

47 ． 
23 

こ
の
保
護
の
利
益
を
受
け
る
た
め
に
、
カ
ー
テ
ル
船
は
、
自
身
が
カ
ー
テ
ル
と
し
て
委
任
さ
れ
た
こ
と
を
記
述
し
た
書
類
を
保
持
す
る
と
と
も

に
、
い
か
な
る
通
商
に
も
従
事
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
は
、
何
ら
か
の
貨
物
も
し
く
は
他
の
公
文
書
を
輸
送
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
と
り
わ
け
武
器
を

輸
送
し
て
は
な
ら
な
い
。
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
の
報
告
者
は
、
特
に
そ
の
問
題
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
カ
ー
テ
ル
船
が
純
粋
な
防
御
兵
器
、

す
な
わ
ち
、
そ
の
船
舶
の
た
め
の
回
避
シ
ス
テ
ム
（
例
え
ば
チ
ャ
フ
）
や
、
乗
員
の
防
御
の
た
め
の
個
人
用
軽
火
器
を
持
つ
こ
と
で
、
そ
の
保
護
を
喪
失

海
上
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
保
護
に
関
す
る
報
告
者
は
、
軍
事
目
標
の
み
が
攻
撃
さ
れ
、
真
の
救
済
品
の
輸
送
や
救
助
活
動
は
そ
の
船
舶
を
軍
事

目
標
と
し
な
い
の
で
、
人
道
的
任
務
に
従
事
し
て
い
る
船
舶
は
、
攻
撃
免
除
を
得
る
た
め
に
安
導
券
を
必
要
と
し
な
い
、
と
主
張
し
た
。
報
告
者
は
、
実

際
的
見
地
か
ら
、
よ
り
確
か
な
保
護
を
確
保
す
る
た
め
に
、
通
告
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
た
。
同
じ
こ
と
が
、
人
道
的
団
体
に
所
属
し
て
い

る
敵
国
船
舶
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
報
告
者
は
、
そ
う
し
た
船
舶
が
封
鎖
侵
破
を
試
み
る
場
合
に
は
、
通
常
拿
捕
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て

攻
撃
は
受
け
な
い
け
れ
ど
も
、
封
鎖
線
を
通
過
す
る
た
め
に
は
事
前
の
許
可
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
た
。

れ
ら
を
輸
送
し
た
後
の
帰
路
に
お
い
て
も
拿
捕
と
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
。

47 ． 
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(77)

ア
メ
リ
カ
の
指
揮
官
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
は
捕
虜
交
換
に
の
み
言
及
し
（
前
掲
注
(
4
)

あ
る
（
前
掲
注

(8)

p
a
r
a
.
 
718. 1
.
 
a. 
pp. 7
 ,
 24
)

。

(78)

ド
イ
ツ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
お
こ
の
使
用
に
言
及
し
て
い
る
（
前
掲
注

(
8
)

(79)

一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
三
条
約
第
一
―
八
条
。

(80)

同
上
、
第
一

0
九
条
|
第
一
―
七
条
。

送
」
へ
変
更
し
た
。
さ
ら
に
、

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

p
a
r
a
.
 1
0
3
4
 ,
 10
3
5
.
)

。

p
a
r
a
.
 8. 
2. 
3
)

、
カ
ナ
ダ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
草
案
も
同
じ
で

一
八
六

（
一
五
七
八
）

一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
三
条
約
は
、
傷
者
ま
た
は
病
者
の
捕
虜
の
一
定
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
本
国
に
送
還
す
る
か
、
ま

(80) 

た
は
中
立
国
へ
輸
送
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
交
戦
国
の
船
舶
も
カ
ー
テ
ル
船
と
な
ろ
う
。

カ
ー
テ
ル
船
は
、
捕
虜
ま
た
は
通
信
文
を
輸
送
し
て
い
る
期
間
の
み
な
ら
ず
、
捕
虜
ま
た
は
通
信
文
を
収
容
す
る
た
め
の
航
海
、
お
よ
び
、
そ



前
も
っ
て
当
事
国
の
同
意
を
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
安
導
券
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
判
断
に
至
っ
た
主
な
理
由
は
、

問
題
の
積
荷
が
真
に
文
民
た
る
住
民
の
た
め
に
必
要
な
貨
物
の
―
つ
で
あ
る
と
当
事
国
が
納
得
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

(81) 

原
則
的
に
、
戦
闘
の
手
段
と
し
て
文
民
た
る
住
民
を
餓
死
さ
せ
る
こ
と
は
一
般
に
違
法
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
救
済
貨
物
の
通
過
の
許
可
は
、

一
般
的
に
も
、
封
鎖
を
通
過
す
る
場
合
も
、
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
第
一
追
加
議
定
書
第
五
四
条
に
示
さ
れ
た
「
文
民
た
る
住
民
の
生

存
に
不
可
欠
な
も
の
」
と
い
う
表
現
は
、
合
法
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
可
欠
の
品
目
を
い
う
。
他
方
、
第
一
追
加
議
定
書
第
七

0
条
で
示
さ

れ
た
救
済
品
と
は
、
文
民
た
る
住
民
が
適
切
に
供
給
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
関
係
当
事
国
の
同
意
で
も
っ
て
し
か
通
過
が
許
可
さ
れ
な
い
送
付
品
を
指

す
。
参
加
者
は
、
攻
撃
か
ら
の
保
護
を
当
該
船
舶
に
与
え
る
た
め
に
同
意
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
間
に
区
別
を
し
な
か
っ

た
が
、
住
民
の
生
存
に
不
可
欠
な
も
の
の
輸
送
の
場
合
に
同
意
を
与
え
な
い
こ
と
は
、
恐
ら
く
違
法
と
な
ろ
う
。

(81)

第
一
追
加
議
定
書
第
五
四
条
。
ま
た
、
前
掲
注
(
4
)
ア
メ
リ
カ
の
指
揮
官
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
注
釈
、

p
a
r
a
.
8
.
 
1. 
2
.
 に
対
す
る
脚
注

(15)

（戦

闘
の
手
段
と
し
て
の
餓
死
の
禁
止
は
「
遵
守
さ
れ
る
べ
き
で
、
ま
た
、
や
が
て
慣
習
法
と
し
て
み
と
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
）

を
参
照
。
ま
た
、

p
a
r
a
.
7
.
 
7
.
 
3
.
 
を
も
参
照
。
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一
八
七

し
か
し
な
が
ら
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
の
見
解
は
、
人
道
的
任
務
に
従
事
す
る
敵
国
商
船
が
保
護
さ
れ
る
地
位
の
利
益
を
得
る
た
め
に
は
、

と
に
か
く
、
船
舶
の
攻
撃
と
拿
捕
と
の
間
に
明
確
な
区
別
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
拿
捕
を
免
除
さ
れ
な
い
敵
国
船
舶
を
拿
捕
す
る
こ
と

は
、
明
ら
か
に
合
法
で
あ
る
が
、
攻
撃
を
免
除
さ
れ
な
い
敵
国
船
舶
は
、
自
動
的
に
攻
撃
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
攻
撃
を
免

除
さ
れ
る
船
舶
の
リ
ス
ト
は
、
船
舶
が
保
護
の
条
件
に
従
う
限
り
攻
撃
か
ら
の
絶
対
的
な
保
護
を
受
け
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
敵
国
商
船
は
、

パ
ラ
グ
ラ
フ
40
で
定
義
さ
れ
た
軍
事
目
標
と
な
る
場
合
に
の
み
攻
撃
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
敵
国
商
船
が
真
に
人
道
的
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
敵
国
の
軍
事
活
動
に
貢
献
し
て
い
な
い
こ
と
を
紛
争
当
事
国
が
知
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
地
位
に
適
用
さ
れ
る
規
則
に
違
反
し
な
い
限
り

47 ． 
28 

（
例
え
ば
、
臨
検
捜
索
の
た
め
の
停
船
を
拒
否
す
る
）
、
た
と
え
そ
の
船
舶
が
安
導
券
を
持
た
ず
航
海
を
し
て
い
て
も
、
そ
れ
を
攻
撃
し
て
は
な
ら
な
い
。

攻
撃
か
ら
保
護
さ
れ
る
人
道
的
任
務
に
は
、
食
料
品
の
配
送
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
水
の
浄
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
救
済
要
員
の
輸
送
、
攻
囲
下

47 ． 
26 

47 ． 
25 

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

（
一
五
七
九
）



＾ 82 
の
か
は
、
示
さ
れ
て
い
な
い
。

47 . 
31 
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(
d
)
 
特
別
保
護
下
に
あ
る
文
化
財
の
輸
送
に
従
事
す
る
船
舶

安
導
券
を
与
え
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。

く
、
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
。

（
一
五
八
〇
）

に
あ
る
住
民
の
移
送
な
ど
、
多
様
な
人
道
的
任
務
に
つ
く
船
舶
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
難
民
の
輸
送
ま
た
は
攻
囲
下
に
あ
る
文
民
の
救
出

に
使
用
さ
れ
る
船
舶
は
、
「
文
民
旅
客
の
輸
送
に
の
み
従
事
し
て
い
る
間
の
旅
客
船
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
あ
た
る
の
で
、
安
導
券
を
必
要
と
す
る
こ
と
な

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
そ
の
他
の
船
貨
と
し
て
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
一
＿
一
条
約
第
七
0
条
—
第
七
七
条
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
四
条
約
第
一
〇
七
条

ー
第
一
―
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
捕
虜
と
文
民
抑
留
者
の
通
信
お
よ
び
公
式
書
類
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
者
の
た
め
の
荷
物
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
条
項
は
、
捕
虜
が
家
族
に
手
紙
を
送
付
し
、
通
信
と
荷
物
を
受
領
す
る
権
利
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
は
停
止
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
明
記
し
て

い
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
三
条
約
第
七
五
条
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
四
条
約
第
一
―
一
条
は
、
こ
う
し
た
貨
物
の
輸
送
が
、
利
益
保
護
国
、
赤
十
字
国
際
委
員
会

ま
た
は
当
事
国
が
正
当
に
承
認
し
た
他
の
い
ず
れ
か
の
団
体
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
可
能
性
を
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
当
該
貨
物
の
た
め
に

一
九
五
四
年
の
「
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
の
た
め
の
ハ
ー
グ
条
約
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
文
化
財
を
移
動
す
る
た
め
の
輸
送
に
関
す
る
保
護
を

規
定
し
て
い
る
。
同
条
約
第
―
二
条
三
項
は
、
こ
の
輸
送
に
対
す
る
攻
撃
ま
た
は
拿
捕
を
禁
止
し
て
い
る
。

こ
の
特
別
保
護
を
得
る
た
め
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
は
、
同
条
約
実
施
規
則
第
一
七
条
—
第
一
九
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
紛
争

当
事
国
は
、
特
別
保
護
下
に
あ
る
文
化
財
を
移
動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
細
部
計
画
と
と
も
に
、
文
化
財
委
員
長
に
要
請
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

も
し
、
文
化
財
委
員
長
が
、
利
益
保
護
国
を
含
め
た
適
当
な
協
議
の
後
に
、
そ
の
移
動
が
正
当
化
さ
れ
る
と
み
な
し
た
場
合
に
は
、
文
化
財
の
目
的
地
ま

で
同
行
す
る
一
名
ま
た
は
二
名
以
上
の
検
査
官
を
任
命
す
る
。
第
―
二
条
一
＿
項
は
、
こ
の
輸
送
に
同
条
約
第
一
六
条
で
規
定
さ
れ
た
識
別
標
章
を
表
示
す

(82) 

る
も
の
と
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
標
章
を
表
示
す
る
こ
と
が
、
保
護
の
条
件
と
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
単
な
る
識
別
の
手
助
の
た
め
で
あ
る

一
角
が
そ
の
楯
の
先
端
を
形
成
す
る
生
青
色
の
正
方
形
、
そ
の
正
方
形
の
上
方
の
生
青
色
の
三
角
及
び
両
側
に
あ
る
一
個
ず
つ
の
白
色
の
三
角

47 ． 
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関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
八
八
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前
掲
注
(
4

与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

47 ． 
32 

一
八
九

文
化
財
の
移
動
が
緊
急
に
必
要
と
さ
れ
、
前
述
の
手
続
き
に
従
う
時
間
が
十
分
に
な
い
場
合
に
は
、
敵
対
国
に
対
し
て
通
告
が
な
さ
れ
る
べ
き

函）

で
あ
る
。
そ
し
て
、
文
化
財
が
他
国
に
移
送
さ
れ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
輸
送
に
識
別
標
章
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
つ
い
て

（糾）

同
条
約
で
は
、
当
事
国
は
「
輸
送
に
向
け
て
敵
対
行
為
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
必
要
な
予
防
措
置
を
で
き
る
限
り
執
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
指
揮
官
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
注
釈
と
ド
イ
ツ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
双
方
に
お
い
て
、
攻
撃
か
ら
免
除
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
船
舶
で
あ
る
。
伝
統
的
な
慣
習
法
の
下
で
、
す
べ
て
の
商
船
は
発
見
次
第
に
攻
撃
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
旅
客
船
は
、
い
か
な
る
特
別
の
免
除
も

構
成
す
る
と
き
に
は
通
常
は
軍
事
目
標
と
な
る
が
、
そ
の
攻
撃
に
お
け
る
文
民
の
死
亡
が
、
そ
の
攻
撃
か
ら
予
期
で
き
る
い
か
な
る
軍
事
的
利
益
に
対
し

(85) 

て
も
釣
り
合
わ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。

(85) 

47 ． 
35 

こ
の
免
除
の
理
由
に
関
し
て
は
、
異
な
る
見
解
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
指
揮
官
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
注
釈
は
、
旅
客
船
は
敵
国
の
交
通
線
の
一
部
を

p
a
r
a
.
 8
 ,
 20
,
 
footnote 6
1
.
 

参
加
者
の
い
く
人
か
は
、
旅
客
船
が
し
ば
し
ば
軍
事
目
的
に
徴
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
見
解
に
同
意
し
た
。
し
か
し
、
他
の
参

加
者
は
、
軍
事
目
標
の
定
義
で
は
、
当
該
目
標
を
破
壊
す
る
こ
と
が
そ
の
時
点
に
お
け
る
状
況
の
下
に
お
い
て
明
確
な
軍
事
的
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を

要
求
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
。
彼
ら
は
、
徴
用
さ
れ
て
い
な
い
文
民
の
輸
送
手
段
が
、
後
に
軍
事
目
的
の
た
め
に
徴
用
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

単
な
る
推
定
が
あ
る
と
し
て
も
、
も
っ
ば
ら
文
民
の
輸
送
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
軍
事
目
標
の
定
義
を
満
さ
な
い
、
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
J

(二）

47 . 
33 

(e) 
文
民
旅
客
の
輸
送
に
の
み
従
事
し
て
い
る
間
の
旅
客
船

(83)

文
化
財
保
護
条
約
第
二
二
条
。

(84)

同
条
約
第
一
三
条
二
項
。

し
て
い
る
。 か

ら
な
っ
て
い
る
も
の
。

（
一
五
八
一
）



47 ． 
41 

慣
習
法
の
表
明
で
あ
る
と
み
な
し
た
。

47 ． 
39 

さ
れ
な
い
。

科
学
的
発
見
の
た
め
の
航
海
を
行
な
う
船
舶
に
安
導
券
を
与
え
る
実
行
は
、

は
免
除
の
条
件
を
示
し
た
安
導
券
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

国
家
実
行
は
、
条
約
の
文
面
よ
り
最
初
の
案
に
よ
り
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

（
一
五
八
二
）

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
理
由
付
け
を
採
用
す
る
と
し
て
も
、
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
こ
の
船
舶
の
地
位
は
明
ら
か
で
あ
り
、
全
参
加
者
は
そ
れ
を

宗
教
、
非
軍
事
的
学
術
ま
た
は
博
愛
の
任
務
を
帯
び
る
船
舶
。
軍
事
的
応
用
が
な
さ
れ
そ
う
な
学
術
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
船
舶
は
保
護

一
九
〇
七
年
の
ハ
ー
グ
第
―
一
条
約
で
条
約
規
定
と
し
て
始
め
て
導
入
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ

ら
の
船
舶
は
、
す
べ
て
の
商
船
と
同
じ
よ
う
に
、
伝
統
的
な
慣
習
法
の
下
で
は
発
見
次
第
攻
撃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

(86) 

一
九

0
七
年
ま
で
に
慣
習
と
し
て
十
分
に
確
立
し
て
い
た
。
し
か

し
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
拿
捕
か
ら
の
免
除
は
ハ
ー
グ
条
約
が
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

L. 
O
p
p
e
n
h
e
i
m
 International L
a
w
 2
n
d
 ed. 
1
9
1
2
,
 Vol. II 
p
p
.
 2
3
2
-
2
3
3
 
!2~ 

田
~
占
~
,
1
:
;
~
l

里
｀
磁
~
え
d
4参
昭
~
゜

ハ
ー
グ
条
約
の
文
言
は
、
こ
れ
ら
の
船
舶
は
安
導
券
を
求
め
な
く
と
も
、
拿
捕
（
お
よ
び
、
と
り
わ
け
攻
撃
）
か
ら
の
絶
対
的
な
免
除
を
与
え

(87) 

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
最
初
の
案
は
、
学
術
、
宗
教
お
よ
び
博
愛
の
任
務
に
従
事
す
る
船
舶
は
敵
対
国
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
、
後
者

イ
タ
リ
ア
代
表
団
が
、
ハ
ー
グ
条
約
で
こ
れ
ら
の
船
舶
に
拿
捕
か
ら
の
免
除
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の
最
初
の
提
案
を
行
な
っ
た
。

一
般
に
国
家
は
、
自
動
的
に
免
除
を
享
受
す
る

(88) 

船
舶
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
非
常
に
狭
く
解
釈
し
、
ま
た
、
合
意
と
そ
れ
に
基
づ
く
安
導
券
の
付
与
を
要
求
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

(88) 
R
.
W
.
 T
u
c
k
e
r
,
 
T
h
e
 L
a
w
 o
f
 W
a
r
 a
n
d
 N
e
u
t
r
a
l
i
t
y
 at Sea, 
(
前
掲
注
(40)
）
p
p
.
 9
6
 ,
 97. ま
た
ア
メ
リ
カ
の
指
揮
官
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
注
釈
（
前
掲

注
(
4
)
）

p
a
r
a
.
 8
.
 
2. 
3. 
p
p
.
 8
 ,
 1
9
を
も
参
照
。

こ
の
実
行
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
国
家
は
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
該
当
す
る
す
べ
て
の
船
舶
に
安
導
券
を
与
え
る
義
務
が
あ
る
の
か
、
も
し
そ
う

な
ら
、
正
確
に
ど
の
船
舶
を
こ
れ
に
含
め
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

47 ． 
40 ＾ 87 ＾ 86 

47 ． 
38 ）
れ
ら
の
船
舶
の
拿
捕
か
ら
の
免
除
は
、

47 ． 
37 

(
f
)
 

47 ． 
36 

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
九
〇



4
7
.
4
6

沿
岸
漁
船
を
拿
捕
か
ら
保
護
す
る
こ
と
は

J

れ
ら
の
船
舶
は
、

軍
指
揮
官
が
発
す
る
規
則
お
よ
び
検
査
に
従
う
。

7

5

(

g

 

4
 

．
 

4
 

47 ． 
44 

一
九

ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
は
、
軍
事
的
転
用
が
あ
り
そ
う
な
任
務
に
つ
く
学
術
的
船
舶
を
、
こ
の
免
除
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
こ

と
は
、
慣
習
と
一
致
す
る
し
、
ハ
ー
グ
条
約
の
規
則
の
目
的
が
軍
事
学
術
研
究
で
は
な
く
て
探
検
航
海
の
保
護
で
あ
っ
た
事
実
と
も
調
和
す
る
。
現
代
の

こ
れ
に
当
た
る
も
の
と
し
て
、
い
く
人
か
の
参
加
者
が
引
用
し
た
の
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ス
ト
ー
の
研
究
作
業
で
あ
っ
た
。

47 ． 
43 

ま
た
、
「
薄
愛
の
」
任
務
は
、
本
質
的
に
「
人
道
的
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
言
及
す
る
こ
と
を
削
除
す
る
提
案
が
な
さ
れ
た
。

(89) 

し
か
し
、
本
質
的
に
異
な
る
意
味
で
は
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
ハ
ー
グ
条
約
の
規
則
は
、
「
人
道
的
任
務
」
に
適
用
さ
れ
る
慣
習
規
則
よ

り
も
「
博
愛
の
」
任
務
に
よ
り
絶
対
的
な
保
護
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
た
、
い
っ
そ
う
寛
大
な
規
則
の
恩
恵
を
受
け
る
可
能
性
を
取

り
除
く
べ
き
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
に
決
っ
た
。
承
認
さ
れ
た
博
愛
の
団
体
に
よ
り
使
用
さ
れ
る
船
舶
が
、
と
く
に
交
戦
国
領
域
に
支

給
品
を
配
送
し
て
い
る
の
で
は
な
い
場
合
に
は
、
本
規
則
の
恩
恵
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

(
8
9
)
パ
ラ
グ
ラ
フ

4
7
(
C
)
（~
I
I
)
の
注
解
を
参
照
。

「
宗
教
の
任
務
」
の
意
味
に
つ
い
て
若
干
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
国
家
実
行
の
不
足
が
本
規
則
の
解
釈
に
困
難
を
も
た
ら
し
た
。
お
そ
ら
く
、

伝
道
の
仕
事
と
、
修
道
会
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
人
道
的
業
務
を
担
う
航
海
が
こ
れ
に
該
当
す
る
が
、
宗
教
目
的
の
た
め
に
武
力
を
行
使
す
る
か
、
鼓
舞
す

る
任
務
に
つ
い
て
は
、
当
然
に
免
除
は
与
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

小
型
の
沿
岸
用
漁
船
お
よ
び
地
方
的
沿
岸
通
商
に
従
事
す
る
小
型
船
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
、
当
該
海
域
で
作
戦
行
動
中
の
交
戦
国
海

一
九
〇
七
年
の
ハ
ー
グ
第
―
一
条
約
で
、
条
約
規
定
と
し
て
は
初
め
て
拿
捕
か
ら
の
保
護
を
与
え
ら
れ
た
。
す
べ
て
の
商
船
と
同

様
に
、
伝
統
的
な
慣
習
法
は
、
そ
の
船
舶
を
発
見
次
第
に
攻
繋
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
。

一
九
〇
七
年
以
前
か
ら
の
慣
習
法
で
確
立
し
て
い
た
。
保
護
す
る
理
由
は
、
漁
業
自
体
を
保
護
す

る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
地
方
的
漁
業
に
従
事
す
る
人
と
そ
れ
に
依
存
す
る
住
民
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
船
舶
に
対
す
る
攻
撃
を
禁

止
す
る
こ
と
は
、
同
じ
理
由
、
つ
ま
り
、
漁
業
を
妨
害
す
る
こ
と
が
交
戦
国
に
何
ら
の
実
質
的
利
益
を
も
た
ら
さ
ず
、
住
民
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
と
い

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
(
―
-
）

47 ． 
42 

（
一
五
八
―
―
-
）



47 ． 
51 

認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
重
要
な
基
準
は
、
そ
の
通
商
が
真
に
地
方
的
で
あ
り
、

ら
保
護
さ
れ
る
の
で
、
攻
隙
か
ら
も
保
護
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
免
除
を
享
受
し
な
い
通
商
に
従
事
し
て
い
る
船
舶
は
、
軍
事

し
ば
し
ば
非
常
に
多
く
の
沿
岸
用
漁
船
と
通
商
船
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
免
除
の
尊
重
は
、
実
際
に
は
そ
の
誠
実
な
使
用
に
か
か
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ハ
ー
グ
第
一

一
条
約
が
、
紛
争
当
事
国
は
こ
れ
ら
の
船
舶
を
平
和
的
外
観
の
ま
ま
軍
事
目
的
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
明
記

(91)

（

92) 

し
た
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
船
舶
が
そ
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
免
除
を
失
い
、
攻
撃
を
受
け
る
。

(91)

第
三
条
三
項
。

(92)

例
え
ば
、
一
九
九
二
年
の
南
大
西
洋
紛
争
に
お
い
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
漁
船
ナ
ウ
ォ
ー
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
追
従
に
使
用
さ
れ
、
ま
た
、

そ
の
位
置
を
報
告
し
て
い
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
軍
に
よ
り
沈
め
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
指
揮
官
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
注
釈
（
前
掲
注
(
4
)
）

p
p
.
 8
ー

1
9
,

footnote 6
0
 -Irの
引
用
を
参
照
。

47 

50 

国
家
実
行
が
作
り
出
し
て
き
た
も
の
で
、
も
う
―
つ
の
安
全
装
置
は
、
沿
岸
用
船
舶
は
、
そ
の
海
域
で
作
戦
行
動
中
の
交
戦
国
海
軍
指
揮
官
に

目
標
で
な
い
と
き
に
は
、
攻
繋
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

47 ． 
49 

な
く
て
、
沖
合
数
カ
イ
リ
で
操
業
し
て
い
て
も
よ
い
。
地
域
の
必
要
を
満
た
す
小
型
の
漁
船
と
、
通
常
は
よ
り
大
型
で
広
い
市
場
に
魚
を
供
給
す
る
遠
洋

し
か
し
、
遠
洋
漁
船
は
特
に
攻
撃
か
ら
免
除
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
真
に
も
っ
ば
ら
そ
の
活
動
に
従
事
し
て
い
れ
ば
、
軍
事
目
標
に
な
る
こ
と

は
な
い
の
で
、
通
常
は
攻
撃
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

地
方
的
通
商
に
従
事
す
る
小
型
船
を
拿
捕
か
ら
免
除
す
る
こ
と
は
．

47 ． 
48 

漁
船
と
の
間
に
、
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
。

47 ． 
47 
(90) 
特
に
地
域
住
民
は
、
生
命
の
維
持
手
段
で
あ
る
資
源
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
（
第
一
追
加
議
定
書
第
五
四
条
）
。

こ
の
免
除
は
沿
岸
近
く
で
行
動
し
て
い
る
樵
船
に
適
用
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
沿
岸
の
す
ぐ
近
く
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で
は

第
四
五
巻
第
六
号

(90) 

う
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。

関
法

一
般
的
な
沿
岸
通
商
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
小
型
船
は
拿
捕
か

（
一
五
八
四
）

ハ
ー
グ
条
約
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
は
慣
習
と
し
て

一
九



し
て
意
図
的
に
一
般
的
な
表
現
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
汚
染
の
規
模
も
無
関
係
で
あ
る
。

4
7
.
5
5

船
舶
は
軍
ま
た
は
民
間
い
ず
れ
で
も
よ
い
が
、
こ
の
免
除
を
享
受
す
る
た
め
に
は
、
も
っ
ば
ら
そ
の
目
的
の
た
め
に
指
定
さ
れ
る
か
、
改
造
さ

れ
、
か
つ
、
そ
れ
自
体
を
識
別
可
能
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
専
門
家
グ
ル
ー
プ
は
、

を
与
え
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
と
考
え
た
。
民
間
船
舶
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
軍
事
目
標
で
な
い
も
の
は
攻
撃
さ
れ
な
い
が
、
特
別
の
免
除

47 . 
54 

47 ． 
53 

し
て
は
な
ら
な
い
。

(93)

ア
メ
リ
カ
の
指
揮
官
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
注
釈
（
前
掲
注
(
4
)
）

7
1
8
 p
p
,
 7
-
2
4
.
 

一
時
的
に
し
か
そ
の
活
動
に
従
事
し
な
い
軍
の
船
舶
に
免
除

命）

よ
る
規
制
と
検
査
に
従
う
と
す
る
規
則
の
明
確
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
沿
岸
用
船
舶
が
免
除
の
利
益
を
得
る
た
め
に
そ
の
存
在
を
指
揮
官
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
要
求
に
応
じ
て
自
己
の
身
元
を
明
ら
か
に
し
、
検
査
に
開
放
し
、
ま
た
、
指
揮
官
が
心
要

な
も
の
と
し
て
設
け
る
他
の
規
制
に
従
う
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
規
制
は
、
必
要
な
範
囲
に
限
定
す
べ
き
で
、
ま
た
、
攻
撃
と
捕

獲
か
ら
の
免
除
を
認
め
る
規
則
の
目
的
を
損
な
う
ほ
ど
に
、
船
舶
の
活
動
を
実
際
的
に
妨
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。

p
a
r
a
.
 8
.
2
.
3
.
 
p
p
.
 8
 ,
 1
9

お
よ
び
カ
ナ
ダ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
（
前
掲
注
(
8
)
）
p
a
r
a
.
 

海
洋
環
境
の
汚
染
事
故
へ
の
対
処
に
も
っ
ば
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
か
、
改
造
さ
れ
て
い
る
船
舶

こ
れ
は
、
専
門
家
が
法
の
漸
進
的
発
達
の
た
め
に
含
め
る
こ
と
を
決
め
た
ま
っ
た
く
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
保
護
さ
れ
る
船
舶
で
あ
る
。
今
日
、
軍
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
保
護
さ
れ
る
船
舶
の
リ
ス
ト
に
こ
れ
を
入
れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
ま
た
、
い
ま
だ
慣
習
法
に
お
い
て
も
特
に
保
護
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
機
能
を
果
た
す
民
間
船
舶
は
、
通
常
、
敵
国
の
軍
事
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
も
の
と
し
て
類
別
さ
れ
ず
、
軍
事
目
標
で
は
な
い
の
で
、
攻
撃

こ
の
種
の
海
上
に
お
け
る
活
動
は
、
第
一
追
加
議
定
書
で
特
別
保
護
が
与
え
ら
れ
た
陸
上
の
民
間
防
衛
活
動
に
多
く
の
点
で
類
似
し
て
い
る
と

み
な
さ
れ
る
の
で
、
本
提
案
が
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
で
新
ら
た
に
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
海
洋
環
境
と
野
生
生
物
の
保
護
の
た
め
に
汚
染
を
回
避
し
、

ま
た
可
能
な
限
り
効
果
的
か
つ
迅
速
に
汚
染
を
除
去
す
る
重
要
性
を
、
国
際
社
会
は
ま
す
ま
す
自
覚
し
て
き
て
い
る
。

汚
染
は
海
上
事
故
か
ら
ば
か
り
で
な
く
陸
上
ま
た
は
空
中
か
ら
も
生
じ
得
る
点
で
、
用
い
ら
れ
て
い
る
文
言
は
、
汚
染
の
種
類
と
汚
染
源
に
関

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

4
7
.
5
2
(
h
)
 

一
九
三

（
一
五
八
五
）



47 . 
58 

(i) 
・
夜
間
は
、
停
船
と
灯
火
の
点
灯

・
機
関
の
停
止
と
攻
撃
者
の
信
号
に
対
す
る
応
答

・
潜
水
艦
の
場
合
は
浮
上

つ
の
決
っ
た
方
法
は
な
い
が
、

47 ． 
57 
こ
の
船
舶
は
、
助
命
を
与
え
る
慣
習
法
上
の
義
務
に
従
っ
て
攻
撃
か
ら
保
護
さ
れ
る
。
そ
の
目
的
は
、
も
は
や
戦
闘
を
望
ま
な
い
船
舶
の
乗
員
の
生
命

を
救
う
こ
と
で
あ
る
。
本
規
則
は
、
敵
対
者
が
、
降
伏
し
た
と
き
に
そ
の
船
舶
を
拿
捕
す
る
位
置
に
あ
る
場
合
に
適
用
で
き
る
。

船
舶
が
降
伏
を
欲
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
敵
対
者
は
こ
れ
を
助
命
す
る
義
務
を
負
う
。
降
伏
の
意
図
を
知
ら
せ
る
一

(94) 

一
般
に
認
め
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
る
。

・
旗
の
降
下

・
白
旗
の
掲
揚

・
救
命
ポ
ー
ト
ヘ
の
移
乗

(94)

ア
メ
リ
カ
の
指
揮
官
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
注
釈
（
前
掲
注
(
4
)
)

p
a
r
a
.
8
.
 2
.
 
1
.
 

ハ
ン
プ
ル
グ
英
国
軍
事
裁
判
所
に
よ
る
ヘ
ル
ム
ト
・
フ
ォ
ン
・
ル

シ
ュ
テ
シ
ェ
ル
裁
判
の
判
決
を
も
参
照

(
L
R
T
W
C
vol. I
X
 p. 
8
2
.
)

。

救
命
ラ
フ
ト
と
救
命
ポ
ー
ト

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
放
棄
さ
れ
た
船
舶
の
救
命
ボ
ー
ト
と
救
命
ラ
フ
ト
か
ら
な
り
、
救
助
用
舟
艇
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。

(95) 

こ
れ
ら
の
船
舶
を
攻
撃
か
ら
保
護
す
る
こ
と
は
、
難
船
者
に
対
す
る
攻
撃
禁
止
を
定
め
る
確
立
し
た
慣
習
法
規
に
基
づ
い
て
い
る
。
難
船
者
を
保
護
す

(96) 

る
義
務
は
、
軍
人
で
あ
れ
文
民
で
あ
れ
、
災
厄
の
結
果
海
上
で
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
者
、
ま
た
は
難
船
者
を
輸
送
し
て
い
る
船
舶
も
し
く

(98) 

は
航
空
機
に
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
戦
争
犯
罪
で
あ
り
、
当
該
者
が
元
気
な
た
め
に
再
び
敵
対
行
為
に
参
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

47 . 
56 

i
)
 

を
得
る
た
め
に
は
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
特
に
指
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

降
伏
し
た
船
舶

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
九
四

（
一
五
八
六
）



三
条
件
の
一
又
は
二
以
上
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
特
別
の
地
位
を
失
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
自
動
的
に
攻
撃
さ
れ
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な

48 ． 
1 

船
舶
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
す
べ
て
の
条
件
に
従
う
場
合
に
の
み
、
攻
幣
か
ら
免
除
さ
れ
る
特
別
の
地
位
を
維
持
す
る
。
す
な
わ
ち
、
船
舶
は
、

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
j

(二）

注
解 (
C
 

戦
闘
者
の
行
動
を
意
図
的
に
妨
げ
ず
、
ま
た
要
求
さ
れ
た
場
合
、
停
船
ま
た
は
退
去
に
従
う
。

b
)

要
求
さ
れ
た
場
合
、
識
別
お
よ
び
検
査
に
服
し
、
か
つ

(a 

無
害
に
そ
の
本
務
に
従
事
し

一
九
五

(99)

（

100) 

い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
考
慮
外
で
あ
る
。
他
方
、
そ
れ
ら
が
実
際
に
敵
対
行
為
を
再
開
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
保
護
は
終
了
す
る
。

(95)

次
の
判
決
を
参
照
。
ラ
ン
ド
ベ
リ
ー
キ
ャ
ス
ト
ル
（
ド
イ
ツ
大
審
院
）
一
九
ニ
―
年
、

1
6

A
J
I
L
 7
0
8
,
 
1
9
2
2
 ;
 ペ
ル
ー
ス
事
件
、

L
R
T
W
C

Vol. I, 
p. 
1
 
:
 

フ
ォ
ン
・
ル
シ
ュ
テ
シ
ェ
ル

(
L
R
T
W
C
Vol. IX, p. 
8
2
)

と
モ
エ
レ
の
裁
判

(
L
R
T
W
C
Vol. 
XI, p. 
7
5
)
 

(
英
国
軍
事
裁
判
所

ハ
ン
プ
ル
グ
、
一
九
四
五
ー
一
九
四
七
年
）
ま
た
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
二
条
と
第
一
八
条
を
参
照
。

(96)

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
―
二
条
は
、
こ
の
規
則
が
原
因
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
難
船
し
た
者
に
適
用
さ
れ
、
そ
れ
に
は
航
空
機
に
よ
る
、
お
よ

び
航
空
機
か
ら
の
海
上
へ
の
不
時
着
を
余
俄
な
く
さ
れ
た
者
を
含
め
て
い
る
。

(97)

遭
難
に
よ
り
落
下
傘
で
降
下
す
る
者
の
保
護
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
四
二
条
で
法
典
化
さ
れ
た
。

(98)

第
一
追
加
議
定
書
第
八
条

(
b
)
。

(99)

た
と
え
ば
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
ツ
・
モ
レ
事
件
(
-
九
四
六
年
）
に
お
け
る
判
決
（
英
国
軍
事
裁
判
所
ハ
ン
プ
ル
グ
）

L
R
T
W
C
 Vol. 
XI, p. 

7
5

参
照
。

(100)

第
一
追
加
議
定
書
第
八
条

(b)
。
敵
対
行
為
の
遂
行
は
、
常
に
、
保
護
さ
れ
る
船
舶
か
ら
免
除
を
奪
う
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
4
8
(
a
)
と
そ
の
注
解
を

参
照
）
。

免
除
の
条
件

48．
パ
ラ
グ
ラ
フ

47
で
列
挙
し
た
船
舶
は
、
次
の
場
合
に
の
み
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
。

（
一
五
八
七
）



(102) 

(103) 

(104) 

無
害
に
従
事
す
る
と
は
、
本
質
的
に
は
、
船
舶
が
例
え
ば
攻
撃
や
自
己
に
と
っ
て
真
に
防
御
的
で
な
い
軍
事
物
資
の
輸
送
ま
た
は
情
報
の
収
集

(IOl) 

の
よ
う
な
、
い
か
な
る
種
類
の
敵
対
行
為
を
も
行
な
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

(101)

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
は
、
第
一
＿
一
五
条
に
お
い
て
、
敵
対
行
為
と
み
な
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
病
院
船
ま
た
は
救
助
用
舟
艇
の
免
除
の
地

位
を
失
わ
せ
る
に
至
ら
な
い
活
動
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
れ
は
特
に
、
秩
序
維
持
の
た
め
に
、
ま
た
は
自
身
の
防
衛
も
し
く
は
患
者
の
防
衛
の
た

め
に
武
装
し
て
い
る
こ
と
、
航
海
ま
た
は
通
信
を
容
易
に
す
る
装
置
を
も
つ
こ
と
、
患
者
か
ら
取
り
上
げ
た
携
帯
用
武
器
ま
た
は
弾
薬
で
ま
だ
適

当
な
機
関
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

4
8
.
5

し
ば
し
ば
人
道
法
は
、
国
家
が
保
護
さ
れ
る
船
舶
を
軍
事
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
禁
止
す
る
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
で
保
護

(102)

（

IOJ) 

さ
れ
る
衛
生
輸
送
手
段
お
よ
び
小
型
で
沿
岸
用
の
漁
船
と
通
商
船
が
確
か
に
こ
の
場
合
に
あ
た
る
。
他
方
、
過
去
に
は
、
旅
客
船
が
、
し
ば
し
ば
軍
事
目

（旧）

的
に
使
用
さ
れ
、
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
情
報
目
的
で
使
用
さ
れ
た
旅
客
船
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

48 . 
4 

る。 48 . 
3 

旅
客
の
車
両
と
お
そ
ら
く
は
少
量
の
非
軍
用
貨
物
を
運
ぶ
で
あ
ろ
う
。

（
一
五
八
八
）

く
て
、
む
し
ろ
、
軍
事
目
標
と
類
別
さ
れ
た
場
合
に
攻
撃
さ
れ
る
他
の
商
船
と
同
じ
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
攻
撃
が
均
衡
性
の
規
則
に
違
反
し
な
い

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
免
除
の
地
位
を
失
っ
た
船
舶
を
攻
繋
す
る
前
に
従
う
べ
き
手
続
き
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

4
9
|
5
2
で
示
さ
れ
て
い
る
。

本
務
に
従
事
す
る
と
は
、
航
行
の
形
態
と
し
て
通
常
の
方
法
で
行
動
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、
「
文
民
旅
客
の
輸
送
に
の
み
従
事
し
て
い
る

旅
客
船
」
は
、
常
態
と
し
て
乗
客
の
個
人
用
旅
行
鞄
な
ら
び
に
乗
員
用
、
賄
い
用
お
よ
び
航
海
用
の
用
品
類
を
運
び
、
ま
た
、
フ
ェ
リ
ー
の
場
合
に
は
、

安
導
券
を
備
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
船
舶
の
場
合
に
は
、
航
路
や
日
付
な
ど
、
合
意
さ
れ
た
特
定
の
事
項
に
従
う
こ
と
が
重
要
で
あ

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
三

0
条
二
項
。

一
九
〇
七
年
の
ハ
ー
グ
第
―
一
条
約
第
三
条
三
項
。

デ
ー
ニ
ッ
ツ
は
、
イ
ギ
リ
ス
商
船
に
対
し
攻
撃
を
実
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
訴
さ
れ
た
が
、
無
罪
と
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
商
船
は
、
可
能
な

48 ． 
2 

(a) 
無
害
に
そ
の
本
務
に
従
事
す
る
。

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
九
六



こ
と
を
意
味
す
る
。

48 ． 
10 

一
名
ま
た
は
二
名
以
上
の
検
査
官
が
乗
船
し
船
舶
を
捜
索
す
る
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
船
舶
が
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
船
舶
に
適
用
さ
れ
る
一
般
規
則
で
あ
る
が
、
二
つ
の
条
約
に
特
別
の
手
続
き
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ー
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
の
た
め
の
ハ
ー
グ
条
約
は
、
特
別
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
を
輸
送
し
て
い
る
船
舶
に
乗
船
同
行
す
る
検
査
官
を

(105) 

任
命
す
る
特
別
の
手
続
き
を
指
示
し
て
い
る
。

ー
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
は
、
紛
争
当
事
国
が
一
方
的
に
ま
た
は
特
別
の
合
意
に
よ
り
病
院
船
と
救
助
用
舟
艇
に
中
立
国
の
オ
プ
ザ
ー
バ
ー
を
乗
り
込

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
立
国
か
ら
の
検
査
官
ま
た
は
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
よ
う
な
人
道
的
団
体
に
属
す
る
検
査

•9 8
 
4
 

•8 8
 
4
 

48 ． 
7 

で
あ
る
。

.
6
 

8
 
4
 

検
査
に
従
う
義
務
と
い
う
の
は
、

(
b
)
 
要
求
さ
れ
た
場
合
、
識
別
お
よ
び
検
査
に
服
す
る
。

一
九
七

ら
ば
、

U
ポ
ー
ト
を
衝
角
攻
撃
す
る
こ
と
を
、
ま
た
、
潜
水
艦
を
発
見
次
第
そ
の
位
置
を
報
告
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
と
、
法
廷
が
事
実

認
定
し
た
た
め
で
あ
る
。

J
u
d
g
e
m
e
n
t
of t
h
e
 International Military T
r
i
b
u
n
a
l
 for the Trial of G
e
r
m
a
n
 W
a
r
 Criminals, 
108 ,
 
109. 

報
告
者
は
、
次
の
よ
う
な
示
唆
を
行
な
っ
た
。
旅
客
船
が
文
民
旅
客
の
輸
送
に
現
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
国
家
は
そ
の
船
舶
を
軍
事

目
的
に
使
用
す
る
の
を
当
該
航
海
の
間
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
軍
事
目
的
に
旅
客
船
を
徴
用
す
る
こ
と
は
、
た
ぴ
た
び
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
っ
た
＜

合
法
で
あ
る
の
で
、
こ
の
禁
止
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
旅
客
船
で
輸
送
さ
れ
る
文
民
の
保
護
は
、
同
船
が
そ
の
時
点
で
軍
事
目
的

に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
の
み
確
保
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
の
で
、
国
家
は
そ
の
よ
う
な
や
り
方
で
文
民
を
危
険
に
陥
れ
る
こ
と
は
控
え
る
べ
き

こ
の
条
件
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

47
の
サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(a)
ー
'(h)
に
列
挙
さ
れ
た
船
舶
に
適
用
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
船
舶
が
実
際
に
本
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
交
戦
者
が
確
か
め
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
予
防
措
置
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
船
舶
が
何

ら
か
の
理
由
で
交
戦
者
の
疑
い
を
引
き
起
こ
し
た
場
合
に
と
り
得
る
措
置
で
あ
る
。

要
求
さ
れ
た
場
合
に
識
別
に
従
う
義
務
と
い
う
の
は
、
そ
う
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
時
、
船
舶
は
自
己
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

（
一
五
八
九
）
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(106) 

官
は
、
船
舶
が
所
属
す
る
当
事
国
の
招
請
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
船
舶
に
乗
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
可
能
性
に
加
え
て
、
敵
対
国
に
属
す

(107) 

る
検
査
官
は
、
船
舶
の
完
全
な
捜
索
、
装
備
品
お
よ
び
補
給
品
の
調
査
、
患
者
リ
ス
ト
の
確
認
、
乗
組
員
の
身
元
確
認
等
を
実
施
で
き
る
。
し
か
し
、
そ

令
が
履
行
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
に
、

48 ． 
11 

パ
ラ
グ
ラ
フ

4
7
(
d
)
の
注
解
を
参
照
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
三
一
条
（
四
）
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
三
一
条
(
-
)
お
よ
び
I
C
R
C
C
o
m
m
e
n
t
a
r
y
 ed. Pictet, 
(
前
掲
注

(
1
)
）
p. 
1
8
2
.
 

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
三
一
条
（
一
）
お
よ
び
（
二
）
。

を
試
み
、
ま
た
、
捜
索
に
よ
っ
て
生
じ
る
船
舶
の
任
務
中
断
を
可
能
な
限
り
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。

戦
闘
者
の
行
動
を
意
図
的
に
妨
げ
ず
、
ま
た
要
求
さ
れ
た
場
合
、
停
船
ま
た
は
退
去
に
従
う
。

（
一
五
九

0
)

れ
ら
は
、
永
続
的
に
検
査
官
を
乗
船
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
捜
索
を
実
施
す
る
た
め
に
、
ま
た
は
、
例
え
ば
一
定
の
針
路
を
と
る
よ
う
に
と
の
一
定
の
命

(108) 

一
時
的
に
の
み
乗
船
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

パ
ラ
グ
ラ
フ

4
7
(
a
)
|
（h
)
に
列
挙
し
た
船
舶
に
対
す
る
検
査
は
、
い
つ
で
も
な
し
得
る
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
当
事
国
は
航
海
の
前
に
検
査

本
規
則
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
船
舶
が
交
戦
国
の
軍
事
行
動
に
重
大
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
の
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

戦
闘
者
の
行
動
を
意
図
的
に
妨
げ
な
い
義
務
は
、
確
立
し
て
お
り
、
船
舶
が
本
来
の
役
割
で
無
害
に
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条

（血）

件
と
連
接
し
て
い
る
。
「
意
図
的
に
」
と
い
う
文
言
は
、
こ
れ
ら
の
船
舶
が
、
そ
の
業
務
を
実
施
し
て
い
る
間
に
、
戦
闘
者
の
行
動
を
実
際
に
時
折
妨
げ

る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
と
き
に
船
舶
が
保
護
を
失
わ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
意
図
し
な
い
で

時
々
生
起
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
免
除
さ
れ
る
船
舶
が
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

(109)

例
え
ば
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
三

0
条
は
、
締
約
国
は
病
院
船
お
よ
び
救
助
用
舟
艇
を
い
か
な
る
軍
事
目
的
の
た
め
に
も
使
用
し
な
い
こ
と

を
約
束
す
る
、
と
規
定
し
た
第
二
項
の
後
の
第
三
項
で
本
規
則
を
規
定
し
て
い
る
。

要
求
さ
れ
た
場
合
に
停
船
し
、
ま
た
は
退
去
す
る
義
務
は
、
交
戦
者
が
必
要
な
と
き
に
軍
事
行
動
を
実
行
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
条
件
で
あ

48 . 
12 

(
C
)
 

(105) 
(106) 
(107) 
(108) 

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
九
八



注
解 た
後
で
な
け
れ
ば
、
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

病
院
船

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
三
一
条
（
一
）
、
第
一
追
加
議
定
書
第
二
三
条
二
項
お
よ
ぴ
三
項
。

免
除
の
喪
失

前
置
き
の
説
明

一
九
九

(110) 
る
。
こ
の
規
定
の
誠
実
な
履
行
の
た
め
に
、
交
戦
者
は
真
に
必
要
な
時
に
の
み
そ
う
し
た
命
令
を
発
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
、
可
能
な
限
り

パ
ラ
グ
ラ
フ
4
9
|
5
2
は
、
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
船
舶
が
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

48
で
規
定
し
た
よ
う
な
保
護
の
条
件
の
―
つ
に
違
反
し
た
た
め
保
護
を
喪
失
す

る
場
合
に
従
う
手
続
き
を
示
し
て
い
る
。
保
護
を
喪
失
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
動
的
に
当
該
船
舶
を
攻
撃
し
て
も
よ
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。

パ
ラ
グ
ラ
フ
4
9
1
5
1
は
、
病
院
船
が
拿
捕
さ
れ
、
ま
た
、
攻
撃
さ
れ
る
前
に
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
と
基
準
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
の

種
別
の
免
除
船
舶
の
た
め
の
基
準
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
5
2
に
あ
る
。

49．
病
院
船
の
攻
撃
免
除
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
48
の
免
除
条
件
に
違
反
し
た
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
の
み
消
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
場
合
、
免
除
を

危
う
く
し
て
い
る
原
因
を
除
去
す
る
た
め
に
合
理
的
な
期
限
を
定
め
た
警
告
が
す
ぺ
て
の
適
当
な
場
合
に
発
せ
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
警
告
が
無
視
さ
れ

49 . 
1 

こ
の
手
続
き
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
三
四
条
で
要
求
さ
れ
る
。
詈
告
の
目
的
は
、
病
院
船
の
乗
員
に
対
し
そ
の
状
況
を
修
正
す
る
機
会

を
、
ま
た
、
も
し
病
院
船
が
保
護
の
条
件
に
違
反
し
て
い
な
か
っ
た
と
信
ず
る
な
ら
ば
そ
れ
を
説
明
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
時
間
的
期
限
は
、

「
合
理
的
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
以
外
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
警
告
の
目
的
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
、
正
し
く
な
い
行
動
を
停
止
さ
せ
る
た

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
j

(二）

， 
110 

船
舶
の
業
務
へ
の
干
渉
を
避
け
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
一
五
九
一
）



を
失
っ
た
病
院
船
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

51 ． 
1 

J

の
リ
ス
ト
の
条
件
は
、
す
べ
て
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

注
解 (
d
)
 

(
C
 

（
一
五
九
二
）

め
に
十
分
な
時
間
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
病
院
船
が
直
接
的
な
攻
撃
を
行
な
う
場
合
に
は
、
直
ち
に

(Ill) 

反
繋
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
時
間
的
期
限
を
与
え
る
こ
と
が
不
適
当
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

I
C
R
C
 C
o
m
m
e
n
t
a
r
y
 to G
C
 II 
ed. 
Pictet, (
j

削
坦
I

迂
i

(

1

)
）

p
p
.
 1
9
1
 ,
 1
9
2
.
 

50．
適
当
な
警
告
の
後
も
、
病
院
船
が
免
除
条
件
の
違
反
を
続
け
る
場
合
に
は
、
拿
捕
ま
た
は
服
従
を
強
い
る
た
め
の
他
の
必
要
な
措
置
に
処
さ
れ
る
。

病
院
船
が
直
接
的
な
攻
撃
以
外
の
行
為
を
な
す
場
合
に
は
、
敵
対
者
は
、
そ
の
受
容
で
き
な
い
行
動
を
停
止
さ
せ
る
た
め
に
、
攻
撃
ほ
ど
激
烈

で
は
な
い
措
置
を
と
る
よ
う
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
と
に
か
く
敵
対
者
は
、
何
ら
か
の
過
激
な
行
動
を
と
る
前
に
、
可
能
な
限
り
乗
船
し
て
い
る
傷
者
の

(112) 

安
全
の
た
め
の
適
当
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
上
、

p.
1
9
2
.
 

51．
病
院
船
は
、
次
の
場
合
に
の
み
最
後
の
手
段
と
し
て
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

軍
事
的
支
配
を
行
使
す
る
た
め
の
他
の
方
法
が
使
用
で
き
ず
、

病
院
船
が
軍
事
目
標
と
な
っ
た
か
、
ま
た
は
合
理
的
に
そ
う
推
定
さ
れ
る
ほ
ど
不
遵
守
の
状
況
が
十
分
に
重
大
で
あ
り
、
か
つ
、

（
訳
注
）

付
随
的
死
揚
が
、
得
ら
れ
る
か
ま
た
は
予
期
さ
れ
る
軍
事
的
利
益
に
対
し
不
釣
合
で
な
い
。

b
 
(a) 
針
路
変
更
ま
た
は
拿
捕
が
可
能
で
は
な
く
、

(112 

51 

1 

注
解 (lll 

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

―
つ
の
条
件
で
も
満
た
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
敵
対
者
は
、
免
除
の
地
位

二
0
0



(113) 

紛
争
当
事
国
は
、
保
護
の
地
位
を
失
い
、
ま
た
、
密
告
に
対
し
積
極
的
に
反
応
し
な
か
っ
た
病
院
船
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
拿
捕
し
、
ま
た
は
拿
捕
に

（

訳

注

）

（

114
）

代
え
て
単
に
針
路
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
が
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
攻
撃
し
て
は
な
ら
な
い
。

(113)

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
49
と
そ
の
注
解
を
参
照
。

(114)

拿
捕
ま
た
は
針
路
変
更
の
方
法
は
、
商
船
に
対
す
る
拿
捕
ま
た
は
針
路
変
更
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
119
お
よ
び
パ

ラ
グ
ラ
フ
138|140
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
注
解
を
参
照
。
病
院
船
を
拿
捕
し
た
場
合
に
、
そ
の
拿
捕
の
後
に
海
上
で
破
壊
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
船
内
の
患
者
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
間
違
い
な
く
致
命
的
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
同
じ
規
則
が

海
上
で
拿
捕
さ
れ
た
旅
客
船
に
も
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
船
舶
は
、
船
内
の
人
が
安
全
に
上
陸
で
き
る
港
に
引
致
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
訳
注
）

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
に
は
、
こ
の
語
句
が
な
い
。

交
戦
国
部
隊
は
、
病
院
船
の
支
配
を
行
使
す
る
た
め
に
す
べ
て
の
利
用
可
能
な
手
段
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
手
段
に
は
、
特
に
、
視
覚
信

号
と
遭
難
時
に
用
い
る
無
線
周
波
数
を
使
用
し
て
指
示
を
繰
り
返
し
試
み
る
こ
と
、
船
首
前
方
に
向
け
た
伝
統
的
な
警
告
射
撃
を
行
な
う
こ
と
、
安
全
な

場
所
に
護
送
す
る
こ
と
、
ま
た
、
支
配
を
行
な
う
た
め
に
病
院
船
に
実
際
に
乗
り
込
む
こ
と
が
含
ま
れ
る
。
攻
撃
に
至
ら
な
い
す
べ
て
の
措
置
に
よ
っ
て
、

支
配
を
確
立
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
例
外
的
状
況
に
お
い
て
交
戦
国
部
隊
は
、
病
院
船
の
航
行
を
不
能
に
す
る
試
み
と
し
て
攻
撃
を
実

施
で
き
る
が
、
沈
め
て
は
な
ら
な
い
。
ま
れ
に
は
、
支
配
を
確
立
す
る
す
べ
て
の
試
み
が
失
敗
し
、
ま
た
パ
ラ
グ
ラ
フ
51
の
す
べ
て
の
他
の
基
準
が
満
た

さ
れ
て
い
れ
ば
、
交
戦
国
の
部
隊
は
そ
の
船
を
沈
め
る
こ
と
を
正
当
化
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

病
院
船
が
軍
事
目
標
と
な
っ
た
か
、
ま
た
は
合
理
的
に
そ
う
推
定
さ
れ
る
ほ
ど
不
遵
守
の
状
況
が
十
分
に
重
大
で
あ
る
。

こ
の
規
定
は
、
軍
事
目
標
の
み
が
攻
撃
さ
れ
得
る
と
い
う
基
本
原
則
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
病
院
船
が
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
48
に
列
挙
し
た
免
除

51 . 
4 .

3
 

ー5
 

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
」
（
二
）

(

C

)

 

(
b
)
 
軍
事
的
支
配
を
行
使
す
る
た
め
の
他
の
方
法
を
使
用
で
き
な
い
。

•2 ー5
 

(a 

針
路
変
更
ま
た
は
拿
捕
が
可
能
で
は
な
い
。

（
訳
注
）

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
で
は
、
「
付
随
的
な
死
傷
ま
た
は
損
害
」
と
な
っ
て
い
る
。

二
0

（
一
五
九
三
）



必
要
の
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
そ
う
要
求
す
る
い
か
な
る
慣
習
規
則
も
、
条
約
規
則
も
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
敵
対
国
は
、

52 
． 
1 

攻
漿
か
ら
の
免
除
を
失
っ
た
そ
の
他
の
船
舶
の
場
合
に
は
、
敵
対
国
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
4
9
で
示
さ
れ
た
病
院
船
に
適
用
さ
れ
る
手
続
き
に
従
う

注
解 (
d
 

付
随
的
な
損
害
ま
た
は
死
傷
が
、
得
ら
れ
る
か
ま
た
は
予
期
さ
れ
る
軍
事
的
利
益
に
対
し
不
釣
合
で
な
い
。

(
C
 
b
)
 

(a 

針
路
変
更
ま
た
は
拿
捕
が
可
能
で
は
な
く
、

51 
． 
5 

(
d
 

115 

パ
ラ
グ
ラ
フ
4
0
と
そ
の
注
解
を
参
照
。

二
0
1

―
（
一
五
九
四
）

条
件
を
遵
守
し
な
い
状
況
が
、
そ
の
病
院
船
を
し
て
敵
国
の
軍
事
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
か
合
理
的
に
そ
の
よ
う
に
推
定
で
き
、
ま
た
、
そ
の
破
壊
が
特

（旧）

別
の
状
況
の
下
で
明
確
な
軍
事
的
利
益
を
攻
繋
者
に
も
た
ら
す
ほ
ど
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

付
随
的
な
損
害
ま
た
は
死
傷
が
、
得
ら
れ
る
か
ま
た
は
予
期
さ
れ
る
軍
事
的
利
益
に
対
し
不
釣
合
で
な
い
。

病
院
船
は
通
常
は
大
型
で
多
く
の
患
者
を
収
容
し
て
い
る
の
で
、
攻
隙
さ
れ
た
場
合
に
は
多
く
の
死
傷
者
が
生
じ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
し

た
攻
岐
、
も
し
く
は
救
命
ボ
ー
ト
ま
た
は
救
命
ラ
フ
ト
の
中
で
自
然
の
作
用
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
き
残
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
す

べ
て
の
患
者
が
死
ぬ
こ
と
は
実
際
上
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
均
衡
性
の
規
則
に
対
す
る
違
反
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
免
除
の
地
位
を
失
っ
た
病
院

船
を
攻
撃
す
る
軍
事
的
利
益
は
非
常
に
大
き
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
そ
の
他
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
船
舶

52
．
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
そ
の
他
の
い
ず
れ
か
の
種
別
の
船
舶
が
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

48
の
免
除
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
違
反
す
る
と
き
、
次
の
場
合
に
の
み

攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

軍
事
的
支
配
を
行
使
す
る
た
め
の
他
の
方
法
が
使
用
で
き
ず
、

船
舶
が
軍
事
目
標
と
な
っ
た
か
、
ま
た
は
合
理
的
に
そ
う
推
定
さ
れ
る
ほ
ど
不
遵
守
の
状
況
が
十
分
に
重
大
で
あ
り
、
か
つ
、

関
法
第
四
五
巻
第
六
号



.
1
 

3
 
5
 

一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
、
第
一
追
加
議
定
書
お
よ
び
軍
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
表
さ
れ
た
一
般
的
規
則
は
、
衝
生
航
空
機
は
攻
撃
の
目

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

注
解 (
C
)
 

民
間
旅
客
機

b
)

紛
争
当
事
国
問
の
合
意
に
よ
り
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
航
空
機
、
お
よ
び

(a) 

サ
ブ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(
a
)
|
（C
)
に
列
挙
し
た
基
準
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
―
つ
の
手
段
と
し
て
、
合
理
的
な
時
間
的
期
限
を
定
め
た

警
告
を
も
ち
ろ
ん
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
5
1
の
注
解
に
含
ま
れ
る
い
く
つ
か
の
記
述
が
（
必
要
な
変
更
を
加

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(d)
に
関
す
る
限
り
、
付
随
的
死
傷
が
得
ら
れ
る
軍
事
的
利
益
に
不
釣
合
か
ど
う
か
は
、

反
の
性
質
と
、
他
方
で
は
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
死
傷
者
の
数
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
指
揮
官
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
注
釈
は
、
旅
客
船
が

(116) 

軍
隊
ま
た
は
軍
用
貨
物
を
輸
送
し
て
い
る
こ
と
を
、
保
護
を
失
う
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
実
際
す
べ
て
の
場
合
に
船
舶
を
軍
事
目
標
と

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
敵
対
国
は
攻
撃
の
前
に
非
常
に
注
意
深
く
均
衡
性
の
規
則
の
含
意
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

第
一
次
世
界
大
戦
中
に
生
じ
た
旅
客
船
ル
シ
タ
ニ
ア
号
の
沈
没
は
、
た
と
え
そ
れ
が
軍
用
貨
物
を
輸
送
し
て
い
た
と
し
て
も
、
千
名
以
上
の
文
民
の
死
を

(111) 

招
い
た
の
で
、
非
常
に
悪
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
た
。

前
掲
注
(
4
)
、
p
a
r
a
.
8
.
 
2. 
3
.
 
s
u
b
p
a
r
a
.
 6
 p
p
.
 8
-
2
0
.
 

L. O
p
p
e
n
h
e
i
m
 7
t
h
 e
d
.
 (~iii:! 

獨

ii(50)）
p. 308~~ 

昭
~
゜

衛
生
航
空
機

53．
次
の
種
別
の
敵
国
の
航
空
機
は
、
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
。

攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
航
空
機
の
種
別

(116) 

(117) 
.
2
 

2
 
5
 
え
て
）
本
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
適
用
で
き
る
。

二
0
1
――
（
一
五
九
五
）

一
方
で
は
免
除
条
件
に
対
す
る
違



54．
衛
生
航
空
機
は
、
次
の
場
合
に
の
み
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
。

一
九
八
四
年
の
シ
カ
ゴ
条
約
議
定
書
は

標
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
規
則
は
、
ハ
ー
グ
第
一

0
条
約
に
お
け
る
病
院
船
お
よ
び
一
九
〇
六
年
の
「
戦
場
に
お
け
る
軍
隊
の
傷

者
及
び
病
者
の
状
態
改
善
の
た
め
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
」
に
お
け
る
移
動
衛
生
部
隊
に
対
す
る
も
の
と
同
じ
攻
撃
か
ら
の
保
護
を
、
救
護
航
空
機
に
与
え

(118) 

た
一
九
二
三
年
の
ハ
ー
グ
空
戦
規
則
に
由
来
す
る
。

交
戦
国
間
の
合
意
に
よ
り
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
航
空
機
は
、
通
常
は
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
安
導
券
を
与
え
る
こ
と
は

敵
国
の
民
間
旅
客
機
は
、
文
民
旅
客
の
輸
送
に
の
み
従
事
し
て
い
る
と
き
は
、
敵
国
の
旅
客
船
と
同
じ
理
由
で
通
常
は
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る

（
パ
ラ
グ
ラ
フ

47(e))
。
航
空
機
は
た
い
て
い
の
空
対
空
ま
た
は
艦
対
空
の
兵
器
で
も
っ
て
破
壊
ま
た
は
操
縦
不
能
と
さ
れ
得
る
の
で
、
民
間
旅
客
機

に
搭
乗
し
て
い
る
無
害
な
文
民
旅
客
は
、
旅
客
船
の
場
合
よ
り
も
大
き
な
危
険
を
負
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
条
の
後
に
挿
入
さ
れ
る
新
し
い
第
三
条
の
二
の
サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(a)
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
規
定
し
た
。

「
締
約
国
は
、
す
べ
て
の
締
約
国
が
飛
行
中
の
民
間
航
空
機
に
対
す
る
武
器
の
使
用
に
訴
え
る
こ
と
を
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
お
よ
び
イ

ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
の
際
に
搭
乗
し
て
い
る
人
の
生
命
お
よ
び
航
空
機
の
安
全
を
危
険
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
承
認
す
る
。
」

シ
カ
ゴ
条
約
は
軍
用
（
国
の
）
航
空
機
に
は
適
用
さ
れ
ず
（
第
三
条
）
、
ま
た
「
こ
の
条
約
の
規
定
は
、
戦
時
に
は
、
交
戦
国
で
あ
る
と
中
立
国
で
あ

る
と
を
問
わ
ず
、
関
係
締
約
国
の
行
動
の
自
由
に
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
で
は
な
い
。
」
（
第
八
九
条
）
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
平
時
の
た
め
に
発
展

し
て
き
た
法
の
武
力
紛
争
時
に
お
け
る
適
用
に
関
し
て
、
灰
色
の
領
域
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
道
法
に
関
す
る
本
文
書
は
、
平
時

に
適
用
さ
れ
る
規
則
と
武
力
紛
争
中
に
適
用
さ
れ
る
規
則
と
の
、
常
識
的
で
現
実
的
な
一
体
化
を
も
た
ら
そ
う
と
試
み
て
い
る
。

衛
生
航
空
機
の
免
除
の
条
件

.
3
 

3
 
5
 
無
意
味
と
な
ろ
う
。

•2 3
 
5
 (118) 
前
掲
注

(23)
ハ
ー
グ
空
戦
規
則
案
第
一
七
条
。

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

二
0
四

（
一
五
九
六
）



.
3
 

4
 
5
 ＾ 121 

•2 4
 
5
 （
訳
注
）
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
三
九
条
。

第
一
追
加
議
定
書
第
第
二
四
条
|
第
三
一
条
。

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
に
は
、
こ
の
修
飾
語
が
な
い
。

(121) 

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(a)
で
は
、
確
認
が
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
保
護
を
与
え
る
。

こ
れ
は
第
一
追
加
議
定
書
第
二
六
条
|
第
二
七
条
に
明
記
さ
れ
た
。

(122) 

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(b)
で
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

177
に
従
っ
た
交
戦
国
間
の
取
極
も
、
免
除
を
与
え
る
。

「
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

(119) 

(120) 

は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
1
7
4
|
1
8
3
に
あ
る
。

そ
の
他
の
場
合
に
は
、
衛
生
航
空
機
は
自
己
の
危
険
負
担
で
行
動
す
る
。

一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
は
、
衛
生
航
空
機
が
交
戦
国
の
間
で
特
別
に
合
意
さ
れ
た
高
度
、
時
刻
お
よ
び
路
線
で
飛
行
中
は
、
攻
撃

(119) 

の
対
象
と
し
て
は
な
ら
ず
、
交
戦
国
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
た
。
第
一
追
加
議
定
書
は
、
交
戦
国
の
実
行
を
反
映
さ
せ
、
衛
生
航
空
機
に

一
層
の
保
護
を
与
え
、
ま
た
、
衛
生
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
た
衛
生
任
務
へ
の
迅
速
な
対
応
に
一
層
の
柔
軟
性
を
認
め
る
た
め
、
衛
生
航
空
機
の
規
則

を
緩
和
し
た
。
特
に
、
衛
生
航
空
機
の
保
護
を
確
保
す
る
た
め
の
交
戦
国
間
の
合
意
は
、
す
べ
て
の
状
況
下
で
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
く
（
し
か
し
、
な

（闊）

お
奨
励
さ
れ
る
）
、
ま
た
、
合
意
の
な
い
場
合
に
、
一
旦
衛
生
航
空
機
と
確
認
さ
れ
れ
ば
保
護
を
受
け
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
54
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
、

第
一
追
加
議
定
書
お
よ
び
海
上
武
力
紛
争
の
実
情
に
照
ら
し
、
攻
撃
か
ら
の
免
除
を
明
確
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
衛
生
航
空
機
に
関
す
る
詳
細
な
規
則

.
1
 

4
 
5
 
注
解 (
d
)
 

(
C
)
 

b
)
 

(a) 
衛
生
航
空
機
と
し
て
確
認
さ
れ
た
場
合

パ
ラ
グ
ラ
フ

mに
規
定
し
た
取
極
に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る
場
合

（
訳
注
）

自
軍
も
し
く
は
友
軍
の
軍
事
的
支
配
下
に
あ
る
地
域
を
飛
行
す
る
場
合
、
ま
た
は

武
力
紛
争
の
区
域
外
を
飛
行
す
る
場
合

二
0
五

（
一
五
九
七
）



空
機
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
後
は
尊
重
さ
れ
る
。
実
際
問
題
と
し
て
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
115
に
従
い
明
瞭
に
塗
装
さ
れ
た
と
し
て
も
、
衛
生
航
空
機
の
安
全
を

確
実
化
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
交
戦
国
は
、
戦
闘
者
の
敵
対
行
為
が
衛
生
航
空
機
の
安
全
を
危
う
く
す
る
危
険
を
最
小
と
す
る
よ

う
な
場
所
と
方
法
で
も
っ
て
、
衛
生
任
務
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
航
空
機
の
免
除
の
条
件

55．
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
航
空
機
は
、
次
の
場
合
に
の
み
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
。

54 . 
6 

域
外
の
国
際
水
域
上
空
を
飛
行
す
る
も
の
は
、
保
護
さ
れ
る
。

4
.
5
 

5
 (123) 

(124) 

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ
(
C
)
で
は
、
自
軍
ま
た
は
友
軍
が
明
ら
か
に
軍
事
的
支
配
を
確
立
し
て
い
る
区
域
内
を
衛
生
航
空
機
が
飛
行
す
る
場
合
に
は
、

(m) 

攻
繋
免
除
の
た
め
に
交
戦
国
間
の
合
意
は
要
求
さ
れ
な
い
。
海
上
の
敵
対
行
為
が
行
な
わ
れ
る
区
域
内
で
、
軍
事
的
支
配
が
疑
わ
し
い
か
、
部
分
的
に
の

み
支
配
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
明
ら
か
に
敵
対
交
戦
国
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
衛
生
航
空
機
は
交
戦
国
間
の
合
意
に
よ
っ
て

(124) 

の
み
保
護
を
確
実
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
現
に
敵
対
行
為
の
生
起
し
て
い
る
区
域
で
、
敵
航
空
機
に
対
し
二
万
フ
ィ
ー
ト
以
上
の
空

域
を
支
配
し
た
と
し
て
も
、
敵
の
ミ
サ
イ
ル
に
対
し
て
は
二
万
フ
ィ
ー
ト
未
満
の
空
域
で
は
支
配
を
確
立
で
き
な
い
。
交
戦
国
間
の
合
意
が
な
け
れ
ば
、

衛
生
航
空
機
は
そ
の
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
下
に
あ
る
区
域
を
自
己
の
危
険
負
担
で
飛
行
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

遠
隔
の
基
地
へ
と
向
か
い
、
ま
た
は
遠
隔
の
基
地
か
ら
、
傷
者
、
病
者
ま
た
は
衛
生
用
品
を
輸
送
し
、
か
つ
、
現
実
に
敵
対
行
為
が
行
な
わ
れ
て
い
る
区

本
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
述
べ
ら
れ
た
場
合
に
あ
た
ら
な
い
衛
生
航
空
機
は
、
自
己
の
危
険
負
担
で
行
動
す
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
衛
生
航

54 ． 
4 
(122) 

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
二
条
約
第
三
九
条
、
第
一
追
加
議
定
書
第
二
六
条
|
第
二
七
条
。

第
一
追
加
議
定
書
第
二
五
条
。

第
一
追
加
議
定
書
第
二
六
条
—
第
二
七
条
。

（
一
五
九
八
）

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(d)
は
、
武
力
紛
争
区
域
外
を
飛
行
す
る
衛
生
航
空
機
を
、
攻
撃
か
ら
保
護
す
る
規
定
で
あ
る
。
例
え
ば
、
衛
生
航
空
機
で
、

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

二
0
六



注
解
b
)
 
戦
闘
者
の
行
動
を
意
図
的
に
妨
げ
な
い
。

(a) 
無
害
に
、
そ
の
本
務
に
従
事
し
、
か
つ

56
．
民
間
旅
客
機
は
、
次
の
場
合
に
の
み
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
。

ド
お
よ
び
コ
ー
ド
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
意
の
細
目
（
検
査
を
実
施
で
き
る
こ
と
を
含
む
。
）
を
遵
守
す
る
。

交
戦
国
は
、
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
航
空
機
が
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
条
件
を
遵
守
す
る
も
の
と
、
期
待
す
る
で
あ
ろ
う
。
合
意
す
る
こ
と
が
で

き
る
役
割
に
は
、
い
か
な
る
制
限
も
な
い
。
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
航
空
機
は
、
な
か
ん
ず
く
、
捕
虜
の
輸
送
、
救
済
任
務
の
実
施
、
文
化
財
の
輸
送
ま

た
は
環
境
保
護
の
実
施
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
ら
の
航
空
機
は
、
無
害
な
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
軍
事
的
利
益
を
も
た
ら
す
隠
れ
蓑
で
は
な
い
よ
う
に
、

使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
闘
者
の
行
動
を
意
圏
的
に
妨
げ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
交
戦
国
部
隊
の
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
安
導

券
を
与
え
ら
れ
た
航
空
機
は
、
な
る
べ
く
な
ら
飛
行
開
始
前
に
飛
行
場
に
お
い
て
、
合
意
を
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
に
検
査
に
従
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
航
空
機
の
識
別
に
関
し
て
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
に
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
た
航
空
機
は
、
衛
生
航
空
機
と
同
じ
地
位
を
持
ち
、

同
じ
識
別
の
方
式
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ

115)
。
そ
の
他
の
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
航
空
機
は
、
衛
生
航
空
機
の
識
別
を
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
が
、
今
日
で
は
、
詳
細
な
飛
行
計
画
を
フ
ァ
イ
ル
（
パ
ラ
グ
ラ
フ

76)
し
、
ま
た
、
民
間
航
空
機
の
た
め
の
二
次
監
視
レ
ー
ダ
S
S
R
の
モ
ー

民
間
旅
客
機
の
免
除
の
条
件

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
(
―
-
）

55 ． 
1 

注
解 (

C

)

 

(
b
)
 
戦
闘
者
の
行
動
を
意
図
的
に
妨
げ
ず
、
か
つ
、

(a) 
無
害
に
、
合
意
さ
れ
た
役
割
に
従
事
し
、

二
0
七

（
一
五
九
九
）



空
機
、
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
航
空
機
お
よ
び
民
間
旅
客
機
は
、
ま
ず
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
5
4
|
5
6
の
そ
れ
ぞ
れ
の
免
除
条
件
に
違
反
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

.
2
 

7
 
5
 
な
い
。
そ
の
次
に
、
サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ
の

(
a
)
|
（d
)
の
す
ぺ
て
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
攻
撃
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(a)
に
つ
い
て
は
、
民
間
航
空
機
の
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
、
臨
検
お
よ
び
捜
索
の
規
則
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

1251訊
に
あ
る
。

敵
国
民
間
旅
客
機
の
拿
捕
に
関
す
る
規
則
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

1411145
に
あ
る
。
衛
生
航
空
機
と
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
航
空
機
は
、
拿
捕
を
免
除
さ
れ
る

57 ． 
1 

注
解 (
d
)
 

(

C

)

 

(
b
)
 

(
a
)
 

得
る
。

.
1
 

6
 
5
 

攻
撃
免
除
を
維
持
す
る
た
め
、
敵
国
民
間
旅
客
機
は
、
明
確
に
標
示
さ
れ
、
航
空
路
に
沿
っ
た
定
期
飛
行
お
よ
ぴ
不
定
期
飛
行
と
し
て
、
す
な

わ
ち
、
そ
の
本
務
に
従
事
し
て
、
文
民
旅
客
の
輸
送
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
使
用
は
無
害
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
軍
事
的

利
益
を
得
る
た
め
の
偽
り
の
口
実
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
民
間
旅
客
機
は
、
戦
闘
者
の
行
動
を
意
図
的
に
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。
海
上
作
戦
の

至
近
に
お
い
て
交
戦
国
部
隊
の
命
令
に
従
う
慣
習
上
の
要
求
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
73)
も
、
免
除
の
条
件
の
な
か
に
含
意
さ
れ
て
い
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ

7
2
1
7
7

の
民
間
航
空
機
に
関
す
る
予
防
措
置
は
、
民
間
旅
客
機
に
も
適
用
さ
れ
る
。

免
除
の
喪
失

57．
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
航
空
機
が
パ
ラ
グ
ラ
フ
54ー

56
に
定
め
る
免
除
の
適
用
条
件
の
い
ず
れ
か
に
違
反
す
る
と
き
は
、
次
の
場
合
に
限
っ
て
攻
撃
し

着
陸
の
た
め
の
針
路
変
更
、
臨
検
捜
索
お
よ
び
可
能
な
拿
捕
が
実
施
で
き
ず
、

軍
事
的
支
配
を
行
使
す
る
た
め
の
他
の
方
法
が
使
用
で
き
ず
、

航
空
機
が
軍
事
目
模
と
な
っ
た
か
、
ま
た
は
合
理
的
に
そ
う
推
定
さ
れ
る
ほ
ど
不
遵
守
の
状
況
が
十
分
に
重
大
で
あ
り
、
か
つ
、

付
随
的
な
損
害
ま
た
は
死
傷
が
、
得
ら
れ
る
か
ま
た
は
予
期
さ
れ
る
軍
事
的
利
益
に
対
し
不
釣
合
で
な
い
。

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
通
常
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
敵
国
船
舶
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
関
す
る
パ
ラ
グ
ラ
フ

4
9
1
5
2
に
対
応
す
る
。
敵
国
の
衛
生
航

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

二
0
八

（
一
六

0
0
)



し
て
い
る
。

58 ． 
1 

注
解

攻
撃
を
正
当
化
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

.
5
 

7
 
5
 

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(b)
に
関
し
て
は
、
交
戦
国
部
隊
は
敵
航
空
機
に
対
す
る
支
配
を
行
使
す
る
す
べ
て
の
利
用
可
能
な
措
置
を
尽
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
航
空
機
に
対
し
、
着
陸
さ
せ
、
針
路
を
変
更
さ
せ
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
で
免
除
条
件
の
違
反
を
止
め
さ
せ
る
た
め
の
命
令
に

従
う
時
間
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ
(
C
)
は
、
攻
撃
免
除
条
件
の
違
反
が
交
戦
国
部
隊
に
と
っ
て
極
め
て
有
害
に
な
る
も
の
で
、
か
つ
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
40
の
軍
事

目
標
に
関
す
る
基
本
的
規
則
に
合
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(
d
)
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
4
6
(
d
)
の
付
随
的
な
死
傷
又
は
損
害
に
関
す
る
基
本
規
則
を
別
の
表
現
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
無

害
な
乗
客
を
搭
乗
さ
せ
て
い
る
敵
国
民
間
旅
客
機
の
場
合
に
は
、
差
し
迫
っ
た
不
可
欠
な
軍
事
的
要
求
の
み
が
均
衡
性
の
天
秤
を
自
己
に
有
利
に
変
え
、

58．
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
船
舶
ま
た
は
航
空
機
が
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
す
る
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
場
合
に
は
、
そ
の
よ

う
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

軍
事
活
動
に
効
果
的
な
貢
献
を
し
な
い
船
舶
ま
た
は
航
空
機
は
軍
事
目
標
と
は
な
ら
ず
、
攻
撃
し
て
は
な
ら
な
い
。
反
対
の
事
実
が
確
実
で
は

な
い
た
め
に
攻
撃
免
除
を
享
有
す
る
よ
う
に
み
え
る
船
舶
ま
た
は
航
空
機
に
つ
い
て
、
実
際
に
免
除
の
権
利
を
持
つ
と
の
推
定
に
立
つ
こ
と
は
民
用
物
の

保
護
を
高
め
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
推
定
は
、
疑
わ
し
き
場
合
に
の
み
適
用
し
、
反
証
を
も
っ
て
覆
す
こ
と
が
で
き
る
。
紛
争
当
事
国
は
、
あ
ら
ゆ
る
場

合
を
考
慮
し
て
船
舶
ま
た
は
航
空
機
が
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
確
定
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
規
則
は
、
い
わ
ゆ
る
疑
わ
し
き
は
罰
せ
ず
、
と
い
う
規
則
で
あ
り
、
攻
撃
を
開
始
す
る
前
に
関
係
情
報
を
収
集
し
評
価
す
る
義
務
を
紛
争
当
事
国
に
課

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

.
4
 

7
 
5
 .

3
 

7
 
5
 
が
、
検
査
の
た
め
に
着
陸
す
る
よ
う
に
命
令
さ
れ
得
る
。

二
0
九

（
一
六
〇



g
 
f
)
 

そ
の
他
の
敵
国
の
船
舶
と
航
空
機

59
．
敵
国
商
船
は
、
そ
れ
が
パ
ラ
グ
ラ
フ
40
の
軍
事
目
標
の
定
義
に
合
致
す
る
場
合
に
の
み
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

59 . 
1 

も
し
敵
国
の
商
船
が
合
法
な
軍
事

H
標
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
一
定
の
場
合
に
拿
捕
さ
れ
る
け
れ
ど
も
（
パ
ラ
グ
ラ
フ

135|140
を
参
照
）
、
攻

撃
か
ら
は
免
除
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
攻
撃
の
対
象
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、

一
定
の
場
合
に
は
、
軍
事
目
標
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
攻
撃
の
結
果
、
付

敵
国
の
た
め
に
戦
争
行
為
に
従
事
す
る
。
例
え
ば
、
機
雷
敷
設
、
機
雷
掃
海
、
海
底
電
線
お
よ
び
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
切
断
、
中
立
国
商
船
に
対

敵
国
軍
隊
の
補
助
船
舶
と
し
て
行
動
す
る
。
例
え
ば
、
軍
隊
の
輸
送
ま
た
は
軍
艦
に
対
す
る
補
給
。

（
訳
注
）

敵
国
の
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム
ヘ
統
合
さ
れ
、
ま
た
は
そ
れ
を
支
援
す
る
。

停
船
命
令
を
拒
否
し
、
ま
た
は
臨
検
、
捜
索
も
し
く
は
拿
捕
に
対
し
て
積
極
的
に
抵
抗
す
る
。

軍
艦
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
武
装
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
海
賊
に
対
抗
し
て
要
員
を
防
御
す
る
た
め
の

個
人
用
軽
火
器
お
よ
び
「
チ
ャ
フ
」
の
よ
う
な
純
粋
な
回
避
シ
ス
テ
ム
は
除
く
。
ま
た
は
、

そ
の
他
、
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
す
る
。
例
え
ば
、
軍
事
物
資
の
輸
送
。

(e) 
d
 

敵
国
の
軍
艦
ま
た
は
軍
用
機
の
護
衛
の
下
で
航
行
す
る
。

(
C
 
b
)
 す
る
臨
検
捜
索
ま
た
は
他
の
商
船
に
対
す
る
攻
撃
。

(a 

60．
次
の
行
動
は
、
敵
国
の
商
船
を
軍
事
目
標
と
す
る
。

随
的
損
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。

注
解

敵
国
商
船

第
四
節

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

二―

O

（
一
六

0



60 ． 
3 

60 . 
2 

の
、
特
に

(
b
)
、（
C
)
、（
d
)
お
よ
び

(
h
)
は
、
十
分
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
議
論
の
主
導
者
は
、
敵
国
商
船
が
少
な
く
と
も

武
力
紛
争
に
直
接
結
び
つ
い
て
い
な
い
場
合
の
攻
繋
免
除
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
間
に
明
ら
か
に
―
つ
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

初
期
段
階
の
議
論
は
、
敵
国
商
船
の
定
義
に
集
中
し
た
e

参
加
者
は
、
「
商
船
」
と
い
う
用
語
に
関
し
、
そ
れ
が
、
軍
艦
、
軍
の
補
助
船
舶
ま

た
は
特
別
に
保
護
さ
れ
る
船
舶
の
い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
も
入
ら
な
い
す
べ
て
の
船
舶
を
包
含
す
る
こ
と
に
、
直
ち
に
合
意
し
た
。
し
か
し
、
商
船
の

（
訳
注
）

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
で
は
、
こ
の
次
に
「
例
え
ば
、
偵
察
、
早
期
警
戒
、
監
視
、
ま
た
は
指
揮
・
管
制
・
通
信
に
関
す
る
任
務
に
従
事
す
る
。
」

参
加
者
が
提
出
し
た
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
と
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
い
く
つ
か
は
広
く
受
容
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
も

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
(
―
-
）

が
あ
る
。

h
)

敵
国
の
戦
闘
努
力
ま
た
は
戦
争
支
援
努
力
へ
統
合
さ
れ
て
い
る
。

(
g
 
敵
国
軍
艦
ま
た
は
軍
用
機
の
護
衛
の
下
で
航
行
す
る
。

f
)

正
当
に
発
せ
ら
れ
た
停
船
命
令
を
拒
否
す
る
。

e
 
臨
検
、
捜
索
ま
た
は
拿
捕
に
対
し
積
極
的
に
抵
抗
す
る
。

(d)

武
装
さ
れ
て
い
る
。

(
C
 

敵
国
軍
隊
の
情
報
シ
ス
テ
ム
ヘ
統
合
さ
れ
、
ま
た
は
そ
れ
を
支
援
す
る
。

b
 

(a 

60 ． 
1 

注
解

敵
国
軍
隊
の
事
実
上
の
補
助
部
隊
と
し
て
行
動
す
る
。

敵
国
側
に
立
っ
て
戦
争
行
為
に
従
事
す
る
。

を
提
案
し
た
。

（
一
六

0

パ
ラ
グ
ラ
フ

40
に
関
す
る
議
論
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
は
、
最
終
的
に
、
軍
事
目
標
の
論
点
に
対
す
る
最
良
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
一
般
的
定
義
と
例
示
リ
ス
ト
と
の
組
み
合
せ
で
あ
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
軍
事
目
標
と
区
別
原
則
に
関
す
る
報
告
者
は
、
当
初
、
次
の
リ
ス
ト
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ま
る
。

に
運
航
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
恐
ら
く
敵
国
の
戦
争
支
援
努
力
に
も
統
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

三

一
般

国
籍
ま
た
は
敵
性
に
関
し
て
は
二
つ
の
対
立
す
る
見
解
が
み
ら
れ
た
。
一
グ
ル
ー
プ
は
、
中
立
国
旗
、
特
に
便
宜
置
籍
国
旗
を
掲
げ
る
多
く
の
船
舶
は
他

国
の
国
民
ま
た
は
政
府
に
よ
っ
て
コ
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
少
な
く
と
も
艦
橋
の
指
揮
官
が
た
や
す
く
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
経
済

的
ま
た
は
財
政
的
な
側
面
が
し
ば
し
ば
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
船
舶
が
敵
国
政
府
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
敵
国
経
済
の
た
め

第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
各
種
の
理
由
か
ら
商
船
の
敵
性
を
確
定
す
る
際
に
上
記
の
見
地
を
考
慮
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
第
一
に
、

便
宜
置
籍
国
旗
の
問
題
は
中
立
法
の
一
部
の
問
題
で
あ
り
、
中
立
国
商
船
の
地
位
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
第
二
に
、
船
舶
の
国
籍
の
問
題
を

複
雑
化
す
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
。
法
的
に
は
、
敵
国
商
船
と
中
立
国
商
船
の
差
異
は
、
前
者
が
拿
捕
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
中
立
の
地
位
に
疑
い
を

起
こ
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
経
済
的
ま
た
は
財
政
的
な
利
害
関
係
は
、
捕
獲
審
検
所
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
得
る
。
艦
橋
の
指
揮
官
は
、
船
舶
登
録
も
経
済

的
ま
た
は
財
政
的
利
害
関
係
の
ど
ち
ら
も
調
べ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
一
応
国
旗
が
決
定
的
で
あ
り
、
次
に
指
揮
官
は
嫌
疑
を
か
け
る
十

分
な
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
情
報
資
料
に
依
拠
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

1121116
を
参
照
せ
よ
。

「
明
確
な
戦
列
規
則
」
を
作
成
す
る
作
業
で
あ
る
た
め
に
、
表
面
的
に
は
後
者
の
見
解
が
優
勢
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
参
加
者
は
、
こ
の
作
業

そ
の
部
分
に
関
す
る
議
論
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
敵
国
商
船
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
各
種
の
理
由
に
言
及
が
な
さ
れ
た
。
敵
国
商
船
は
、

そ
の
特
質
ま
た
は
機
能
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
軍
事
目
標
と
な
る
か
、
ま
た
は
、
具
体
的
な
場
合
に
お
け
る
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
、
厳
密
な
意
味
に
お
け

る
軍
事
目
標
と
な
る
こ
と
な
く
攻
撃
さ
れ
得
る
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
後
者
は
、
特
に
船
舶
が
臨
検
、
捜
索
お
よ
び
拿
捕
に
抵
抗
す
る
場
合
が
当
て
は

次
に
、
船
舶
の
貨
物
が
戦
争
支
援
努
力
に
貢
献
す
る
な
ら
ば
、
多
く
の
場
合
そ
の
貨
物
は
適
正
な
目
標
で
あ
る
、
と
言
明
さ
れ
た
後
に
、
カ
テ

ゴ
リ
ー

(
h
)
（
敵
国
の
戦
闘
努
力
ま
た
は
戦
争
支
援
努
力
へ
の
統
合
）
が
中
心
的
論
点
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
い
く
人
か
の
参
加
者
は
、

的
に
敵
国
商
船
を
合
法
な
軍
事
目
標
と
し
て
分
類
し
、
次
に
敵
国
船
舶
の
い
く
つ
か
を
攻
撃
か
ら
免
除
す
る
基
準
を
作
成
す
る
よ
う
に
提
案
し
た
。
し
か

60 ． 
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会
期
の
以
後
の
討
議
で
は
、
敵
国
商
船
を
攻
撃
し
得
る
基
準
に
移
っ
た
。
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し
、
こ
の
提
案
を
支
持
す
る
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
た
理
由
は
、
か
な
り
の
範
囲
で
異
っ
て
い
た
。
保
護
さ
れ
る
船
舶
の
地
位
が
そ
れ
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ

る
と
考
え
た
者
が
い
た
一
方
で
、
主
と
し
て
軍
事
的
な
理
由
を
持
ち
出
し
た
者
も
い
た
。
例
え
ば
、
敵
国
商
船
が
一
般
的
に
軍
事
目
標
と
類
別
さ
れ
れ
ば
、

交
戦
規
定

(rules
of e
n
g
a
g
e
m
e
n
t
)

は
、
よ
り
た
や
す
く
起
草
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
と
し
た
。
前
記
の
提
案
を
支
持
し
た
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、
カ
テ

ゴ
リ
ー

(h)
が
、
軍
事
目
標
の
定
義
か
ら
み
て
主
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
と
考
え
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー

(h)
の
文
言
は
、
か
な
り
広
い
意
味
を
も
っ
と
し

て
も
、
例
え
ば
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
実
行
を
み
る
と
、
敵
国
商
船
が
実
際
に
戦
争
支
援
努
力
に
統
合
さ
れ
て
い
た
の
で
、
現
実
的
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
正
確
に
定
義
す
る
必
要
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
実
行
は
、
敵
国
商
船
が
軍
事
目
標
で
あ
る
と
す
る
推
定
を
支

持
し
て
い
る
。
他
の
者
は
、
こ
の
理
由
付
け
に
反
対
し
一
九
七
七
年
の
第
一
追
加
議
定
書
の
採
択
を
も
た
ら
し
た
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
外
交
会
議
中
に
、
文
民
た

る
住
民
の
保
護
に
つ
い
て
持
ち
出
さ
れ
た
議
論
に
言
及
し
た
。

（
一
六

0
五）

一
方
で
特
別
に
保
護
さ
れ
る
者
が
お
り
、
他
方
で
文
民
た
る
住
民
は
そ
れ
自
体
で
保
護
さ

れ
た
。
そ
の
差
異
は
保
護
の
程
度
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
種
の
船
舶
に
と
っ
て
も
同
様
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
も
し

敵
国
商
船
が
そ
れ
自
体
で
軍
事
目
標
で
あ
れ
ば
、
免
除
さ
れ
る
地
位
を
得
る
た
め
の
挙
証
責
任
が
そ
れ
ら
の
船
舶
に
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

二
つ
の
見
解
が
対
立
し
た
た
め
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

(h)
の
敵
国
商
船
が
実
際
に
軍
事
目
標
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
報
告
者
が
提
案
し
た
「
敵

国
の
戦
争
支
援
努
力
へ
の
統
合
」
と
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
を
一
層
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
た
。
報
告
案

に
反
対
す
る
者
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
二
つ
の
世
界
大
戦
中
に
は
、
こ
の
実
行
は
復
仇
の
方
法
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
交
戦

国
自
身
は
、
敵
国
商
船
に
対
す
る
攻
撃
を
違
法
と
み
な
し
て
き
た
。
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
紛
争
で
は
、
紛
争
当
事
国
は
あ
き
ら
か
に
い
か
な
る
法
的
側
面
も

考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
で
は
、
当
事
国
は
敵
国
商
船
を
攻
撃
す
る
能
力
を
保
持
し
て
い

た
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
カ
テ
ゴ
リ
ー

(h)
は
、
慣
習
国
際
法
の
一
部
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ラ
ウ
ン
ド
・

テ
ー
プ
ル
の
任
務
は
将
来
の
紛
争
の
た
め
の
規
則
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
過
去
の
国
家
実
行
を
決
定
的
な
要
素
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
さ
ら

に
、
戦
争
支
援
努
力
へ
の
統
合
が
、
発
見
次
第
攻
撃
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
十
分
な
理
由
と
み
な
さ
れ
る
と
す
る
と
、
第
一
追
加
議
定
書
で
達
成
さ
れ

た
基
準
が
危
う
く
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
諸
国
の
「
法
的
信
念
」
は
、
危
険
な
方
向
へ
発
展
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

(h)
は、

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

~ 



一
九

第
一
追
加
議
定
書
第
五
二
条
―
一
項
の
文
言
に
置
き
換
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
れ
ば
、
敵
国
商
船
が
合
法
な
軍
事
目
標
で
あ
る
か
ど
う

か
は
、
個
々
の
事
例
い
か
ん
に
よ
っ
て
決
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
最
後
に
、
交
戦
規
定
を
起
草
す
る
便
宜
の
よ
う
な
実
用
的
考
慮
は
、
副
次
的
な
重
要
性
し

か
も
た
な
い
。
法
規
が
ま
ず
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
次
に
、
艦
橋
の
指
揮
官
が
そ
の
法
に
従
う
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
明
快
な
交
戦
規

報
告
案
を
支
持
す
る
者
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
諸
国
家
が
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
規
定
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
報
告
案
が
そ
う
な
の
か
を
、
ま
た
、
法
規
が
人
道
的
基
準
と
軍
事
的
基
準
の
合
理
的
な
バ
ラ
ン
ス
で
成
り
立
っ
て
い
る
か
を
確
証
す
る
た
め
に
、
国

一
九
三
六
年
の
ロ
ン
ド
ン
議
定
書
が
失
敗
し
た
の
は
、
条
約
起
草
者
が
第
二
次
大
戦
で
交

戦
国
と
な
る
諸
国
の
能
力
の
違
い
を
無
視
し
た
の
が
原
因
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
拿
捕
の
権
利
を
効
果
的
に
行
使
し
得
た
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
は
、
水

上
部
隊
の
劣
勢
ゆ
え
に
敵
国
経
済
を
打
ち
破
る
た
め
に
他
の
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
現
代
の
武
力
紛
争
で
は
、
戦
争
支
援
努
力
に
正
規
に
統

合
さ
れ
て
い
る
敵
国
商
船
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
、
軍
事
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
法
的
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
分
離
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
二
つ
の
状
況
が
あ
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー

(h)
の
核
心
は
、
例
え
ば
、
敵
国
ま
た
は
敵
国
が
支
配
す
る
領
域
に
向
け
て
航
行
し
、
敵
国
の
軍

隊
に
燃
料
を
供
給
す
る
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
船
舶
は
、
軍
隊
を
輸
送
す
る
船
舶
と
変
わ
ら
な
い
の
で
、
軍
事
目
標
と
な
り
、

攻
繋
を
免
れ
な
い
。
カ
テ
ゴ
リ
ー

(h)
は
、
そ
う
い
う
場
合
で
は
な
く
、
特
に
長
引
く
紛
争
の
場
合
に
、
敵
国
の
輸
出
経
済
に
貢
献
し
て
い
る
商
船
に
適

用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
カ
テ
ゴ
リ
ー

(h)
の
書
き
ぶ
り
の
た
め
に
不
確
実
さ
が
残
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
効
果
的
」
と
い
う
用
語
を
挿
入
す
る
こ
と
で

解
決
で
き
よ
う
。
中
間
的
な
立
場
で
は
「
戦
争
支
援
努
力
」
と
い
う
用
語
は
、
「
そ
の
時
の
一
般
的
状
況
」
に
よ
っ
て
意
味
を
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

か
、
ま
た
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
か
、
ど
ち
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
、
後
者
が
受
け
入
れ
ら
れ
れ
ば
、
敵
国
の
商
船
は

そ
の
他
の
す
べ
て
の
場
合
に
は
拿
捕
に
の
み
服
す
る
と
い
う
よ
う
に
明
確
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

60 ． 
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ア
メ
リ
カ
海
軍
の
現
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
敵
国
商
船
が
敵
国
の
戦
闘
努
力
ま
た
は
戦
争
支
援
努
力
に
統
合
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
か
つ
、

三
六
年
の
ロ
ン
ド
ン
議
定
書
を
遵
守
す
る
と
、
そ
の
部
隊
を
差
し
迫
っ
た
危
険
に
さ
ら
す
か
、
そ
う
で
な
く
て
も
任
務
の
達
成
が
阻
げ
ら
れ
る
と
き
に
は
、

家
実
行
を
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
、

•9 

゜
6
 
定
を
作
る
の
は
、
各
国
政
府
の
義
務
で
あ
ろ
う
。

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

二
―
四

（
一
六

0
六）



60 . 
12 

そ
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
も
の
の
み
を
攻
撃
し
得
る
。

60 . 
11 

(125) 

(126) 

(127) 

二
―
五

（
一
六

0
七）

(125) 

そ
の
敵
国
商
船
を
攻
撃
で
き
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
規
定
の
注
釈
を
み
る
と
、
「
『
戦
争
支
援
」
と
い
う
用
語
は
、
正
確
な
定
義
づ
け
は
な
さ
れ

て
い
な
い
が
、
間
接
的
で
あ
る
と
し
て
も
効
果
的
に
交
戦
国
の
戦
闘
能
力
を
支
援
し
支
持
す
る
『
努
力
』
は
、
当
然
に
そ
の
用
語
の
範
囲
に
入
る
」
と
述

（協）

べ
て
い
る
。
も
う
―
つ
の
注
釈
が
例
と
し
て
示
し
て
い
る
の
は
、
「
兵
器
の
生
産
に
使
用
さ
れ
る
原
料
の
輸
入
、
お
よ
び
売
上
利
益
が
武
器
弾
薬
を
購
入

(121) 

す
る
た
め
交
戦
国
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
製
品
の
輸
出
」
で
あ
る
。

前
掲
注
(
4
)
ア
メ
リ
カ
の
指
揮
官
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
注
釈
p
a
r
a
.
8. 
2
.
 
2
.
 
2
.
 

同
上
、

PP・

中
1
2
.

f
o
o
t
n
o
t
e
 5
2
.
 

同
上
、

pp.
7
 ,
 2
3
.
 
f
o
o
t
n
o
t
e
 9
0
.
 

し
か
し
、
集
中
的
な
議
論
の
後
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
は
、
「
敵
国
の
戦
闘
又
は
戦
争
支
援
努
力
へ
の
統
合
」
と
い
う
表
現
は
非
常
に
広
い

意
味
を
持
つ
の
で
、
こ
れ
ら
残
余
の
部
類
の
船
舶
に
つ
い
て
は
使
用
で
き
な
い
、
と
す
る
見
解
を
受
け
入
れ
た
。
敵
国
商
船
の
う
ち
で
合
法
な
軍
事
目
標

と
な
る
残
余
の
部
類
の
船
舶
を
表
わ
す
た
め
に
選
ば
れ
た
表
現
は
、
例
え
ば
、
軍
事
物
資
を
輸
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軍
事
活
動
に
効
果
的
な
貢
献
を

す
る
商
船
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
軍
事
目
標
の
定
義
の
一
部
と
し
て
パ
ラ
グ
ラ
フ
40
で
使
用
さ
れ
た
表
現
と
同
じ
で
あ
る
。
攻
撃
を
受
け
る
敵
国
商
船

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
拿
捕
に
服
す
る
敵
国
商
船
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
よ
り
も
狭
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
敵
国
商
船
は
拿
捕
し
得
る
。

戦
闘
・
戦
争
支
援
・
軍
事
活
動
に
関
す
る
議
論
の
最
後
に
、
商
船
と
他
の
船
舶
の
間
の
、
ま
た
、
敵
国
船
舶
と
中
立
船
舶
の
間
の
区
別
を
廃
止

す
べ
し
、
と
い
う
も
―
つ
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
攻
撃
に
つ
い
て
議
論
す
る
際
に
は
、
兵
器
を
使
用
す
る
理
由
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
理
由
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
軍
艦
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
か
、
任
務
の
達
成

(
s
e
a
denial
ま
た
は
s
e
a
control)

の
た
め
に
攻
撃

が
不
可
欠
で
あ
る
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
船
舶
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
国
籍
も
関
連
を
も
つ
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
船
舶
が
軍
事
目
標
で
あ
る
か
ど
う
か

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
提
案
に
よ
る
と
、
次
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
船
舶
に
つ
い
て
合
意
す
れ
ば
十
分
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

(a)
い

か
な
る
場
合
に
も
攻
撃
を
受
け
る
船
舶
、

(b)
一
定
の
状
況
の
場
合
に
の
み
攻
撃
を
受
け
る
船
舶
、
お
よ
び
(
C
)
攻
撃
を
受
け
な
い
船
舶
で
あ
る
。
そ
の

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
j

（二）



（
訳
注
）

よ
う
な
方
式
は
、
適
切
な
交
戦
規
定
の
起
草
も
容
易
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
に
は
、
こ
の
次
に
「
こ
の
提
案
は
、
そ
れ
以
上
は
追
求
さ
れ
な
か
っ
た
。
」
と
い
う
文
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。（
訳
注
）

ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
の
こ
の
段
階
に
お
い
て
対
立
し
た
立
場
の
す
べ
て
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
残
り
の
時
間
は
、

敵
国
商
船
の
武
装
に
関
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー

(d)
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
唯
一
の
争
点
は
、
商
船
は
防
御
的
な
武
装
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
攻
繋

さ
れ
な
い
と
す
る
伝
統
的
な
規
則
が
、
な
お
維
持
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
、
若
干
の
参
加
者
は
、
純
粋
に
防
御
的
な
性
質
の
武
装
は

許
容
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
た
。
し
か
し
多
数
の
者
は
、
こ
の
見
解
に
反
対
し
、
現
代
戦
の
状
況
で
は
攻
撃
的
兵
器
と
防
御
的
兵
器
を
区
別
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
船
上
の
秩
序
維
持
ま
た
は
海
賊
の
襲
撃
に
対
す
る
防
御
の
た
め
に
必
要
な
小
型
武
器
は
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
め
る
べ
き

で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
後
に
、
例
え
ば
対
ミ
サ
イ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。

チ
ャ
フ
は
カ
テ
ゴ
リ
ー

(
d
)
の
意
味
に
お
け
る
武
装
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
主
張
が
あ
る
一
方
で
、
船
に
対
し
て
で
は
な
く
、
ミ
サ
イ
ル

と
投
射
物
に
対
し
て
の
み
指
向
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
、
い
く
ら
か
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
た
。

最
終
的
に
は
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
は
、
現
在
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
60
と
な
っ
た
も
の
を
採
用
し
た
。
パ
ラ
グ
ラ
フ

6
0
(
a
)
|（

e)
は
、
本
質
的

に
は
伝
統
的
な
法
を
再
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
的
な
法
の
も
と
で
は
、
敵
国
の
商
船
は
防
御
的
武
装
を
装
備
で
き
た
が
、
攻
繋

的
武
装
を
装
備
し
て
い
た
場
合
に
は
発
見
次
第
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
。
パ
ラ
グ
ラ
フ

6
0
(
f
)
は
こ
の
伝
統
的
な
法
を
変
更
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
過
去
に
は

可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
代
の
兵
器
か
ら
み
る
と
、
商
船
の
武
装
が
攻
幣
的
に
用
い
ら
れ
る
か
、
単
に
防
御
的
に
使
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
判
断
を
敵
国
部
隊
が
で
き
る
と
期
待
す
る
こ
と
は
非
現
実
的
で
あ
る
。
潜
水
艦
に
対
す
る
場
合
を
含
め
、

軍
艦
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
武
装
し
て
い
る
敵
国
商
船
は
、
発
見
次
第
に
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
潜
水
艦
を

衝
角
攻
撃
す
る
た
め
に
使
用
で
き
る
船
首
は
、
兵
器
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
船
舶
の
乗
員
は
、
特
に
海
賊
が
出
没
す
る
海
域
で
は
小
銃
や
挙
銃
の
よ
う
な

個
人
用
の
火
器
で
武
装
で
き
る
。
ま
た
船
舶
は
、
武
装
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
「
チ
ャ
フ
」
の
よ
う
な
回
避
シ
ス
テ
ム
を
装
備
す
る
こ
と
が

60 ． 
14 
（
訳
注
）

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
で
は
、
こ
の
個
所
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

60 ． 
13 
（
訳
注
）
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62 ． 
2 

.
1
 

2
 
6
 
注
解

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

•1 ー6
 
注
解
61
．
こ
れ
ら
の
船
舶
に
対
す
る
い
か
な
る
攻
撃
も
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
38ー

46
に
定
め
る
基
本
的
規
則
に
従
う
。

敵
国
の
民
閻
航
空
機

62
．
敵
国
の
民
問
航
空
機
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

40
の
軍
事
目
標
の
定
義
に
合
致
す
る
場
合
に
の
み
、
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
59
の
敵
国
商
船
に
関
す
る
も
の
と
同
じ
く
、
敵
国
の
民
間
航
空
機
に
対
す
る
攻
撃
に
、

設
け
て
い
る
。
こ
の
敵
国
の
民
間
航
空
機
は
、
特
定
の
軍
関
係
の
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
に
加
え
、
そ
の
性
質
、
位
置
、
用
途
ま
た
は
使
用
に
よ
っ
て
軍

事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
全
面
的
ま
た
は
部
分
的
な
破
壊
、
捕
獲
も
し
く
は
無
力
化
が
、
そ
の
時

点
に
お
け
る
状
況
下
に
お
い
て
明
確
な
軍
事
的
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
ラ
グ
ラ
フ

40
の
軍
事
目
標
の
定
義
は
、
第
一
追
加
議

定
書
第
五
二
条
二
項
と
同
一
で
あ
る
。

民
間
航
空
機
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

1
3
(
l
)
の
中
で
、
敵
国
の
も
の
か
中
立
国
の
も
の
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
軍
用
機
、
軍
の
補
助
航
空
機
ま

た
は
税
関
お
よ
び
警
察
の
よ
う
な
国
の
航
空
機
を
除
い
た
航
空
機
、
と
広
く
定
義
さ
れ
て
い
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ

6
2
1
6
4
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
敵
国
の
民
間

航
空
機
は
、
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
衛
生
航
空
機
、
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
航
空
機
お
よ
び
民
間
旅
客
機
以
外
の
民
間
航
空
機
の
こ
と
で
あ
る
。

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

で
き
る
。

二
―
七

（
一
六

0
九）

パ
ラ
グ
ラ
フ

3
8
|
4
6
の
注
解
を
参
照
せ
よ
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
規
則
は
、
い
か
な
る
攻
撃
目
標
選
定
の
判
断
が
な
さ
れ
る
と
き
に
も
、
従
わ
な

一
般
的
な
制
限
を



63 . 
1 

注
解 (g) 
そ
の
他
の
方
法
で
、
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
す
る
。

(
f
)
 
空
対
空
ま
た
は
空
対
艦
の
兵
器
で
武
装
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
は
、

明
ら
か
に
運
動
す
る
。

(e) 

(
d
)
 

(
C
)
 

(
b
)
 

(a) 

63．
次
の
行
動
は
、
敵
国
民
閻
航
空
機
を
軍
事
目
標
と
す
る
。

（
訳
注
）

敵
国
の
た
め
に
戦
争
行
為
に
従
事
す
る
。
例
え
ば
、
機
雷
敷
設
、
機
雷
掃
海
、
音
響
セ
ン
サ
ー
の
敷
設
ま
た
は
モ
ニ
タ
ー
、
電
子
戦
、
他
の
民

閻
航
空
機
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
も
し
く
は
攻
撃
、
ま
た
は
敵
軍
へ
の
攻
撃
目
標
情
報
の
提
供
。

敵
国
軍
隊
の
補
助
航
空
機
と
し
て
行
動
す
る
。
例
え
ば
、
敵
国
軍
隊
ま
た
は
軍
用
貨
物
の
輸
送
、
軍
用
航
空
機
へ
の
給
油
゜

敵
国
の
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム
ヘ
統
合
さ
れ
、
ま
た
は
そ
れ
を
支
援
す
る
。
例
え
ば
、
偵
察
、
早
期
警
戒
、
監
視
、
ま
た
は
指
揮
・
管
制
・
通
信

自
己
に
対
す
る
識
別
も
し
く
は
針
路
変
更
の
命
令
を
拒
否
し
、
ま
た
は
、
当
該
型
式
の
航
空
機
に
と
っ
て
安
全
で
合
理
的
に
到
達
で
き
る
交
戦

国
飛
行
場
へ
の
臨
検
捜
索
の
た
め
の
引
致
命
令
を
拒
否
す
る
。
ま
た
は
、
航
空
機
の
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
一
部
で
あ
る
と
合
理
的
に
解
釈
で
き
る
火

器
管
制
装
置
を
作
動
し
、
も
し
く
は
、
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
の
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
中
の
交
戦
軍
用
航
空
機
を
攻
撃
す
る
た
め
に

推
進
装
置
と
素
材
技
術
の
進
歩
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
来
、
海
上
武
力
紛
争
に
お
け
る
航
空
機
の
役
割
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
て
き
た
。
速
力
、

航
続
力
、
上
昇
力
、
運
動
性
能
お
よ
び
搭
載
量
は
、
航
空
機
を
し
て
兵
器
の
発
射
母
体
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
多
様
な
任
務
の
遂
行
を
可
能
に
し
た
。

航
空
機
は
海
上
で
、
監
視
、
攻
撃
目
標
の
選
定
、
電
子
戦
、
指
揮
・
管
制
・
通
信
、
臨
検
捜
索
、
給
油
、
捜
索
救
難
、
兵
員
お
よ
ぴ
軍
用
補
給
品
の
輸
送

な
ら
び
に
医
療
支
援
に
恒
常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
航
空
機
に
は
固
定
翼
も
回
転
翼
も
あ
り
、
ま
た
、
艦
載
機
も
陸
上
機
も
あ
り
、
有
人
機
も
無
人
機

も
あ
る
。
兵
器
と
し
て
、
ミ
サ
イ
ル
、
ロ
ケ
ッ
ト
、
機
銃
お
よ
び
爆
弾
を
積
載
で
き
る
。
多
く
の
ウ
エ
ポ
ン
・
シ
ス
テ
ム
が
運
搬
可
能
で
、
小
型
の
固
定

随
伴
す
る
敵
国
の
軍
艦
ま
た
は
軍
用
航
空
機
の
保
護
の
下
で
飛
行
す
る
。

に
関
す
る
任
務
に
従
事
す
る
こ
と
。

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

二
―
八

（
一
六
一

0
)



63 . 
5 

い
る
。

•4 3
 
6
 (128 

.
3
 

3
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C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
で
は
、
「
電
子
戦
に
従
事
」
と
な
っ
て
い
る
。

二
―
九

（
一
六

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ
(
a
)
|
（C
)
は
、
敵
国
の
民
間
航
空
機
を
軍
事
目
標
に
す
る
軍
関
連
の
活
動
を
例
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
の

い
く
つ
か
は
、
民
間
航
空
機
の
大
規
模
な
改
装
を
必
要
と
す
る
。
軍
事
目
標
選
定
に
関
す
る
情
報
提
供
、
情
報
収
集
、
重
要
な
通
信
の
中
継
、
兵
員
ま
た

は
軍
用
貨
物
の
輸
送
の
よ
う
な
他
の
も
の
は
、
民
間
航
空
機
の
外
見
的
な
特
徴
を
変
え
る
こ
と
な
く
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

(d)
と
、
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
敵
国
の
軍
艦
ま
た
は
軍
用
航
空
機
の
随
伴
に
よ
る
保
護
の
下
で
飛
行
す
る
敵
国
民
間
航
空
機
は
、
敵
国
の
軍
艦
ま
た
は

軍
用
航
空
機
が
軍
事
目
標
で
あ
る
の
で
、
戦
闘
の
直
近
で
自
ら
を
危
険
に
さ
ら
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
交
戦
国
部
隊
は
、
保
護
さ
れ
る
敵
国
民
間
航
空

機
が
敵
国
軍
隊
の
補
助
航
空
機
と
し
て
行
動
し
て
い
る
も
の
と
推
定
す
る
か
も
し
れ
ず
、
あ
る
い
は
、
攻
撃
を
強
行
す
る
場
合
に
は
、
敵
国
民
間
航
空
機

を
誤
認
す
る
こ
と
が
あ
る
。
一
九
九

0
年
の
国
際
民
間
航
空
機
関

(
I
C
A
0
)
に
よ
る
「
民
間
航
空
機
の
行
動
に
潜
在
的
に
危
険
な
軍
事
活
動
に
関
す

(128) 

る
安
全
措
置
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、
民
間
航
空
機
は
、
通
常
、
危
険
な
軍
事
作
戦
の
区
域
で
行
動
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

•2 3
 
6
 （訳
注
）

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(
d
)
は
、
敵
国
軍
艦
ま
た
は
軍
用
航
空
機
の
護
衛
の
下
で
航
行
す
る
敵
国
商
船
を
軍
事
目
標
と
規
定
し
た
パ
ラ
グ
ラ
フ
60

I
C
A
O
 D
o
c
.
 9
5
5
4
 ,
 A
N
 I 
9
3
2
,
 
1
9
9
0
.
 

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(e)
は
、
交
戦
国
部
隊
が
、
軍
事
関
係
の
活
動
に
従
事
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
敵
国
民
間
航
空
機
に
遭
遇
す
る
戦
術
場

面
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
敵
国
の
民
間
航
空
機
は
、
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
識
別
に
従
う
義
務
が
あ
る
。
ま
た
、
針
路
の
変
更
ま
た
は
臨
検
捜
索
の
た
め

の
交
戦
国
飛
行
場
へ
の
飛
行
を
命
じ
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
命
令
へ
の
服
従
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
敵
国
の
民
間
航
空
機
を
軍
事
目
標
に
す
る
。

民
間
航
空
機
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
、
針
路
変
更
お
よ
ぴ
臨
検
捜
索
に
関
す
る
規
則
は
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
1251134
に
示
さ
れ
て

ほ
と
ん
ど
の
交
戦
国
が
実
施
し
て
い
る
交
戦
規
定
の
も
と
で
は
、
軍
艦
と
軍
用
機
は
、
攻
撃
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
明
確
で
誤
認

の
な
い
敵
対
行
為
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
実
際
に
撃
た
れ
る
ま
で
自
衛
行
為
を
待
つ
義
務
は
な
い
。
敵
国
民
間
航
空
機
が
軍
艦
や
軍
用
航
空
機
に
対
し

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

翼
機
ま
た
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
迅
速
に
装
備
で
き
る
。
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く
こ
と
に
な
る
。

ニニ〇

て
火
器
管
制
セ
ン
サ
ー
を
輻
射
す
る
こ
と
は
、
ミ
サ
イ
ル
が
即
座
に
発
射
で
き
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
中
の
軍
用
機

を
射
撃
で
き
る
位
置
に
つ
く
よ
う
運
動
す
る
敵
国
民
間
航
空
機
は
、
即
座
に
攻
撃
す
る
意
図
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
民
間
航
空
機
を
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
す

る
通
常
の
手
順
で
は
、
民
間
航
空
機
は
軍
用
機
に
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
さ
れ
た
時
の
針
路
、
速
力
お
よ
び
高
度
を
保
持
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
敵
対
行
為
の
い
ず
れ
か
を
犯
す
こ
と
は
、
敵
国
民
間
航
空
機
を
軍
事
目
標
に
変
え
、
交
戦
国
部
隊
が
即
時
の
防
衛
措
置
を
と
る
結
果
を
招

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(f)
は
、
軍
艦
や
軍
用
機
を
攻
撃
す
る
た
め
に
使
用
で
き
る
兵
器
で
敵
国
民
間
航
空
機
を
武
装
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。

乗
員
の
防
衛
の
た
め
の
個
人
用
軽
火
器
と
攻
撃
兵
器
の
回
避
装
置
や
被
攻
撃
警
報
装
置
は
、
こ
の
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
科
学
技
術
は
、
空
対
空
お
よ

び
空
対
艦
兵
器
を
小
形
で
、
正
確
で
か
つ
致
命
的
な
も
の
に
し
た
9
交
戦
国
部
隊
は
、
そ
う
し
た
兵
器
が
敵
国
の
民
間
航
空
機
で
輸
送
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
合
理
的
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

一
九
二
三
年
の
ハ
ー
グ
空
戦
規
則
は
、
戦
時
に
は
、
い
か
な
る
私
航
空
機
も
本

国
の
管
轄
外
で
武
装
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
慣
習
規
則
を
述
べ
て
い
る
。

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(g)
は
、
敵
国
民
間
航
空
機
に
よ
る
他
の
軍
事
関
連
の
活
動
で
、
敵
国
の
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
し
、
そ
の
た
め
に
敵

国
民
間
航
空
機
を
軍
事
目
標
に
す
る
も
の
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

一
九
二
三
年
の
ハ
ー
グ
空
戦
規
則
は
、
交
戦
国
の
軍
用
機
を
除
く
す
べ

て
の
航
空
機
は
、
い
か
な
る
形
に
お
い
て
も
敵
対
行
為
に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
慣
習
規
則
を
述
べ
て
い
る
。

64．
こ
れ
ら
の
航
空
機
に
対
す
る
い
か
な
る
攻
撃
も
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

38ー

46
に
定
め
る
基
本
的
規
則
に
従
う
。

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
敵
国
商
船
に
関
す
る
パ
ラ
グ
ラ
フ

61
と
同
様
に
、
民
間
航
空
機
に
対
す
る
い
か
な
る
攻
撃
も
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

38146
に

示
す
区
別
、
軍
事
目
標
お
よ
び
付
随
的
損
害
に
関
す
る
基
本
的
規
則
に
従
う
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

（
一
六
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注
解
66
．
そ
れ
ら
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
38ー

46
の
基
本
的
規
則
に
従
っ
て
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
訳
注
）

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
＇
で
、
前
者
は
「
敵
の
軍
用
航
空
機
」
と
な
っ
て
お
り
、
後
者
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

パ
ラ
グ
ラ
フ
3
8
|
4
6
の
注
解
を
参
照
せ
よ
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
規
則
は
、
い
か
な
る
攻
撃
目
標
の
決
定
が
な
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
従
わ

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
」
（
二
）

し
て
も
、
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
。

注
解 パ
ラ
グ
ラ
フ
40
の
意
味
の
軍
事
目
標
で
あ
る
。

敵
国
の
軍
艦
と
軍
用
機

•1 5
 
6
 

（
一
六
一
三
）

65
．
パ
ラ
グ
ラ
フ
47
ま
た
は
53
の
下
で
攻
撃
を
免
除
さ
れ
な
い
限
り
、
敵
国
の
軍
艦
お
よ
び
軍
用
機
な
ら
び
に
敵
国
の
補
助
船
舶
お
よ
び
補
助
航
空
機
は
、

パ
ラ
グ
ラ
フ

47
は
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
敵
国
船
舶
の
種
別
を
、
そ
し
て
パ
ラ
グ
ラ
フ
53
は
攻
繋
を
免
除
さ
れ
る
敵
国
航
空
機
の
種
別
を
列
挙
し

（
訳
注
）

て
い
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ

13
は
、
軍
艦
、
補
助
船
舶
、
軍
用
航
空
機
お
よ
び
補
助
航
空
機
を
定
義
し
て
い
る
。
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
敵
航
空
機
の
種
別
は
ほ

（
訳
注
）

と
ん
ど
な
く
、
そ
し
て
、
う
ま
く
ゆ
け
ば
容
易
に
識
別
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
衛
生
航
空
機
、
民
間
旅
客
機
お
よ
び
合
意
に
よ
り
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た

航
空
機
で
あ
る
。
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
敵
国
船
舶
の
種
別
は
多
少
広
い
。
そ
れ
は
、
あ
る
程
度
、
船
舶
が
航
空
機
よ
り
も
非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
移
動
し
、

よ
り
多
く
の
時
間
を
そ
れ
が
も
た
ら
す
脅
威
の
性
質
の
評
価
に
使
用
で
き
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
さ
ら
に
歴
史
的
に
も
、
近
接
す
る
航
空
機
は
脅
威
を

構
成
す
る
と
の
一
応
の
推
定
が
存
在
し
た
。
一
般
に
、
敵
国
の
軍
艦
と
補
助
船
舶
は
、
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
場
合
、
降
伏
し
た
場
合
、
ま
た
は
病
院
船
、

衛
生
輸
送
手
段
も
し
く
は
も
っ
ぱ
ら
海
洋
汚
染
事
故
に
対
処
す
る
た
め
に
建
造
さ
れ
て
い
る
か
改
装
さ
れ
て
い
る
船
舶
の
よ
う
に
、
容
易
に
認
識
で
き
る

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
場
合
に
は
攻
撃
を
免
除
さ
れ
る
。
軍
艦
が
、
単
に
、
雷
撃
さ
れ
た
船
舶
の
生
存
者
を
救
助
す
る
よ
う
な
人
道
的
任
務
に
従
事
し
て
い
る
と

~ 
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解

中
立
国
の
商
船

中
立
国
の
商
船
と
民
問
航
空
機

67
．
中
立
国
の
旗
を
掲
げ
る
商
船
は
、
次
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
攻
撃
し
て
は
な
ら
な
い
。

合
理
的
な
理
由
に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
が
戦
時
禁
制
品
を
輸
送
し
て
い
る
か
封
鎖
を
侵
破
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
、
事
前
の
警
告
の
後
に
、

そ
れ
ら
が
、
意
図
的
か
つ
明
ら
か
に
停
船
を
拒
否
し
、
ま
た
は
意
図
的
か
つ
明
ら
か
に
臨
検
、
捜
索
ま
た
は
拿
捕
に
抵
抗
す
る
。

敵
国
軍
隊
の
補
助
者
と
し
て
行
動
す
る
。

§ 

例
え
ば
軍
事
物
資
を
輸
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
敵
国
の
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
し
て
お
り
、
か
つ
、
攻
撃
す
る
側
の
部
隊
に
と
っ
て
、

乗
客
と
乗
組
員
を
安
全
の
場
所
に
先
に
置
く
こ
と
が
実
行
可
能
で
は
な
い
。
事
情
が
許
す
な
ら
ば
、
商
船
は
、
航
路
の
変
更
、
荷
降
ろ
し
、
ま
た

は
他
の
事
前
の
予
防
措
置
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
警
告
が
与
え
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。

議
論
の
主
導
者
は
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
の
多
数
の
者
が
最
も
重
要
と
考
え
た
中
立
国
商
船
の
地
位
に
関
す
る
議
題
に
つ
い
て
、
考
え
ら
れ

る
討
議
基
礎
案
を
作
成
し
た
。
彼
は
、
敵
性
ま
た
は
中
立
性
の
確
定
問
題
を
詳
細
に
論
じ
る
の
を
好
ま
ず
、
中
立
国
ま
た
は
非
交
戦
国
の
船
舶
が
攻
撃
を

受
け
る
状
況
に
集
中
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
攻
撃
を
た
ぶ
ん
正
当
化
で
き
る
場
合
と
し
て
報
告
者
お
よ
び
他
の
参
加
者
が
提
出
し
て
い
た
リ

（
訳
注
）

ス
ト
が
適
切
な
基
礎
と
さ
れ
た
。
議
論
の
主
導
者
が
提
案
し
た
そ
の
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
中
立
国
商
船
は
次
の
場
合
に
攻
撃
を
受
け
る
。

f
)
 

(e) 
敵
国
の
軍
艦
ま
た
は
軍
用
機
の
護
衛
の
下
で
航
行
す
る
。

d
)
 
敵
国
の
情
報
シ
ス
テ
ム
ヘ
統
合
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
支
援
す
る
。

(
C
)
 

(
b
)
 
敵
国
の
た
め
に
戦
争
行
為
に
従
事
す
る
。

(a) 

第
五
節

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

（
一
六
一
四
）
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よ
う
に
地
勢
上
融
通
の
き
か
な
い
武
力
紛
争
で
は
、
中
立
国
商
船
は
交
戦
国
の
措
置
に
よ
っ
て
影
響
を
被
る
。
リ
ス
ト
の
い
ろ
い
ろ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ

い
て
、
彼
は

(h)
項
が
最
も
論
争
の
あ
る
も
の
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
武
力
紛
争
時
に
お
け
る
中
立
国
商
船
の
た
め
の
行
動
規
範
を
作
る
と
い
う
構
想

を
考
慮
に
入
れ
る
よ
う
提
案
し
た
。
彼
は
、
第
一
追
加
議
定
書
の
諸
規
定
を
考
慮
し
て
、
民
用
物
の
保
護
が
主
要
な
論
点
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
し
か

し
、
参
加
者
は
そ
の
他
の
関
連
問
題
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
彼
は
、
中
立
国
商
船
は
攻
撃
を
受
け
な
い
と
い
う
仮
定
か
ら
出

発
し
、
前
述
の
リ
ス
ト
に
規
定
さ
れ
た
免
除
を
議
論
す
る
こ
と
で
前
へ
進
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

な
っ
た
。
区
別
の
維
持
を
支
持
す
る
一
グ
ル
ー
プ
は
、
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
国
連
憲
章
の
下
で
は
中
立
国
商
船
の
保
護
さ
れ
る
地
位
は
伝
統
的
な

.
2
 

7
 
6
 （訳
注
）
敵
国
の
戦
争
支
援
努
力
に
統
合
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
攻
繋
す
る
艦
に
と
っ
て
、
乗
客
と
乗
員
を
安
全
の
場
所
に
先
に
置
く
選
択
が
実
行
可
能

議
論
の
主
導
者
は
、
中
立
国
商
船
が
演
じ
る
役
割
は
実
際
面
で
重
要
で
は
な
い
と
す
る
見
解
に
反
対
し
た
。
例
え
ば
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の

商
船
の
敵
性
ま
た
は
中
立
性
の
間
の
区
別
を
大
き
く
扱
わ
な
い
と
い
う
議
論
主
導
者
の
提
案
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
重
大
な
論
争
点
と

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
で
は
、
「
討
議
の
基
礎
」
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
な
い
と
き
は
、
無
警
告
で
。

(
h
 な
い
と
き
は
、
無
警
告
で
。

(g) 

(
f
 
(e 
(
d
 

(
C
 
b
)
 

(a 

臨
検
、
捜
索
ま
た
は
拿
捕
に
意
図
的
か
つ
執
拗
に
抵
抗
す
る
と
き
は
、
事
前
の
笞
告
の
後
。

正
当
に
発
せ
ら
れ
た
停
船
命
令
を
意
図
的
か
つ
執
拗
に
拒
否
す
る
と
き
は
、
事
前
の
警
告
の
後
。

敵
国
の
た
め
に
戦
争
行
為
に
従
事
す
る
と
き
は
、
無
警
告
で
。

事
実
上
、
敵
国
軍
隊
の
補
助
者
と
し
て
行
動
す
る
と
き
は
、
無
苔
告
で
。

敵
国
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
統
合
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
支
援
す
る
と
き
は
、
無
警
告
で
。

敵
国
の
軍
艦
ま
た
は
軍
用
機
の
護
衛
の
下
で
航
行
す
る
と
き
は
、
無
警
告
で
。

~ 
（
一
六
一
五
）

敵
国
の
戦
闘
努
力
に
統
合
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
攻
撃
す
る
艦
に
と
っ
て
、
乗
客
と
乗
員
を
安
全
の
場
所
に
先
に
置
く
選
択
が
実
行
可
能
で
は



.
6
 

7
 
6
 
民
と
武
力
紛
争
当
事
国
の
間
の
通
商
を
禁
止
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。

（
訳
注
）

前
の
諸
点
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
見
解
は
、

（
訳
注
）

に
よ
っ
て
拒
絶
さ
れ
た
。
武
力
紛
争
の
場
合
に
は
、
国
連
憲
章
は
交
戦
国
の
行
為
の
合
法
性
に
つ
い
て
は
い
か
な
る
役
割
も
演
じ
な
い
。
そ
の
う
え
、
中

立
国
の
実
行
を
強
調
し
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
。
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
中
、
中
立
国
は
、
そ
の
経
済
的
利
益
に
対
す
る
い
か
な
る
介
入
も
黙
許
す
る
意
思

の
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
能
力
を
有
し
て
い
た
し
、
そ
の
能
力
を
使
用
し
た
。
そ
れ
は
、
例
外
的
な
場
合
で
あ
っ
て
、

67 ． 
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て
い
る
国
と
を
区
別
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
後
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
国
の
旗
を
掲
げ
る
商
船
は
、
よ
り
高
い
保
護
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
国
は
、
自
国
船
舶
を
紛
争
に
関
与
さ
せ
な
い
こ
と
に
特
別
の
利
益
を
も
ち
、
そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
自
国
の
商
船
を
よ
り
厳
格
に
監
督
す
る
行

動
を
と
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
ス
イ
ス
ま
た
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
商
船
が
同
じ
取
扱
を
受
け
た

と
し
た
ら
忍
び
難
い
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
付
け
加
え
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
は
、
旗
国
の
中
立
の
形
態
に
基
づ
く
新
し
い
区
別
に
は
同
意
し

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
実
際
に
は
、
な
し
得
な
い
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
永
世
中
立
ま
た
は
厳
格
な
中
立
の
地
位
に
同
意
し
て
い
る
国
家
で
さ
え
、
自
国

参
加
者
の
も
う
ー
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
実
際
的
お
よ
び
法
的
問
題
の
多
様
性
ゆ
え
に
、
中
立
国
と
敵
国
の
商
船
の
区
別
を
ま
っ
た
＜
廃
止
す
る

67 ． 
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法
の
場
合
と
比
べ
て
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
今
日
も
、
中
立
国
商
船
に
対
し
停
船
、
臨
検
お
よ
び
捜
索
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
国
際
連
合
憲
章
第
五

一
条
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
場
合
に
し
か
攻
撃
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
海
戦
法
そ
れ
自
体
が
国
連
憲
章
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
意
味
し
な
い
。
し
か
し
、
国
際
的
武
力
紛
争
が
勃
発
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
特
に
交
戦
国
と
中
立
国
の
関
係
で
国
連
憲
章
が
効
力
を
停
止
し
な
い
と
い

う
否
定
で
き
な
い
事
実
に
妥
当
な
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
中
の
中
立
国
の
実
行
を
み
る
と
、
そ
れ
は
、
交
戦
国
の
実

行
と
同
じ
程
度
ま
で
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
る
こ
と
さ
え
で
き
る
。
特
に
、
国
連
憲
章
第
五
一
条
を
引
き
合
い
に
出
す
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
つ

い
て
は
、
自
衛
権
の
行
使
に
当
っ
て
、
臨
検
と
捜
索
の
権
利
を
制
限
す
る
方
向
へ
向
か
う
傾
向
が
す
で
に
み
ら
れ
た
。

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
で
は
、
こ
の
文
章
の
前
に
「
彼
ら
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
」
と
い
う
語
句
が
あ
る
。

少
数
で
は
あ
る
が
、
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

一
方
で
紛
争
当
事
国
で
な
い
国
と
、
他
方
で
永
世
中
立
の
地
位
に
同
意
し

一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ニニ四

一
方
の
国
連
憲
章
と
他
方
の
戦
争
法
・
中
立
法
で
は
適
用
範
囲
が
異
な
る
、
と
指
摘
し
た
人
達

（
一
六
一
六
）



か
に
多
数
の
参
加
者
が
組
し
た
見
解
は
、
中
立
国
商
船
は
例
外
的
な
場
合
に
の
み
攻
撃
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
ま
と
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
立
国

商
船
が
敵
国
の
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
破
壊
が
明
確
な
軍
事
的
利
益
を
も
た
ら
す
場
合
に
の
み
攻
撃
を
受
け
る
。
こ
れ
ら

の
前
提
条
件
な
ら
び
に
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
な
経
済
的
貢
献
と
い
う
条
件
が
明
確
に
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
敵
国
港
か
ら
出
港
す
る

（
訳
注
）

中
立
国
商
船
と
、
石
油
の
よ
う
な
輸
出
貨
物
を
輸
送
し
て
い
る
中
立
国
商
船
は
、
軍
事
目
標
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
い
く
人
か

•9 7
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係
に
関
し
て
も
当
て
は
ま
る
。

攻
漿
に
移
行
す
る
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
ず
、
す
べ
て
の
中
立
国
商
船
を
妨
害
す
る
こ
と
な
く
通
過
さ
せ
る
義
務
を
負
う
、
と
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
見
解

は
、
そ
の
実
行
可
能
性
を
疑
う
者
達
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
。
国
際
法
に
は
強
制
手
段
が
な
い
の
で
、
戦
争
を
敗
退
に
追
い
込
む
よ
う
な
規
則
を
受
け
入

れ
る
よ
う
国
家
に
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
定
の
限
界
が
あ
る
。
同
じ
こ
と
が
兵
器
技
術
の
発
達
と
経
済
の
関

中
立
国
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
は
軍
事
目
標
の
定
義
自
体
で
は
な
く
て
、
定
義
に
含
ま
れ
る
基
準
の
み
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
後
、
明
ら

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
」
（
二
）

•8 7
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こ
と
を
提
案
し
た
。
彼
等
に
は
、
軍
事
目
標
の
定
義
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
中
立
国
商
船
ま
た
は
敵
国
商
船
の
い
ず
れ
の
法
的
地
位
も
、
そ
の
時
点
の
状

況
に
お
け
る
商
船
の
貨
物
と
機
能
の
い
か
ん
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
、
二
組
の
規
則
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
、
を
疑
問
視
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

戦
域
か
ら
遠
隔
の
海
域
で
行
動
中
の
敵
国
旗
を
掲
げ
た
船
舶
は
、
軍
事
目
標
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
敵
国
に
重
要
な
貨
物
を
輸

送
し
て
い
る
中
立
国
船
舶
は
、
軍
事
目
標
と
み
な
さ
れ
得
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
無
害
の
推
定
は
、
掲
げ
て
い
る
国
旗
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
商
船
に
適

用
さ
れ
る
。
商
船
は
、
軍
事
目
標
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
ま
た
、
攻
撃
に
お
け
る
す
べ
て
の
事
前
の
予
防
措
置
が
遵
守
さ
れ
た
場
合
に
の

み
、
攻
撃
さ
れ
る
。

し
か
し
、
多
数
派
の
見
解
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
中
立
国
商
船
と
敵
国
商
船
の
区
別
は
三
つ
の
理
由
で
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
に
、
軍
事
目
標
の
定
義
は
、
交
戦
国
と
中
立
国
の
間
の
法
的
関
係
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
第
二
に
、
す
べ
て
の
敵
国
商
船
は
拿
捕
と
没
収
を
免
れ
な

い
点
で
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
第
三
に
、
実
際
的
な
政
治
の
問
題
と
し
て
中
立
国
は
、
紛
争
に
関
与
し
な
い
。

•7 7
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そ
こ
で
、
参
加
者
は
、
中
立
国
商
船
の
一
般
的
な
地
位
を
議
論
し
た
。
交
戦
者
が
臨
検
捜
索
の
権
利
を
行
使
す
る
能
力
を
持
た
な
い
場
合
に
は
、

ニニ五

（
一
六
一
七



(
C
 
b
)
 
事
実
上
の
補
助
者
と
し
て
行
動
す
る
。

敵
国
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
統
合
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
支
援
す
る
。

(a) 
敵
国
の
た
め
に
戦
争
行
為
に
従
事
す
る
。

を
行
な
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

る
案
を
提
出
す
る
と
い
う
任
務
が
与
え
ら
れ
た
。
議
論
主
導
者
は
、
区
別
原
則
の
有
効
性
と
軍
事
目
標
の
定
義
な
ら
び
に
比
例
性
の
原
則
に
つ
い
て
は
一

般
的
合
意
が
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
、
リ
ス
ト
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し
、
い
か
な
る
程
度
ま
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
か
は
不
明
瞭
の

ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
海
戦
法
の
特
定
の
要
素
に
つ
い
て
合
意
が
達
成
さ
れ
た
と
き
に
の
み
解
決
さ
れ
得
る
と
、
議
論
の
主
導
者
は
考
え
た
。
こ

の
た
め
参
加
者
は
、
提
示
さ
れ
た
数
多
く
の
論
点
を
な
お
も
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
特
に
、
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
中

（四）

立
と
非
交
戦
の
区
別
、
お
よ
び
非
中
立
的
役
務
の
定
義
が
あ
っ
た
。
議
論
の
主
導
者
は
、
後
者
の
論
点
に
つ
い
て
、
考
え
ら
れ
る
結
論
を
詳
し
く
述
べ
る

こ
と
な
く
、
そ
の
用
語
の
明
確
化
に
利
用
で
き
る
六
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
明
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
中
立
国
商
船
は
、
次
の
場
合
に
非
中
立
的
役
務

67 ． 
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を
彼
ら
は
認
め
た
。

次
い
で
、
参
加
者
は
、
議
論
の
主
導
者
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
リ
ス
ト
の
検
討
を
始
め
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー

(
a
)
|
（f
)
に
は
大
き
な
反
対
は
な

か
っ
た
が
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

(g)
（
戦
闘
努
力
へ
の
統
合
）
と
カ
テ
ゴ
リ
ー

(h)
（
戦
争
支
援
努
力
へ
の
統
合
）
は
議
論
の
的
と
な
っ
た
。
い
く
人
か
の
者

は
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
間
を
区
別
で
き
る
の
か
を
疑
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
を
軍
事
目
標
の
定
義
に
岡
き
換
え
る
か
、
ま
た
は
全
部
削
除

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
他
の
者
た
ち
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

(g)
と
(
h
)
の
維
持
を
望
ん
だ
。
と
い
う
の
は
、
攻
撃
を
正
当
化
す
る
例
外
的
な
場
合
の
完
壁

な
リ
ス
ト
を
作
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
な
お
詳
細
に
精
緻
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

中
立
国
商
船
の
地
位
に
関
し
て
結
論
に
達
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
議
論
の
主
導
者
に
、
議
論
を
組
み
立
て
る
の
に
助
け
と
な

67 ． 
10 
（
訳
注
）

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
で
は
、
「
と
し
て
取
扱
う
」
と
な
っ
て
い
る
。

の
参
加
者
は
、
非
中
立
的
役
務
に
関
す
る
規
則
を
再
編
成
し
、
そ
の
規
則
を
軍
事
目
標
の
定
義
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
提
案
し
た
。

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

二
二
六

（
一
六
一
八
）



『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

(b)

す
べ
て
の
商
船
に
停
船
を
要
求
す
る
こ
と
。

(a 

動
に
つ
い
て
の
規
則
で
あ
る
。
そ
の
行
動
規
則
に
よ
る
と
、
交
戦
国
は
以
下
の
権
利
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

区
域
の
制
限
を
発
す
る
こ
と
。

67 ． 
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第
一
組
の
規
則
は
、
中
立
国
商
船
の
行
動
規
範
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
に
つ
い
て
非
中
立
的
役
務
の
定
義
が
出
発
点
と
し
て
採
用
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
中
立
国
商
船
は
、
敵
国
の
護
衛
の
下
で
航
行
す
る
こ
と
、
ま
た
、
敵
国
の
た
め
に
戦
争
行
為
に
従
事
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。
さ
ら
に
、
中
立
国
商
船
が
正
当
な
停
船
命
令
に
従
う
義
務
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
臨
検
と
捜
索
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
同
規
範

に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
議
論
の
主
導
者
は
、
中
立
国
商
船
の
武
装
禁
止
を
正
当
化
す
る
理
由
は
な
い
と
考
え
た
。

第
二
組
の
規
則
は
、
敵
国
船
舶
で
あ
る
か
中
立
国
船
舶
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
商
船
と
の
関
係
で
武
力
紛
争
当
事
国
が
と
る
行

67 . 
13 

あ
っ
た
。

6
7
.
1
2

こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
な
お
徹
底
的
に
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
特
に
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

(e)
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
「
敵
国
の
戦

争
支
援
努
力
へ
の
統
合
」
に
関
し
、
参
加
者
が
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
旗
国
は
た
い
て
い
の
場
合
に
自
国
の
旗
を
掲
げ
て
い
る

船
舶
の
行
動
に
気
付
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
非
中
立
的
役
務
の
各
行
為
を
こ
の
よ
う
に
列
挙
す
る
だ
け
で
は
、
商
船
に
対
す
る
戦
争
の
影
響

を
軽
減
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
と
、
議
論
の
主
導
者
は
付
け
加
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
さ
ら
に
二
組
の
規
則
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

（
訳
注
）

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
＇
で
は
、
「
ま
た
は
」
に
な
っ
て
い
る
。

(129)

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
期
で
は
最
終
文
書
で
、
中
立
国
と
非
交
戦
国
の
区
別
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
非
紛
争
当
事
国
を
「
中
立
国
」
と
呼

ぶ
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
パ
ラ
グ
ラ
フ

1
3
(
d
)
の
注
解
を
参
照
。

(f)

敵
国
の
軍
艦
ま
た
は
軍
用
機
の
護
衛
の
下
で
航
行
す
る
。

(e) 

（
ポ
注
）

敵
国
の
戦
争
支
援
努
力
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
び
、

(d)

敵
国
の
戦
闘
努
力
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

ニニ七

（
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6
7
.
1
8

非
中
立
的
役
務
に
関
し
、

船
の
行
動
規
範
が
、
か
な
り
論
じ
ら
れ
た
。

議
論
の
主
導
者
は
、
区
域
的
制
限
に
関
す
る
議
題
は
後
の
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
会
期
で
包
括
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
詳

述
す
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
。
カ
テ
ゴ
リ
｀
ー

(d)
に
関
し
て
、
彼
は
、
中
立
国
商
船
は
軍
事
目
標
で
あ
る
か
ま
た
は
非
中
立
的
役
務
に
従
事
し
て
い
る

と
き
に
、
拿
捕
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
中
立
国
商
船
は
、
臨
検
、
捜
索
お
よ
び
拿
捕
に
対
し
積
極
的
に
抵
抗
す
る
場
合
に
は
、
事
前
の
野
告
の
後
に

攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
彼
は
、
敵
国
の
戦
闘
努
力
お
よ
び
戦
争
支
援
努
力
へ
の
統
合
が
無
警
告
攻
撃
を
正
当
化
す
る
か
ど
う
か
を
は
っ
き

議
論
の
主
導
者
が
、
中
立
国
商
船
の
問
題
を
幅
広
く
取
り
扱
う
よ
う
提
案
す
る
つ
も
り
で
述
べ
た
そ
の
説
明
は
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
の
進

め
方
に
関
す
る
基
礎
的
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
生
じ
さ
せ
た
。
多
数
派
は
、
議
論
の
主
導
者
の
詳
し
い
提
案
を
歓
迎
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
こ
の
会
議

の
対
象
外
で
あ
る
と
み
な
し
た
。
そ
こ
で
扱
わ
れ
る
べ
き
問
題
は
、
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
く
、
軍
事
目
標
の
定
義
が
、
中
立
国
商
船
の
地
位
に
法
的
関

連
性
を
も
つ
か
否
か
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
基
本
的
問
題
で
あ
り
、
他
の
す
べ
て
の
こ
と
が
ら
は
、
そ
れ
が
ど
う
な
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

義
の
有
効
性
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
達
成
で
き
た
場
合
に
は
じ
め
て
、
細
部
事
項
に
つ
い
て
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
定
義
の
表
現
は
、

67 ． 
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い
く
人
か
の
参
加
者
は
、
多
数
派
と
は
逆
に
、
定
義
は
細
部
事
項
の
研
究
の
結
果
か
ら
の
み
導
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、

則
か
ら
着
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
は
、
議
論
の
主
導
者
の
提
議
を
以
後
の
討
議
の
基
礎
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
を
提
案

し
た
。
そ
れ
に
引
き
続
い
て
行
な
わ
れ
た
議
論
の
中
で
、
議
論
の
主
導
者
が
提
議
し
た
二
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
、
非
中
立
的
役
務
の
定
義
と
中
立
国
商

一
九

0
九
年
の
ロ
ン
ド
ン
宣
言
第
四
五
条
の
フ
ラ
ン
ス
語
正
文
と
英
語
訳
の
表
現
の
違
い
に
言
及
が
な
さ
れ
た
。
フ

か
な
り
幅
の
広
い
も
の
と
な
る
。

67 . 
16 

り
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
考
え
た
。

67 ． 
15 
(e) 
警
告
し
て
、
ま
た
は
無
警
告
で
、
商
船
を
攻
撃
す
る
こ
と
。

(
d
 

(
C
 

す
べ
て
の
商
船
を
臨
検
捜
索
す
る
こ
と
。

一
定
の
条
件
の
下
で
、
商
船
を
拿
捕
す
る
こ
と
。
お
よ
び
、

関
法
第
四
五
巻
第
六
号
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六
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一
般
的
な
定

一
般
的
定
義
と
一
般
原



（
訳
注
）

C
a
m
b
r
i
d
g
e
本
＇
で
は
、
こ
の
文
章
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

え
る
よ
う
提
案
さ
れ
た
。
当
初
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

(g)
と
(
h
)
は
中
立
国
商
船
に
対
す
る
攻
撃
を
正
当
化
す
る
に
は
不
適
切
と
み
な
さ
れ
た
の
で
、
は
じ
め

の
う
ち
は
、
こ
の
提
案
に
一
定
の
賛
意
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
、
提
案
の
文
言
が
批
判
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
直
接
的
な
」
と
い
う

用
語
は
、
重
要
な
物
資
を
敵
国
に
供
給
し
て
い
る
中
立
国
船
舶
を
除
外
す
る
の
で
反
対
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
行
為
は
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
が
、
間
接
的

な
貢
献
と
し
か
み
な
さ
れ
え
な
い
。
さ
ら
に
、
大
海
軍
国
は
、
限
定
武
力
紛
争
の
み
な
ら
ず
全
体
的
な
戦
争
に
お
い
て
も
適
用
で
き
る
表
現
し
か
受
け
入

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
効
果
的
」
と
い
う
用
語
を
維
持
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
「
戦
争
的
活
動
」
と
い
う
用
語
も
ま
た
拒
否
さ
れ
た
。
多
数
派
は
、

第
一
追
加
議
定
書
の
表
現
に
一
致
さ
せ
る
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
用
語
を
「
軍
事
活
動
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
提
議
し
た
。
結
局
、
当
初
の
カ
テ
ゴ

リ
ー

(g)
と

(h)
を
「
軍
事
活
動
へ
の
効
果
的
な
貢
献
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
の
表
現
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

40
の
軍
事
目
標
の
定
義
に

（
訳
注
）

由
来
す
る
。
た
だ
し
、
多
数
派
は
中
立
国
商
船
そ
れ
自
体
は
軍
事
目
標
で
は
な
い
、
と
い
う
見
方
を
し
た
。

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
j

(二）

67 . 
20 
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（
一
六

一
九

0
九
年
以
後
の
国
家
実
行
に
よ
っ
て
発
展
し
た

ラ
ン
ス
語
の
用
語
「
軍
事
的
附
助
」

(
a
s
s
i
s
t
a
n
c
e
hostile)

は
、
公
平
義
務
の
違
反
以
上
の
も
の
を
意
味
す
る
と
主
張
さ
れ
た
。
二
種
類
の
「
軍
事
的

柑
助
」
が
あ
り
、
直
接
的
な
そ
れ
と
、
間
接
的
な
そ
れ
で
あ
る
。
後
者
が
、
例
え
ば
軍
隊
の
輸
送
を
含
む
の
に
対
し
て
、
前
者
は
交
戦
国
か
ら
の
命
令
の

一
九

0
九
年
の
ロ
ン
ド
ン
宣
言
に
よ
れ
ば
、
非
中
立
的
役
務
は
経
済
と
貿
易
の
関
係
に
従
事
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
戦
争
行
為
に
お
け
る
援
助
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
参
加
者
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。

こ
の
見
解
に
反
対
す
る
他
の
者
は
、
ロ
ン
ド
ン
宜
言
は
没
収
す
る
こ
と
ま
で
に
限
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
際
捕
獲
審
検
所
に
対
し
述
べ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
議
論
の
た
め
に
は
限
ら
れ
た
価
値
し
か
な
い
も
の
と
み
な
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
宣
言
は
、

一
九

0
九
年
当
時
存
在
し
た
慣

習
法
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
非
中
立
的
役
務
が
中
立
国
商
船
を
攻
撃
に
さ
ら
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
第
一
次
世
界
大

戦
に
お
い
て
実
行
は
変
化
し
、
お
そ
ら
く
法
も
変
化
し
た
。
こ
の
た
め
、
検
討
す
べ
き
問
題
点
は
、

非
中
立
的
役
務
の
概
念
が
中
立
国
商
船
の
攻
撃
に
関
し
て
ど
こ
ま
で
使
用
で
き
る
か
で
あ
る
、
と
反
対
者
は
主
張
し
た
。

そ
の
後
の
討
議
の
過
程
に
お
い
て
、
当
初
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

(g)
と
(
h
)
は
、
「
戦
争
的
活
動
へ
の
効
果
的
ま
た
は
直
接
的
な
貢
献
」
に
置
き
換

受
領
と
同
様
の
行
為
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
、

ニニ九
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二
三
〇

次
に
参
加
者
の
議
論
は
、
そ
の
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
該
当
す
る
事
例
に
集
中
し
た
。
も
っ
と
も
議
論
の
あ
っ
た
問
題
点
は
、
経
済
的
支
援
、

特
に
重
要
な
物
資
を
輸
出
す
る
こ
と
が
「
効
果
的
な
貢
献
」
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
の
か
ど
う
か
、
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
い
く
人
か
の
参
加

者
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
中
の
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
お
け
る
実
行
を
指
摘
し
た
。
カ
ー
グ
島
へ
の
、
お
よ
び
同
島
か
ら
の
運
航
に
組
み
込
ま
れ
た
中
立
国

の
タ
ン
カ
ー
は
、
イ
ラ
ク
軍
に
よ
っ
て
攻
繋
さ
れ
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
し
て
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
実
行
を
一
般
化
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
が
合
意
さ
れ

参
加
者
は
、
当
初
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

(a)
と

(b)
か
ら
、
事
前
警
告
の
要
件
を
削
除
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
後
、
中
立
国
商
船
の
行
動
規
範
の
提

案
に
関
す
る
審
議
に
と
り
か
か
っ
た
。
多
く
の
者
が
そ
う
し
た
規
範
を
持
つ
こ
と
は
有
益
で
あ
る
と
考
え
た
も
の
の
、
多
数
派
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら

こ
の
問
題
を
取
扱
う
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
第
一
に
、
そ
の
問
題
は
ボ
ッ
フ
ム
会
期
の
対
象
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
時
に
な
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
家
船
舶
局
が
各
紛
争
に
お
い
て
勧
告
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
の
よ

う
な
行
動
規
範
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
旗
を
か
か
げ
る
個
々
の
商
船
の
行
為
に
つ
い
て
旗
国
の
国
際
責
任
に
関
す
る
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
最
後
に
、
そ
の

よ
う
な
行
動
規
範
は
法
的
義
務
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
行
動
規
範
に
違
反
し
て
も
国
際
舞
台
で
法
的
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
国
際
海
事
機
関
の
よ
う
な
他
の
機
関
が
本
問
題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
提
案
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

最
終
的
に
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
プ
ル
は
現
パ
ラ
グ
ラ
フ

67
の
文
章
を
採
用
し
た
。
サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

6
7
(
a
)
|（
e)
に
い
う
部
類
の
船
舶
は
、

通
常
、
攻
撃
を
受
け
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

6
7
(
a
)
に
つ
い
て
は
、
そ
の
船
舶
が
戦
時
禁
制
品
を
輸
送
し
て
い
る
か
、
封
鎖
を

侵
破
し
て
い
る
と
信
ず
る
に
足
る
十
分
な
根
拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
船
舶
は
、
封
鎖
地
区
へ
、
ま
た
は
封
鎖
地
区
か
ら
航
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
封

鎖
を
侵
破
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
戦
時
禁
制
品
た
る
貨
物
は
、
敵
対
国
が
行
な
う
潜
在
的
な
輸
入
品
で
あ
り
、
潜
在
的
輸
出
品
で
は
な
い
。
サ
プ

パ
ラ
グ
ラ
フ

6
7
(
a
)
と

(e)
で
い
わ
れ
て
い
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
通
常
、
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
敵
国
の
軍
艦
ま
た
は
軍
用
航

空
機
の
護
衛
の
下
で
航
行
す
る
船
舶
は
、
臨
検
、
捜
索
お
よ
び
拿
捕
に
抵
抗
し
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
る
た

め
に
、
攻
撃
を
行
な
う
前
に
苔
告
を
与
え
る
必
要
は
な
い
。

67 ． 
22 

こ。t
 

67 ． 
21 

関
法
第
四
五
巻
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六
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六



注
解

き
は
離
れ
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
含
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

67 . 
27 

す
ぎ
な
か
っ
た
。

67 ． 
26 

で
あ
る
。

67 ． 
25 

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

6
7
(
C
)
の
意
味
に
お
け
る
補
助
船
舶
と
し
て
行
動
し
て
い
た
。

（
一
六

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

6
7
(
b
)
の
戦
争
行
為
に
は
、
機
雷
の
敷
設
、
掃
海
、
海
底
電
線
の
切
断
お
よ
び
商
船
に
対
す
る
攻
撃
が
含
ま
れ
る
。

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

6
7
(
C
)
に
つ
い
て
は
、
商
船
が
軍
隊
を
輸
送
し
、
軍
艦
ま
た
は
上
陸
任
務
部
隊
に
対
す
る
補
給
の
た
め
に
何
ら
か
の
物
資
を

輸
送
し
、
も
し
く
は
、
軍
事
作
戦
中
の
軍
艦
ま
た
は
上
陸
任
務
部
隊
に
随
伴
す
る
と
き
は
、
そ
の
船
舶
は
敵
国
軍
隊
の
補
助
者
と
し
て
行
動
し
て
い
る
の

一
九
八
二
年
の
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
／
マ
ル
ビ
ー
ナ
ス
諸
島
を
奪
還
す
る
イ
ギ
リ
ス
軍
に
随
伴
し
た
イ
ギ
リ
ス
の

S
T
U
F
T
（
徴
用
船
隊
）
は
、

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

6
7
(
d
)
は
、
厳
格
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
い
て
い
の
紛
争
で
は
、
通
常
の
商
業
活
動
に
従
事
中
の
商
船
が
、
敵

国
の
船
舶
ま
た
は
航
空
機
に
遭
遇
し
た
際
に
発
見
報
告
を
せ
よ
と
の
指
示
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
商
船
は
発
見
次
第
攻
撃
で
き

る
軍
事
目
標
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
商
船
が
情
報
収
集
を
主
目
的
と
し
て
使
用
さ
れ
、
ま
た
、
船
上
に
特
別
の
通
信
ま
た
は
探
知
装
置
と
そ
の
要
員

を
も
つ
場
合
に
は
、
発
見
次
第
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
中
に
、
イ
ギ
リ
ス
軍
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ト
ロ
ー
ル
漁
船

ナ
ウ
ォ
ー
ル
を
攻
撃
し
沈
め
た
。
同
船
は
、
再
三
に
わ
た
っ
て
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
の
位
置
を
報
告
し
、
ま
た
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
海
軍
の
派
遣
隊
員
を
乗
せ
て

い
た
。
ニ
ュ
ー
ル
ン
ペ
ル
グ
裁
判
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
武
装
商
船
が
敵
国
の
船
舶
ま
た
は
航
空
機
の
発
見
報
告
を
せ
よ
と
の
内
務
命
令
を
与
え
ら
れ
て
い
た

事
実
は
、
同
裁
判
所
に
、
ド
イ
ツ
軍
は
発
見
次
第
イ
ギ
リ
ス
武
装
商
船
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
決
定
さ
せ
た
要
因
の
―
つ
に

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

6
2
(
f
)
の
残
余
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
、
軍
事
作
戦
の
た
め
に
ま
た
は
軍
用
品
の
生
産
の
た
め
に
使
用
さ
れ
得
る
輸
入
の
ほ
と

ん
ど
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
敵
対
国
に
よ
る
輸
出
は
、
戦
争
遂
行
努
力
の
財
源
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
輸
出
と
軍
事
活
動
と
の
結
び
つ

68．
こ
れ
ら
の
船
舶
に
対
す
る
い
か
な
る
攻
撃
も
、
バ
ラ
グ
ラ
フ
38ー

46
の
基
本
的
規
則
に
従
う
。

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

67 ． 
24 

§ 



(
f
)
 

69．
単
に
中
立
国
商
船
が
武
装
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
そ
れ
を
攻
撃
す
る
い
か
な
る
根
拠
も
提
供
し
な
い
。

中
立
国
の
民
闘
航
空
機

70
．
中
立
国
の
標
識
を
付
け
て
い
る
民
閻
航
空
機
は
、
次
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
攻
撃
し
て
は
な
ら
な
い
。

>

パ
ラ
グ
ラ
フ

3
8
|
4
6
の
注
解
を
参
照
せ
よ
。
こ
の
基
本
的
規
則
は
、
攻
撃
目
標
に
つ
い
て
い
か
な
る
決
定
が
な
さ
れ
る
場
合
に
も
従
わ
な
け
れ

世
界
の
一
部
の
海
域
で
は
、
ま
だ
海
賊
が
真
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
伝
統
的
な
法
の
下
で
は
、
中
立
国
商
船
は
自
衛
の
た
め
に
武
装

合
理
的
な
理
由
に
基
づ
き
、
戦
時
禁
制
品
を
輸
送
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
、
事
前
の
警
告
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
の
後
に
、
そ

れ
ら
が
、
目
的
地
か
ら
の
針
路
変
更
を
意
図
的
か
つ
明
ら
か
に
拒
否
す
る
か
、
ま
た
は
、
当
該
形
式
の
航
空
機
に
安
全
で
合
理
的
に
到
達
で
き
る

交
戦
国
飛
行
場
へ
臨
検
捜
索
の
た
め
に
向
か
う
こ
と
を
意
図
的
か
つ
明
ら
か
に
拒
否
す
る
。

敵
国
軍
隊
の
補
助
者
と
し
て
行
動
す
る
。

敵
国
の
情
報
シ
ス
テ
ム
ヘ
統
合
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
支
援
す
る
。
ま
た
は
、

他
の
方
法
で
、
例
え
ば
軍
事
物
資
を
輸
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
敵
国
の
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
し
て
お
り
、
か
つ
、
事
前
の
警
告
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
の
後
に
、
そ
れ
ら
が
、
目
的
地
か
ら
の
針
路
変
更
を
意
図
的
か
つ
明
ら
か
に
拒
否
し
、
ま
た
は
当
該
形
式
の
航
空
機
に

安
全
で
合
理
的
に
到
達
で
き
る
交
戦
国
飛
行
場
へ
臨
検
捜
索
の
た
め
に
向
か
う
こ
と
を
意
図
的
か
つ
明
ら
か
に
拒
否
す
る
。

(
d
)
 

(
C
)
 

(
b
)
 
敵
国
の
た
め
に
戦
争
行
為
に
従
事
す
る
。

(a) 

す
る
こ
と
が
で
き
、
と
き
に
は
重
武
装
の
場
合
も
あ
る
。

69 . 
1 

注
解

ば
な
ら
な
い
。

68 ． 
1 

関
法
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五
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二
四
）



70 

3 .
2
 ゚

7
 

（
一
六
二
五

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
中
立
国
商
船
攻
繋
に
関
す
る
パ
ラ
グ
ラ
フ

67
に
対
応
す
る
も
の
で
、
そ
の
注
解
が
一
般
的
に
適
用
で
き
る
。
中
立
国
の

民
間
航
空
機
は
、
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
特
定
の
活
動
に
従
事
し
な
い
限
り
攻
撃
で
き
な
い
。
攻
撃
す
る
と
き
で
さ
え
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
71
で
規
律
さ
れ
る
。

パ
ラ
グ
ラ
フ
7
0
と

71
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
中
立
国
の
民
間
航
空
機
と
は
、
衛
生
航
空
機
、
安
導
券
を
与
え
ら
れ
た
航
空
機
お
よ
ぴ
攻
繋
を
免
除
さ
れ
る
民

間
航
空
機
以
外
の
民
間
航
空
機
で
あ
る
。

持
っ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
（
戦
時
禁
制
品
、
戦
時
禁
制
品
リ
ス
ト
の
発
出
お
よ
び
「
自
由
品
」
に
関
す
る
規
則
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

1481150

に
あ
る
）
。
嫌
疑
の
あ
る
中
立
国
航
空
機
が
、
交
戦
国
部
隊
に
よ
る
警
告
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
を
受
け
た
後
に
、
そ
の
目
的
地
か
ら
の
針
路
変

更
を
拒
否
し
、
ま
た
は
安
全
で
到
達
可
能
な
交
戦
国
の
飛
行
場
へ
臨
検
捜
索
を
受
け
る
た
め
に
向
か
う
こ
と
を
拒
否
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
航
空
機
は
攻

幣
を
受
け
る
危
険
を
負
担
す
る
。
合
理
的
な
根
拠
と
交
戦
部
隊
に
よ
る
事
前
の
警
告
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
に
加
え
て
、
中
立
国
の
民
間
航
空
機

は
、
意
図
的
か
つ
明
ら
か
に
、
針
路
の
変
更
ま
た
は
臨
検
捜
索
を
受
け
る
た
め
の
飛
行
を
拒
否
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
、

針
路
変
更
お
よ
び
臨
検
捜
索
に
関
す
る
規
則
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
124|134
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
一
九
二
三
年
の
ハ
ー
グ
空
戦
規
則
は
、
臨
検
捜
索
を

受
け
る
た
め
に
合
理
的
に
到
達
で
き
る
適
当
な
場
所
に
着
陸
し
ま
た
は
向
か
う
こ
と
を
警
告
の
後
に
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
私
航
空
機
は
射
繋
さ
れ
る
危

険
が
あ
る
、
と
規
定
し
た
。

た
行
動
は
、
非
中
立
的
役
務
を
構
成
し
、
そ
の
航
空
機
を
攻
撃
の
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
。

7Q 

4
 

グ
ラ
フ
中
の
事
前
の
苦
告
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
、
お
よ
び
交
戦
者
の
命
令
に
服
従
す
る
こ
と
を
意
図
的
か
つ
明
ら
か
に
拒
否
す
る
と
い
う
条
件

が
、
適
用
さ
れ
る
。
一
九
二
三
年
の
ハ
ー
グ
空
戦
規
則
は
、
交
戦
国
部
隊
が
、
そ
の
直
近
に
所
在
す
る
中
立
国
民
間
航
空
機
を
規
制
す
る
権
利
に
つ
い
て

.
1
 ゚

7
 
注
解

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(a)
は
、
中
立
国
民
間
航
空
機
が
戦
時
禁
制
品
を
輸
送
し
て
い
る
と
、
交
戦
国
部
隊
が
信
じ
る
に
足
り
る
合
理
的
な
根
拠
を

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(
b
)
|
（d
)
は
、
中
立
国
商
船
に
関
す
る
サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

6
7
(
b
)ー

(d)
に
対
応
す
る
。
中
立
国
民
間
航
空
機
の
そ
う
し

サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(e)
は
、
中
立
国
民
間
航
空
機
が
、
敵
国
の
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
貢
献
す
る
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
本
サ
プ
パ
ラ

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

>



71
．
こ
れ
ら
の
航
空
機
に
対
す
る
攻
撃
は
、
バ
ラ
グ
ラ
フ
38ー

46
の
基
本
的
規
則
に
従
う
。

1
・
7
 
区
別
、
軍
事
目
標
お
よ
び
付
随
的
損
害
に
関
す
る
基
本
的
規
則
に
従
う
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

前
置
き
の
説
明

二
三
四

本
規
則
は
、
中
立
国
商
船
に
関
す
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
6
8
と
同
様
に
、
中
立
国
民
間
航
空
機
に
対
す
る
い
か
な
る
攻
撃
も
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

3
8
|
4
6
の

パ
ラ
グ
ラ
フ
7
2
1
7
7
は
、
敵
国
お
よ
び
中
立
国
の
民
間
航
空
機
の
安
全
に
関
す
る
規
定
を
含
ん
で
お
り
、
交
戦
国
お
よ
び
中
立
国
の
双
方
に
適
用
さ
れ

る
。
各
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
相
互
に
関
連
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
諸
規
定
は
、
各
種
の
慣
習
規
則
と
実
行
の
整
理
統
合
、

軍
隊
と
国
際
民
間
航
空
機
関

(
I
C
A
0
)
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
た
手
続
き
、
な
ら
び
に
各
種
の
事
件
か
ら
学
び
と
ら
れ
た
教
訓
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ

の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
航
空
交
通
業
務
を
実
施
す
る
機
関
を
含
め
て
、
交
戦
国
と
中
立
国
が
海
上
作
戦
と
民
間
航
空
機
の
空
路
を
事
前
に
通
告
す
る
こ
と
に

つ
い
て
規
定
す
る
。
通
信
と
識
別
の
手
続
き
が
強
調
さ
れ
る
。
地
位
を
確
認
し
、
意
図
を
明
確
に
し
、
不
明
瞭
な
点
を
解
決
し
お
よ
ぴ
予
期
で
き
な
い
状

況
を
克
服
す
る
た
め
に
、
軍
艦
と
軍
用
航
空
機
の
指
揮
官
、
民
間
航
空
機
の
機
長
な
ら
び
に
航
空
交
通
業
務
機
関
の
間
で
最
大
限
の
情
報
交
換
を
す
る
よ

う
指
ホ
し
て
い
る
。
交
戦
国
と
中
立
国
が
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
7
2
|
7
7
の
規
則
に
従
え
ば
、
運
用
面
に
お
け
る
誤
解
と
混
乱
の
機
会
を
最
小
限
に
押
え
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
規
則
の
下
で
、
交
戦
国
は
、
商
業
ま
た
は
個
人
業
務
に
従
事
す
る
民
間
航
空
機
が
不
注
意
に
射
繋
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
可
能
な
す

べ
て
の
措
骰
を
と
る
義
務
を
負
う
。
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
パ
ラ
グ
ラ
フ

46
と
そ
の
注
解
を
も
参
照
せ
よ
。
中
立
国
は
、
そ
の
民
間
航
空
機
が
射
撃
の
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
の
を
防
止
す
る
た
め
に
可
能
な
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
義
務
を
負
う
。
民
間
航
空
機
搭
乗
者
の
人
命
と
航
空
機
の
安
全
を
危
険
に
さ
ら
し
て

注
解

第
六
節
民
閾
航
空
機
に
関
す
る
予
防
措
置

規
定
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

関
法
第
四
五
巻
第
六
号

（
一
六
二
六
）



注
解

73 

1 

注
解

務
機
関
は
通
常
の
空
路
を
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

72．
民
閻
航
空
機
は
、
潜
在
的
に
危
険
な
軍
事
活
動
の
区
域
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

パ
ラ
グ
ラ
フ

72
は
、
す
べ
て
の
国
家
、
航
空
交
通
業
務
お
よ
び
民
間
航
空
機
の
機
長
に
対
し
、
民
間
航
空
機
が
潜
在
的
に
危
険
な
軍
事
活
動
の

区
域
を
避
け
る
よ
う
に
措
置
す
る
義
務
を
課
し
て
い
る
。
一
九
二
三
年
の
ハ
ー
グ
空
戦
規
則
と
一
九
九

0
年
の

I
C
A
0
の
「
民
間
航
空
機
の
運
航
に
潜

在
的
に
危
険
な
軍
事
活
動
に
つ
い
て
の
安
全
措
置
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
双
方
と
も
に
、
同
様
の
勧
告
を
規
定
し
て
い
る
。
海
上
武
力
紛
争
の
場
合

に
は
、
民
間
航
空
機
は
敵
対
行
為
が
実
際
に
生
起
し
て
い
る
区
域
か
ら
十
分
に
離
れ
た
空
路
と
高
度
で
飛
行
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
航
空
交
通
業

73．
海
上
作
戦
の
直
近
に
お
い
て
は
、
民
間
航
空
機
は
、
そ
の
針
路
お
よ
び
高
度
に
関
す
る
交
戦
者
か
ら
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
海
上
作
戦
の
直
近
に
あ
る
民
間
航
空
機
を
監
督
す
る
権
利
を
、
交
戦
者
が
持
つ
と
す
る
慣
習
規
則
を
述
べ
て
い
る
。
パ

ラ
グ
ラ
フ
7
7
は
、
こ
の
監
督
が
い
か
に
行
使
さ
れ
る
べ
き
か
を
記
述
し
て
い
る
。

74．
交
戦
国
お
よ
び
関
係
中
立
国
な
ら
び
に
航
空
交
通
業
務
を
実
施
す
る
機
関
は
、
軍
事
作
戦
の
区
域
内
に
あ
る
民
閻
航
空
機
に
指
定
さ
れ
た
空
路
ま
た

は
民
閻
航
空
機
が
提
出
し
た
飛
行
計
画
（
通
信
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
識
別
の
モ
ー
ド
と
コ
ー
ド
、
目
的
地
、
乗
客
お
よ
び
貨
物
に
関
す
る
情
報
を
含
む
。
）

を
、
軍
艦
お
よ
び
軍
用
航
空
機
の
指
揮
官
が
、
絶
え
ず
知
り
得
る
手
続
き
を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
。

『
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

72 

1 

注
解

は
な
ら
な
い
。
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ノ
ー
タ
ム
に
従
わ
れ
ず
、
か
つ
、
民
閻
航
空
機
が
脅
威
と
な
っ
て
い
る
と
軍
隊
が
認
め
る
場
合
に
、
そ
の
軍
隊
が
と
り
得
る
行
動

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
潜
在
的
に
危
険
な
区
域
内
の
軍
事
活
動
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
民
間
航
空
機
に
提
供
す
る
ノ
ー
タ
ム
の
発
出
を
、
交

戦
国
と
中
立
国
に
義
務
づ
け
て
い
る
。
そ
の
軍
事
活
動
に
は
、
海
上
武
力
紛
争
に
加
え
て
、
演
習
、
射
撃
訓
練
ま
た
は
兵
器
の
実
験
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ

う
。
こ
の
ノ
ー
タ
ム
の
手
続
き
は
、
交
戦
国
と
中
立
国
の
軍
隊
に
よ
る
長
い
間
の
実
行
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
最
近
の
例
と
し
て
は
、
ア
ド
リ
ア
海
と
ペ

ル
シ
ャ
湾
の
海
上
作
戦
の
間
に
発
せ
ら
れ
た
ノ
ー
タ
ム
が
あ
る
。
ノ
ー
タ
ム
は
、
民
間
航
空
機
に
潜
在
的
に
危
険
な
軍
事
活
動
の
計
画
と
調
整
の
た
め
の

(132) 

I
C
A
0
手
続
き
に
お
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
サ
プ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(e)
は
、
民
間
航
空
機
に
対
し
て
、
民
間
航
空
機
が
ノ
ー
タ
ム
に
従
わ
ず
、
か
つ

例
え
ば
攻
撃
正
面
を
飛
行
す
る
ご
と
く
、
海
軍
部
隊
が
脅
威
と
認
め
る
よ
う
な
仕
方
で
飛
行
す
れ
ば
、
そ
の
民
間
航
空
機
は
海
軍
部
隊
に
よ
り
自
衛
と
し

•1 5
 
7
 
注
解
e) 
d
)
 
軍
用
機
に
よ
る
通
信
呼
出
し
に
対
し
て
応
答
す
る
手
続
き
お
よ
び
双
方
向
通
信
を
設
定
す
る
手
続
き
。
お
よ
び
、

(
C
)
 

高
度
、
針
路
お
よ
び
速
力
の
制
限

b
)
 
民
間
の
気
象
レ
ー
ダ
な
ら
び
に
識
別
の
モ
ー
ド
お
よ
び
コ
ー
ド
の
継
続
運
用

(a) 
航
空
機
が
継
続
的
に
待
ち
受
け
を
維
持
す
べ
き
周
波
数

に
は
、
次
の
情
報
を
含
め
る
ぺ
き
で
あ
る
。

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
指
定
空
路
お
よ
び
軍
事
作
戦
の
区
域
内
の
民
間
航
空
機
が
提
出
し
た
飛
行
計
画
（
パ
ラ
グ
ラ
フ

76)
を
、
す
べ
て
の
当

事
者
が
、
常
に
知
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
交
戦
国
と
中
立
国
の
軍
隊
は
、
そ
の
軍
艦
と
軍
用
機
の
指
揮
官
が
作
戦
区
域

内
の
空
路
、
飛
行
計
画
お
よ
び
航
空
交
通
業
務
の
手
続
き
を
絶
え
ず
知
っ
て
い
る
よ
う
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

75．
交
戦
国
お
よ
び
中
立
国
は
、
民
閻
航
空
機
に
と
っ
て
潜
在
的
な
危
険
が
あ
る
区
域
内
の
軍
事
活
動
に
関
す
る
情
報
（
危
険
区
域
の
設
置
ま
た
は
一
時

的
な
空
域
制
限
を
含
む
。
）
を
提
供
す
る
ノ
ー
タ
ム

(
N
O
T
A
M
:
 notice to 
airmen)
が
発
せ
ら
れ
る
よ
う
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
ノ
ー
タ
ム

ー

4
・
7
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（
一
六
二
九

76．
民
間
航
空
機
は
、
必
要
な
飛
行
計
画
を
管
轄
の
航
空
交
通
業
務
に
提
出
し
、
登
録
、
目
的
地
、
乗
客
、
貨
物
、
緊
急
通
信
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
識
別
の

モ
ー
ド
と
コ
ー
ド
に
関
す
る
情
報
を
す
べ
て
そ
ろ
え
、
飛
行
経
路
を
最
新
の
も
の
と
し
、
ま
た
、
登
録
証
明
書
、
耐
空
証
明
書
、
乗
客
お
よ
び
貨
物
に

関
す
る
証
明
書
を
備
え
る
べ
き
で
あ
る
。
予
期
し
得
な
い
状
況
が
生
起
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
民
間
航
空
機
は
、
航
空
交
通
管
制
の
許
可
を
得
る
こ
と

な
く
航
空
交
通
業
務
の
空
路
ま
た
は
飛
行
計
画
か
ら
外
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
安
全
ま
た
は
遭
難
の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
適
切
な
通
報
を
た
だ
ち
に
な

す
べ
き
で
あ
る
。

面）

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
シ
カ
ゴ
条
約
と

I
C
A
0
の
基
準
お
よ
び
手
続
き
に
規
定
さ
れ
た
、
国
際
航
空
に
従
事
す
る
民
間
航
空
機
が
履
行
す
べ

き
必
要
事
項
を
述
べ
て
い
る
。
民
間
航
空
機
の
飛
行
計
画
、
緊
急
通
信
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
二
次
監
視
レ
ー
ダ

(
S
S
R
)
シ
ス
テ
ム
（
シ
カ
ゴ
条
約
第
一
〇

付
属
書
）
と
一
体
と
な
っ
た
識
別
の
モ
ー
ド
と
コ
ー
ド
に
関
す
る
事
前
の
情
報
を
、
管
轄
の
航
空
交
通
業
務
の
機
関
が
軍
隊
に
利
用
せ
し
め
る
こ
と
は
特

に
重
要
で
あ
る
。
飛
行
情
報
区
に
お
い
て
航
空
交
通
業
務
を
提
供
す
る
国
家
は
、
民
間
航
空
機
の
安
全
に
対
し
特
別
の
責
任
を
負
う
。

77
．
民
間
航
空
機
が
潜
在
的
に
危
険
な
軍
事
活
動
の
区
域
に
入
る
場
合
に
は
、
関
係
の
ノ
ー
タ
ム
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
軍
隊
は
、
民
間
航
空
機
を
識
別

し
、
警
告
を
与
え
る
た
め
、
利
用
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
二
次
監
視
レ
ー
ダ
の
モ
ー
ド
と
コ
ー
ド
、
通
信
、
飛
行
計

画
の
情
報
と
の
相
関
性
、
軍
用
機
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
を
使
用
し
、
ま
た
、
可
能
な
場
合
に
は
適
当
な
航
空
交
通
管
制
施
設
と
の
連
絡
を
と

132 

「
海
上
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
サ
ン
レ
モ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
解
説
書
』
（
二
）

て
射
漿
さ
れ
る
こ
と
を
密
告
し
て
い
る
。

二
三
七



の
手
続
き
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ

128
と
そ
の
注
解
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二
三
八

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
民
間
航
空
機
が
潜
在
的
に
危
険
な
軍
事
活
動
の
区
域
に
入
る
場
合
に
、
関
係
の
民
間
航
空
機
と
軍
隊
の
双
方
に
義
務
を

課
す
も
の
で
あ
る
。
民
間
航
空
機
は
、
ノ
ー
タ
ム
の
す
べ
て
の
規
定
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
指
定
さ
れ
た
通
信
周
波
数
を
継
続
し
て
待
ち
受
け
、

ま
た
、
レ
ー
ダ
お
よ
び
識
別
の
モ
ー
ド
と
コ
ー
ド
の
運
用
を
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。
海
軍
部
隊
は
、
民
間
航
空
機
を
識
別
し
て
警
告
を
与
え
る
た
め
、
可

能
な
場
合
は
、
そ
の
時
の
飛
行
進
捗
情
報
、
遅
延
お
よ
び
計
画
外
飛
行
に
関
す
る
情
報
を
交
換
す
る
た
め
に
適
当
な
航
空
交
通
管
制
業
務
と
直
接
交
信
す

る
こ
と
を
含
め
、
利
用
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
実
行
で
き
る
な
ら
ば
、
海
軍
部
隊
は
レ
ー
ダ
探
知
目
標
と
の
相
関
性

を
つ
か
み
、
ま
た
、
識
別
す
る
た
め
、
適
当
な
航
空
交
通
管
制
の
周
波
数
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
装
置
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
若
干
の
場
合
に
は
、
海
軍
部
隊

は
、
海
上
作
戦
の
直
近
に
あ
る
民
間
航
空
機
を
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
し
、
目
視
で
識
別
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
イ
ン
タ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン

.
1
 

7
 
7
 
注
解
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